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巻頭言 研究雑誌第５５号発刊に寄せて
学校長 橋 本 有 司

本校の取り組み成果の総括である令和６年度研究雑誌第５５号がここに発刊することが
できました。執筆、編集にご尽力いただいた教職員の皆さんに心より感謝を申し上げま
す。

昨年より毎月職員会議後に 分程度の「職員ミニ研修」を設け「対話（ ）研修」
や「ロイロノートの使い方」、「生徒の 出し方講座」等について研修を行ってきまし
たが、回数を重ね、共通理解を図ると共に、スキルアップの機会になっていると感じてい
ます。個人的にも皆さんと対話できるこの研修は楽しみの時間でした。

ところで、今後の社会の変化は激しく、仕事で求められる知識やスキルは絶えずアップ
デートされます。働き方や個人の生き方が多様化する社会では、新しい環境に合わせて常
に「学び」や「学び直し」を行う必要があります。したがって、生徒たちは高校在学中に
自ら学ぶ姿勢を獲得していくこと、学び方そのものを学んでおくことが、これからの時代
を主体的に生き抜いていく上での必要条件になると考えます。青年期教育、キャリア教育
が専門の児美川孝一郎教授は、「『銀行型』の学習で獲得する能力から、『料理教室型』の
学びで身に付ける能力への変化」が必要だと述べておられます。「銀行型」の学習とは、
知識やスキルを学び、それを預金のように溜め込んでいく従来の学校での学習です。卒業
後は預金しておいた知識やスキルを引き出しながら、仕事や人生を送っていき、基本的に
銀行型は学校の卒業時点で学習が終わります。一方の「料理教室型」の学びとは、料理の
いろはを教えてもらいますが、習得するのは料理の仕方であり、誰もが自分なりの料理法
や味付けなどを創意工夫し続けていくのです。「銀行型」の学習よりも「料理教室型」
は、はるかに自由度が高く、応用範囲も広くなるということです。

高校で進めていくのは、この「料理教室型」の学びで、まさに本校の探究学習がそれに
合致します。高校での学びを通して、生徒が自分で学ぶ習慣を身に付けることが何よりも
重要になります。これからの時代に求められるのは、「事前に蓄えた知識」ではなく、「自
分から知識やスキルを獲得していく力」です。本校が行う学習支援や生徒支援は時代に対
応しているか、今後も教職員全体で対話や議論を重ね、楽しみながら研修し、工夫・改善
を図っていきたいものです。

本校海洋キャンパスに掲げてある額縁に
「去華就実」とあります。これは、ちょう
ど 年前（大正 年）に当時の水産官
僚である牧朴真（まきなおまさ）先生が贈
呈されたものです。「去華就実」とは、「外
見の華やかさに心奪われるのではなく、内
面の豊かさや知性、社会に貢献できる実践
的な能力などを身につけること」を意味しています。当時から本校は若狭において多くの
貢献をなしうる人格の育成を期待されていたことがうかがわれます。

今後も、教職員一丸となって新たな課題や教育の在り方等について研究を行い、研修を
図ることにより、ふるさと若狭に関わる人材育成に取り組んでいきたいと考えています。
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  小浜市の中高生・青年層のまちづくりのかかわりについて 
                                    福井県立若狭高等学校 山下 徹 
 
１．はじめに 
私が本校に勤務する傍ら、小浜市社会教育委員の会活動にも長年携わってきた。１期３

年の中でテーマを決めて調査・研究をしていき市長・教育長に提言・報告をしていく訳だ

が小浜市はここ数年で人口減少（高齢者数は増加）が進んでおり若者の地域離れも問題に

なってきている。そういったことを踏まえて平成２８年３月に委員の会では青年層と協働

したまちづくりのあり方について【行政編：１．若者の意見を市政に反映すること。２．

若者をサポートし、アイデアを具現化する仕組み作りを構築すること。３．若手市職員の

地域活動への参画を実施すること】 【地域編：１．若者が活動できる居場所作りとサポー

ト体制を構築すること。２．子ども活動・子どもの地域活動の充実を図ること。３．若者

の地域活動を持続的に支えられる。「包容力のある」地域と住民の育成を図ること】につ

いて市長へ提言した文言について書き添えた。 
平成２９年からも引き続き青年活動をテーマにし青年層の地域参加について研究を進

め、令和元年度からは、新たに高校生の地域参加についても調査・研究を行った。そして、

平成２８年３月に市長へ提言を行った後の行政、地域の取り組み状況を検証し、若者・青

年層の受入側の実態やまちづくりにおける若者の実態について意見、課題を取りまとめて

令和２年６月に教育長へ研究報告を行った。その際の意見交換時に、中学生になると地域

行事への参加が少なくなる傾向があるという意見が出た。そこで、令和２年度からも、引

き続き青年活動をテーマとし、主に中学生を調査・研究対象に加えて研究を行ってきた。 
 
２．中学生の地域参加に係る実態と課題 
小浜市社会教育委員の会（令和２年度～３年度）では、中学生を対象に「まちづくりへ

のかかわり」について下記の（ｉ）～（Ⅲ）の調査・研究・検証を行った。 
（Ⅰ）令和３年２月２８日（日） 社会教育委員の会とジュニアリーダーとの語る会 
ジュニアリーダーとは、小浜市子ども会育成連合会の組織で、中学生と高校生で構成さ

れ、子ども行事の手伝いや、春のキャンプ、夏の交流会など様々な子ども会行事の企画運

営を行うリーダーのことで、活動に参加することになったきっかけや地域行事に参加する

ことについて意見交換を行った。意見交換会で出た意見は以下の通りである。 
【ジュニアリーダーからの意見】 

①ジュニアリーダーに参加したきっかけ 
・ジュニアリーダーに憧れていたこともあり、キャンプに参加することも元々好きだっ

た。小学校を卒業してからも参加できたらいいと思ったことや企画をする側になりたいと

思 ってジュニアリーダーに加入した。 
・小学生の時に夏の奈良市との交流会やスプリングキャンプに参加して、楽しくて色々学

べるのでジュニアリーダで企画する側に入ってみたいと思って加入した。 
 
②中学生が地域活動に参加するには 
・自分の場合はなかなか友達に一緒にやろうと誘ったりすることが出来ない。人前で話す
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②中学生が地域活動に参加するには 
・自分の場合はなかなか友達に一緒にやろうと誘ったりすることが出来ない。人前で話す

ことが恥ずかしいとか思うことが多いのが中学生だったりするから、自分から地域活動を

楽しみたいという人ではないとなかなか来ないということが一つの壁ではないかと思って

いる。 
 
③かっこいい先輩・大人とは 
・みんなの前に立って話すとき、絶対に前を向いて堂々としていて、自分の中でしっかり

り分かったことを話している人。 
・人の前で堂々と話せる人に憧れていて、大人になると人間関係を作っていかないといけ

ないので、人前で話せる人と人間関係を作れるような人間になりたいと思っている。 
・今の先輩方を見てとても楽しそうな雰囲気があった。自分もこういう人達と一緒にやっ

てみたいなと思った。入りたいと思えるような雰囲気があったので、ここで活動したいと

思えるような雰囲気が作れることが一番ではないかなと思う。 
 
④地域に入った時に中高生はどうすべきか。どういった活動をしたら地域が盛り上がるか。

・大人との距離が遠いということを感じている。大人は大人、子どもは子どもという考え

はある。 
・何か地域のイベントをする時に大人が主催をしたり、後援をしたりする時に子どもと同

じ目線にたち、子どもと一緒に雰囲気を味わったり楽しんだりする。もちろん子どもも大

人に合わせる。大人のしていることを見たり、大人も子どもが感じていることを同じよう

に感じたりすることが重要ではないかと考えている。 
・中高生は、自分で情報を得る力がつくので、都会の良さを知り地域から離れていくとい

う傾向があると思っている。その時に大人が地域の良さを伝えて、つながりをそこで確実

に確保することが地域活性化をするのに必要でないかと思う。 
・祭りの時は、稽古で集まると子どもと大人がつながって楽しそうな雰囲気がある。だか

ら小さい子から高校生・大人・お年寄りもふれあう機会をたくさん作っていった方がいい

と思う。その方が自分のコミュニティだという思いが生まれてくる。外に出て帰ってきて

もそこに帰りやすいと思う。 
・地域活動に参加したことによって今まで知らなかったことを知って家の人に伝えたり友

達と話したりということがたくさんあったので、小さい子達がまだまだ知らない小浜の魅

力。みんなが知りたいことをイベントに混ぜていって、参加した人達が自分の中で自分な

りに吸収して周りの人に伝えてくれたらいいと思う。 
・自分の長く住んでいる地域でも知らないことが結構あると思う。イベントに参加して、

新しいことを発見して自分なりに感動したことを周りの人に伝えていけたらいいと思う。

・地域の祭りごとや、商店街でのイベント、催し物があることで活気づいていくことと、

祭り自体を楽しんで大人になったとき、小・中・高生を含めて、ここはそういう感じだっ

たなと地域に帰ってきたときに懐かしいという雰囲気が出て思い出になってくる。そうい

うイベントを残すというのも地域活動として大切ではないかと思う。 
 
⑤積極的に大人が声を掛けていった方が参加はしやすいか。 
・参加が出来ないのは部活動があることもだが、小学生の時に参加していた対象は、小学
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６年生までとされている。 
中学生と小学生で知られているのが一つの要因かと思う。小学６年生までといわれている

と参加しない。小学生・中学生でとなるといい。 
・中学校特有の教育方針だと思っている。特に中学校は、学校が担うという学校側の思い

が強いと思う。小学校の時は、そんなに部活動もないし割と親だよりというところがある

と思う。中学校に入った途端、勉強・部活動ということで結構、学校にいる時間が長い。

高校になるとまた自由になり部活も自由になる。やりたいことをやればいいということに

なる。そこは学校から変えていかないと変わらないと思う。そこから子ども達を出そうと

思ったら本当に根気強い押しというか誘いがないといけないと思っている。 
・変わりつつあるのが典型的な部活動だけが活動ではなくなってきている。積極的にボラ

ンティアしたいとか経済とかに興味があることに気づきだす人が増えていると思う。そう

いう人にアタックする。全員が必ずしも勉強・部活動に忙しいとは思っていないのではな

いかと思う。 
・子どもから何かを求めるのは結構難しいかもしれない。何かやりたいけど枠から外れた

くない、誰もやっていないことをやりたくないので部活動をやっておくという人が多い。

何か情報を出したり、学校と手を組むとかするといいかもしれない。 
 
⑦つながりについて 
・人それぞれになるが、中高生によってやる気の違いというものが一つあると思う。中学

生に「これ一緒にやって」と僕の同級生に言っても面倒くさいと言われることが多くてそ

れで声を掛けにくいというのが一つである。このようなことをやると言ってもその楽しさ

を知らないから面倒くさいとなったりするのではないかと。 
 
【社会教育委員の会から】  
⑤積極的に大人が声をかけて言った方が参加はしやすいか 
・アプローチの方法として、ひとつは学校を介してというのがある。大人と子ども、それ

ぞれ仕事と学校という別のコミュニティに属しているので、お互いの立場になって歩み寄

る。つまり双方向のチャンネルをしっかり持つことが重要になる。そこで気付くのは大人

の構成員というのは親であって、まずは自分の子どもからつないでいくよう仕掛けていく

こともできるる。 
・小学校というのは、地区に一つという感じがする。地区で何かしようというと小学生も

一緒にしているけど、中学生になると地区と学校の距離が遠くなっている。接点はふるさ

と祭りぐらいで、吹奏楽部の人にお願いして演奏をしてもらっている。学校の在り方とい

うのが今、とても考えさせられる。 
 
⑥大人からして中高生には声を掛けづらいか 
・確かに掛けづらい。自分の子どもの中高生の時を考えると反抗期があり大人に対して反

発があるので、他人の方が逆に声を掛けやすいかもしれない。遠慮がある。 
・中高生は勉強が一番のイメージがあり、それが出来ないと困るので、他人の子に声を掛

けてこっちに引っ張り込んで勉強がおろそかになったら、相手側の親に申し訳ないという
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ぞれ仕事と学校という別のコミュニティに属しているので、お互いの立場になって歩み寄

る。つまり双方向のチャンネルをしっかり持つことが重要になる。そこで気付くのは大人

の構成員というのは親であって、まずは自分の子どもからつないでいくよう仕掛けていく

こともできるる。 
・小学校というのは、地区に一つという感じがする。地区で何かしようというと小学生も

一緒にしているけど、中学生になると地区と学校の距離が遠くなっている。接点はふるさ

と祭りぐらいで、吹奏楽部の人にお願いして演奏をしてもらっている。学校の在り方とい

うのが今、とても考えさせられる。 
 
⑥大人からして中高生には声を掛けづらいか 
・確かに掛けづらい。自分の子どもの中高生の時を考えると反抗期があり大人に対して反

発があるので、他人の方が逆に声を掛けやすいかもしれない。遠慮がある。 
・中高生は勉強が一番のイメージがあり、それが出来ないと困るので、他人の子に声を掛

けてこっちに引っ張り込んで勉強がおろそかになったら、相手側の親に申し訳ないという

思いが当然出てくる。 
・誰それの君のお父さん、お母さんと呼ばれていた頃は、声を掛けやすかった。それを超

えると不審者との境目もあると思うけど、なかなか世代が違うと声を掛けづらい。そこで、

そういう関係ができていればいいと思う。 
・祭りをしていると結構、距離が近いと思う。ただ、中学とか高校とか部活とか試験とか

を考えるとなかなか声をかけていいかとためらう。情報のチャンネルがないと絡みにくく

なるかもしれない。 
・中高生と接触する機会がない。公民館に中高生も行くような何かがあればあるのかもし

れない。地区の中心というと公民館ぐらいしか考えられない。運動会など、地域行事の企

画側に中高生のポジションを作って企画の段階から入ってもらうと運動会をきっかけにし

て中高生を集めることも容易である。いろんなイベント事に関しても大人がこうしろとか

ではなくて、子ども目線でこういうことをした方が楽しいよといった方がいい。たぶんギ

ャップがあると思う。そういうところを埋められるといい。そういうところが祭りという

のはコミュニティになる。私の地区は祭りがないので、ない地区となると公民館という気

がしている。 
 
⑦つながりにつて 
・ジュニアリーダー活動の中で、地域に対する仕掛けを考えたりしたことやそこで構築し

た人の繋がりなどが途絶えてしまう現状を知り、とても残念に感じている。地域活動にお

ける素晴らしい人材だと思うので、地域社会との連続性を保つ方法を考えてみたい。例え

ばＳＮＳなどの活用をさらに活発化して情報に繋がりを図るのも一つの方法かと思う。 
・何かで繋がっているということは、ある程度の距離を置いてキャッチボールするような

関係、高い所に大人がいて低いところに子どもがいて早く上がってこいというのではなく、

ロープか何かを垂れ下げてあげるとか若い人が上にいても同じだと思うけどそういう関係

が繋がりだと思う。 
・私の地区は祭りがありずっと小学校、中学校、大人になったら大人ということで繋がっ

てっている。小学校の間は、集団下校であそこのお子さんだといいながらおはようと言う

とおはようと返してくれる。中学校になると自転車通学で途端に体も大きくなって誰がど

のお子さんか分からなくなってきているし、あまり声を掛けてもということがある。高校

になると途端に声を掛けられるようになり、挨拶もしてくれる。 
 
⑧楽しさをアピールするためにはどうしたらいいか。 
・地域活動に対する《やる気》の個人差はあるものの自信の得意分野ではそれなりに興味

が持ちやすいと思う。そのことからまずは自分の得意分野で活動をしてもらい、成功体験

を共有することの繰り返しが地域課題解決意欲の高まりや広がりに繋がって行くのではな

いかと考えている。 
 
⑨その社会教育委員からの意見 
・夏の公民館事業でジュニアリーダーの皆さんがゲームをしていた。大人が関わっている

よりも子どもの少し上のお兄さん・お姉さんたちがゲームをしてくれるということで、凄
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く小学生達は楽しそうにしておりやっぱり違うなと思った。大人が日頃、いろんな手遊び

をするよりも本当にいきいきして体を動かすようなゲームをしてくれるのでとても感動し

た。 
・今の自分たちの基になったのは、青年団活動を一生懸命したこと。そのことによってど

こへ行った時も後ろには青年団という組織が自分にはあるという気持ちで活動していた。 
自分の努力ではなくて組織に入ることによって他者からの力が必然的に残ってくる。そう

いうことで、成長とまでは言わないが、徐々に出来たのは今、思い出すと青年団活動だっ

たのかなぁと思う。また、環境を変えることが一番ではないかと思う。 
 
（Ⅱ）中学生対象アンケート 

中学生の地域活動に対する意見を聞くことにより、考えや実情を把握し、今後の社会教

育推進に活かすことを目的として行った。調査対象は小浜市内中学２年生２３１名で２２

８名の回答をうけた。主な調査項目は地域への愛着、地域行事について、小浜市子ども会

ジュニアリーダーについてである。 
 
【アンケート集計結果】 
①地域への愛着について 
・「やや好き」・「好き」が９３％でほとんどが「好き」と回答しており、地域への愛着

がうかがえる。 
・好きな理由として「自然がたくさんあるところ」、「人が親切なところ」、「友人、知

人がいるから」の順で回答が多かった。 
・嫌いな理由として「買い物や遊ぶ場がない」「田舎だから」との回答が多かった。 
 
②地域行事について 
・地域行事に参加しているかについては「よく」「時々参加する」が６９％あった。ほと

んどが地域行事に参加していることがうかがえる。また、「小学校時代は参加していたが、

今は参加していない」が２２％を占めており、中学生になり地域行事と疎遠になった人も

一定数いることがうかがえる。 
・参加している地域行事については「地域の祭りや伝統行事」、「運動会等スポーツ行事」、

「地蔵盆」の順で多かった。 
・参加して良かったことは「地域行事が多かった」が一番多く、「人との繋がりや友達が

できた」、「自分の成長に繋がった」ことが続いた。地域行事に参加することで、楽しさ

や人の繋がり等のメリットを感じているとうかがえる。 
・今まで参加した行事の中で楽しかった行事については、それぞれの「地域での祭り」が

一番多く、「地蔵盆」、「公民館でのイベント」、「地区の運動会」等も多かった。 
・「以前は、参加していたが今は参加していない」の理由は、「時間がない」や「参加す

るきっかけがない」、「面倒だから」が多かった。中学生になり部活動や勉強に忙しいこ

とや、小学生までの子ども会という枠を外れたことによって声を掛けられなくなったが原

因と考えられる。 
・どのような行事であれば地域行事に参加してもいいと思うかについては「友人や知人が
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①地域への愛着について 
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がうかがえる。 
・好きな理由として「自然がたくさんあるところ」、「人が親切なところ」、「友人、知

人がいるから」の順で回答が多かった。 
・嫌いな理由として「買い物や遊ぶ場がない」「田舎だから」との回答が多かった。 
 
②地域行事について 
・地域行事に参加しているかについては「よく」「時々参加する」が６９％あった。ほと

んどが地域行事に参加していることがうかがえる。また、「小学校時代は参加していたが、

今は参加していない」が２２％を占めており、中学生になり地域行事と疎遠になった人も

一定数いることがうかがえる。 
・参加している地域行事については「地域の祭りや伝統行事」、「運動会等スポーツ行事」、

「地蔵盆」の順で多かった。 
・参加して良かったことは「地域行事が多かった」が一番多く、「人との繋がりや友達が

できた」、「自分の成長に繋がった」ことが続いた。地域行事に参加することで、楽しさ

や人の繋がり等のメリットを感じているとうかがえる。 
・今まで参加した行事の中で楽しかった行事については、それぞれの「地域での祭り」が

一番多く、「地蔵盆」、「公民館でのイベント」、「地区の運動会」等も多かった。 
・「以前は、参加していたが今は参加していない」の理由は、「時間がない」や「参加す

るきっかけがない」、「面倒だから」が多かった。中学生になり部活動や勉強に忙しいこ

とや、小学生までの子ども会という枠を外れたことによって声を掛けられなくなったが原

因と考えられる。 
・どのような行事であれば地域行事に参加してもいいと思うかについては「友人や知人が

参加している行事」が５３％、次いで「家族が参加している行事」が多く、知り合いがい

る行事には参加しやすいということがわかった。 
・地域行事に参加するきっかけについては「友人からの誘い」と「大人からの声掛け」が

多く、友人・大人からの誘いがあれば参加してもいいという回答が多かった。 
・将来、大人になった時に地域行事に参加したいと思いますかについては「したい」とい

う意見も一定程度あるが、現状では将来のことは「わからない」という回答が多かった。 
・得意分野や興味のあることを活かして地域で活動してみたいことはありますかについて

は「祭り」や「運動」等が多く今まで経験してきたことを活かしたいとの回答があった。 
 
（Ⅲ）全体のまとめ 
社会教育委員の会としては、青年・中高生とまちづくりへの関わりについて主に中学生

を対象に調査・研究を行った。小学生時代は「子ども会」の中で、または親の参加につい

ていく中で地域との関わりがあるが、中学生になると途端に地域との接点が途絶えること

がある。原因としては、中学生は勉強と部活動が大半を占めており、学校中心の生活にな

ってしまい日常的に他と関わるゆとりがないことが挙げられる。大人はそれが分かってい

るから、中学生に声を掛けづらい、声を掛け本人へ負担を掛けられないと考えてきた面が

ある。高校生になれば成長とともに自分自身をコントロールするようになり、地域社会へ

の関心や考えを持つようになる。そのため、中学生に対しては発達段階として当然のこと

だと地域との関わりが薄れることを黙認していた面がある。しかし、今回、ジュニアリー

ダー・海洋少年団の中学生（※文面は省略）と語る会を行い意見を得ることができたこと

や市内中学２年生を対象にアンケートを実施して、中学生が地域への関わりをどのように

捉え、どのような意見を持っているかを調査し、その結果、我々大人のこれまでの認識は

狭く一方的なものであったこと、これまでに調査研究してきた青年層や高校生と同様に、

中学生も地域の住民として地域に愛着を持ち、地域の活動に関わりを持ちたい。自分に出

来ることがあるはずで誰かに喜ばれることをしたい、役に立つことをしたい、大人に認め

られ頼りにされたいという意見を聞き、中学生の地域活動に対する前向きさを認識するこ

とができた。 
これまでの調査から中学生の地域離れは、地域の子ども会の活動が小学６年生までで途

切れていることが原因の一つであることが分かった。中学校特有の教育方針として、小学

生のように親だよりではなく、学校側の思いが凄く強いのが中学生の生活ではあるが、最

近は中学生のなかにハードな学校生活でありながらも自分の別の興味に気付き、積極的に

地域社会やボランティアなど関わっていきたいという思いを抱く生徒も増えている。ジュ

ニアリーダーで活動するのも一つで、これまで自分が楽しかったことを地域や誰かのため

に行動したい、役に立てる自分になりたい、ボランティアをしたいと考えている。一方で、

生徒の中にはやりたいけれど学校のやるべき枠から外れたくなくて積極的に行動まではい

けない生徒もいる。そういう生徒をそこから出すためには、地域の根気強い誘いが必要で

ある。中学生全員が部活動や勉強に忙しいと思っているいるわけでもないため、情報を出

したり、学校と手を組んだりなどでアタックしてみると、何かをやってみたいと思ってい

る生徒が地域の中で見えてくると思う。 
中学生といってもひとまとめにはできない。興味あることや得意なことは多様であり、
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積極性にも違いがある。他の人を誘っても、楽しさを知らないと受けつけないと思われる。

イベントに参加した時に、楽しい企画で、自分もこういう楽しい雰囲気作りをこの人達と

一緒にやってみたい、自分も企画する側になりたいと思いジュニアリーダーに入ったとい

う意見を聞いた。自分で参加して、自分はこれが楽しい、やりたいとは思わないと誰かに

誘われただけではやろうという気にはなれない。 
地域活動の中で中高生は、大人との距離が遠いと感じることがある。大人は大人、子ど

もは子どもという考えではなく、イベントをする時に同じ目線に立ったり、一緒に雰囲気

を味わったり楽しんだりする中で、子どもも大人のしていることを見たり、大人も子ども

が感じていることを同じように感じたりすることが大変重要である。そんな中で繋がりを

確実に確保することが地域活性化に必要だろうと強く思う。 
祭りがある地域は、稽古で集まると子どもと大人が繋がって楽しい雰囲気がある。祭り

に限らず、小さい子どもから大人もお年寄りも触れあう機会をたくさん作るとよい。それ

が自分のコミュニティだという思いが生まれてくる。そうすると、小浜を離れても帰りや

すいと思う。 
中学生のアンケートでは、自分の住んでいる地域が好きとの回答がほとんどである。地

域行事に参加する生徒の割合は半数以上あり、楽しかった、人との繋がりや友達ができと

の感想が多かった。地域行事への参加のきっかけは、大人からの声かけや友人からの誘い

が多く、学校からの勧めは少数であった。地域で活動してみたいこととして、少数である

が行事を盛り上げたい、小浜の良いところをＰＲしてみたいとの回答がある。参加した地

域行事は伝統的なものが多く、毎年の習慣として参加し、そこでは人の繋がりを楽しんで

いる様子であった。 
上記の中学生の意見を踏まえて社会教育委員の会のまとめとしては、現在の若者は、地

域に住んでいても地域離れの傾向にあると思われがちだが、どの地域・集落にも少数であ

れ地域の活動に参画したい、もっと声を掛けてほしい、企画などの発想や行動に若者に期

待してほしいと考えている人は必ずいる。青年・高校生・中学生それぞれが地域に親しみ

を持ち、地域の活性化のための考えを持っていたり、協力できる分野を持っていたりする

ため、少数であっても声がかかり親や友達からのきっかけがあれば参加してくれるのでは

ないかと感じた。その各地域ともに少数派の貴重な若い人材を地域活動の中に盛り込み、

ともに考え協力して地域全体の活性化へとつなぐ意識改革は少しずつしか進まないとおも

うが、取り組む姿勢があれば今、その若者達がやがて青年や壮年となり、また、次の若者

へと呼びかけが広まっていく。年数の積み重ねが大事であり、一年一年の微々たる進展を

期待していくべきではないかと思う。今、この中学生の意見から取り組むべきことは、生

まれ育った地域の中で大人が近所の中学生や高校生に日頃から挨拶を含めた何気ない声掛

けに心掛け、気軽な繋がりが日常化できれば良いのではないかと思う。年齢ではなく地域

住民すべての繋がりを深める意識が必要だと今回の調査研究で関わりの持てた中学生から

教わったと受け止めている。 
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上記の中学生の意見を踏まえて社会教育委員の会のまとめとしては、現在の若者は、地

域に住んでいても地域離れの傾向にあると思われがちだが、どの地域・集落にも少数であ

れ地域の活動に参画したい、もっと声を掛けてほしい、企画などの発想や行動に若者に期

待してほしいと考えている人は必ずいる。青年・高校生・中学生それぞれが地域に親しみ

を持ち、地域の活性化のための考えを持っていたり、協力できる分野を持っていたりする

ため、少数であっても声がかかり親や友達からのきっかけがあれば参加してくれるのでは

ないかと感じた。その各地域ともに少数派の貴重な若い人材を地域活動の中に盛り込み、

ともに考え協力して地域全体の活性化へとつなぐ意識改革は少しずつしか進まないとおも

うが、取り組む姿勢があれば今、その若者達がやがて青年や壮年となり、また、次の若者

へと呼びかけが広まっていく。年数の積み重ねが大事であり、一年一年の微々たる進展を

期待していくべきではないかと思う。今、この中学生の意見から取り組むべきことは、生

まれ育った地域の中で大人が近所の中学生や高校生に日頃から挨拶を含めた何気ない声掛

けに心掛け、気軽な繋がりが日常化できれば良いのではないかと思う。年齢ではなく地域

住民すべての繋がりを深める意識が必要だと今回の調査研究で関わりの持てた中学生から

教わったと受け止めている。 

福福井井県県嶺嶺南南地地方方のの植植物物 ⅢⅢ 
 

福井県立若狭高等学校 教諭 武田 究 
 
○ ははじじめめにに 

1989年（平成元年）以来、継続して福井県内を中心に植物採集を行なってきた。採集を始めた頃と現在とで

は、福井県嶺南地方の植物の生育環境は大きく変化した。高速道路や大型施設の建設などの土地開発、そしてな

んといってもシカなどの食害によって、ほぼ姿を消してしまった植物も少なくない。そのような種については、

残った標本が、図らずも採集地でかつて生育していたことを裏付ける貴重な証拠となってしまった。 
 
とりまとめたデータのうち、本研究雑誌第53号、第54号に続いて、今回、種子植物双子葉植物合弁花類の一

部198種、単子葉植物295種、計493種（亜種、変種、品種含む）について紹介する。 
 

〇〇 植植物物標標本本のの採採集集概概要要・・管管理理方方法法ななどど 
採集した植物は、通し番を付し、科名、和名、学名、採集地、採集年月日、標高などをデータベース化した。 
 

〇〇 凡凡例例 
科の配列や学名・和名は、種子植物は佐竹義輔「日本の野生植物草本Ⅰ、Ⅲ、木本Ⅰ・Ⅱ」（平凡社）によった。

（ ）の数字は標本の通し番号である。 
 

被被子子植植物物

双双子子葉葉植植物物

合合弁弁花花類類 （本誌第54号からの続き）

ナス科

ケチョウセンアサガオ

美浜町岳山

クコ   
美浜町松原 若狭町杉山 高浜町稲島 難波江

イガホオズキ     
高浜町青葉山

ホオズキ    
おおい町染ヶ谷 名田庄大滝

ハシリドコロ     
敦賀市杉箸稲村ヶ岳 おおい町道木谷

アメリカイヌホオズキ     
小浜市小屋   

ワルナスビ    
若狭町あじさい団地

ヒヨドリジョウゴ    
敦賀市気比ノ松原 中池見 天筒山 岡山町 美浜町坂尻 若狭町梅丈ヶ岳 御

神島 烏辺島 常神燈台 横渡 三生野鏡山 天徳寺 堤 小浜市蒼島

西小川 岡津 おおい町小松谷 冠者島 高浜町鷹島 音海 青葉山

マルバノホロシ      
敦賀市野坂岳 若狭町気山

イヌホオズキ    
敦賀市天筒山 気比ノ松原 美浜町岳山 坂尻 天王山 若狭町河内梅ヶ原 梅

丈ヶ岳 水月湖畔 食見 堤 天徳寺 小浜市蒼島 西小川 久須夜岳

小浜水産高校 岡津 おおい町尾内 赤礁崎 冠者島 高浜町鷹島 音海

難波江 塩土

ハダカホオズキ  
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敦賀市天筒山 若狭町河内梅ヶ原 梅丈ヶ岳 御神島 常神燈台 常神

三生野鏡山 日笠 堤箱ヶ岳 高浜町音海 青葉山 六路谷

ゴマノハグサ科

ジキタリス   
若狭町雲谷山

マツラコゴメグサ    
トガクシコゴメグサ    

美浜町赤坂山

キクモ   
敦賀市樫曲 中池見 若狭町田井野 中山

マツバウンラン   
敦賀市野坂 若狭町武生 小浜市鯉川

アゼトウガラシ  
敦賀市樫曲 中池見 若狭町田井野 小浜市白石

ヒロハスズメノトウガラシ

 エダウチスズメノトウガラシ  
小浜市和多田

タケトアゼナ   
アメリカアゼナ    

敦賀市横浜 若狭町中山 小浜市奈湖

ムラサキサギゴケ   
敦賀市中池見 池ノ河内 天筒山 若狭町中山 おおい町八ヶ峰

ヤマサギゴケ    
敦賀市鉢伏山 刀根内中尾山 五幡山 美浜町赤坂山 若狭町向陽寺谷 おおい町

仁吾谷 染ヶ谷 尼来谷 川上 高浜町三国岳 青葉山

トキワハゼ    
若狭町中山 三生野鏡山

ウバママコナ      
敦賀市西方ヶ岳 小浜市百里ヶ岳

ミヤマママコナ   
敦賀市西方ヶ岳 乗鞍岳 美浜町赤坂山 若狭町雲谷山 小浜市多田岳 お

おい町三国岳 八ヶ峰 染ヶ谷 頭巾山

シロバナミヤマママコナ    
おおい町頭巾山

 ミゾホオズキ    
敦賀市刀根内中尾山 野坂岳 関井ノ口山 美浜町大谷山 屏風ヶ滝 若狭町北前川

三十三間山 梅丈ヶ岳 常神燈台 向陽寺谷 向笠峠 上野能登越

三生野鏡山 上黒田 神谷 日笠 堤箱ヶ岳 小浜市田烏大浜 多田ヶ岳 奥田

縄 深谷 おおい町仁吾谷 小松谷 一ツ谷 川上 父子 高浜町馬

居寺 三国岳

キリ    
敦賀市天筒山 美浜町天王山 若狭町世久見 小浜市蒼島 岡津 おおい町合子

谷谷 浦底大山 高浜町音海 上瀬

シオガマギク    
美浜町赤坂山

ヒナノウスツボ   
小浜市蘇洞門

ヒキヨモギ    
おおい町浦底大山
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敦賀市天筒山 若狭町河内梅ヶ原 梅丈ヶ岳 御神島 常神燈台 常神

三生野鏡山 日笠 堤箱ヶ岳 高浜町音海 青葉山 六路谷

ゴマノハグサ科

ジキタリス   
若狭町雲谷山

マツラコゴメグサ    
トガクシコゴメグサ    

美浜町赤坂山

キクモ   
敦賀市樫曲 中池見 若狭町田井野 中山

マツバウンラン   
敦賀市野坂 若狭町武生 小浜市鯉川

アゼトウガラシ  
敦賀市樫曲 中池見 若狭町田井野 小浜市白石

ヒロハスズメノトウガラシ

 エダウチスズメノトウガラシ  
小浜市和多田

タケトアゼナ   
アメリカアゼナ    

敦賀市横浜 若狭町中山 小浜市奈湖

ムラサキサギゴケ   
敦賀市中池見 池ノ河内 天筒山 若狭町中山 おおい町八ヶ峰

ヤマサギゴケ    
敦賀市鉢伏山 刀根内中尾山 五幡山 美浜町赤坂山 若狭町向陽寺谷 おおい町

仁吾谷 染ヶ谷 尼来谷 川上 高浜町三国岳 青葉山

トキワハゼ    
若狭町中山 三生野鏡山

ウバママコナ      
敦賀市西方ヶ岳 小浜市百里ヶ岳

ミヤマママコナ   
敦賀市西方ヶ岳 乗鞍岳 美浜町赤坂山 若狭町雲谷山 小浜市多田岳 お

おい町三国岳 八ヶ峰 染ヶ谷 頭巾山

シロバナミヤマママコナ    
おおい町頭巾山

 ミゾホオズキ    
敦賀市刀根内中尾山 野坂岳 関井ノ口山 美浜町大谷山 屏風ヶ滝 若狭町北前川

三十三間山 梅丈ヶ岳 常神燈台 向陽寺谷 向笠峠 上野能登越

三生野鏡山 上黒田 神谷 日笠 堤箱ヶ岳 小浜市田烏大浜 多田ヶ岳 奥田

縄 深谷 おおい町仁吾谷 小松谷 一ツ谷 川上 父子 高浜町馬

居寺 三国岳

キリ    
敦賀市天筒山 美浜町天王山 若狭町世久見 小浜市蒼島 岡津 おおい町合子

谷谷 浦底大山 高浜町音海 上瀬

シオガマギク    
美浜町赤坂山

ヒナノウスツボ   
小浜市蘇洞門

ヒキヨモギ    
おおい町浦底大山

オオヒキヨモギ    
敦賀市白木門ヶ崎 おおい町浦底大山   

ビロードモウズイカ     
若狭町堤井根山橋 小浜市若狭高校

タチイヌノフグリ   
敦賀市気比ノ松原 天筒山 美浜町岳山 坂尻 天王山 若狭町常神燈台 武生

小浜市堅海 おおい町冠者島 高浜町音海

フラサバソウ    
小浜市丸山 太良庄

ヒヨクソウ    
若狭町河内 おおい町一ツ谷

サンインクワガタ ニシノヤマクワガタ     
若狭町向陽寺谷 井ノ口 天徳寺 神谷 日笠 小浜市小屋 おおい町仁吾

谷 一ツ谷 棚野坂 頭巾山 野鹿谷 道木谷 川上

オオイヌノフグリ  
敦賀市中池見 美浜町岳山 坂尻 天王山 若狭町梅丈ヶ岳 常神燈台 小浜市

堅海 おおい町赤礁崎 高浜町音海 小黒飯 難波江

カワヂシャ   
若狭町玉置 上野木 小浜市竹原橋   

ノウゼンカズラ科

キササゲ

おおい町三国岳

キツネノマゴ科

シロバナキツネノマゴ

  キツネノマゴ   
敦賀市中池見 樫曲 美浜町岳山 坂尻 天王山 若狭町河内梅ヶ原 梅

丈岳 水月湖畔 常神燈台 中山 武生 天徳寺 井ノ口 杉山 堤 堤

箱ヶ岳 小浜市加茂 大谷 太良庄 奈胡 堅海 西小川 飯盛寺 岡

津 名田庄大滝 尾内 父子 高浜町畑 音海 上瀬 六路谷

ハグロソウ    
敦賀市刀根内中尾山 鉢伏山 美浜町天王山 浅ヶ瀬小塩谷 若狭町横渡 三十三間

山 杉山 小浜市大谷 飯盛山 高浜町音海 六路谷

ユキミバナ    
若狭町井ノ口 天徳寺

イワタバコ科

イワタバコ   
敦賀市黒河国有林 美浜町屏風ヶ滝 松屋大御影山 若狭町向陽寺谷 小浜市百里ヶ岳

奥田縄の滝 おおい町合子谷谷 野鹿谷

ハマウツボ科

ナンバンギセル     
若狭町中山  小浜市岡津  

ヤマウツボ

高浜町青葉山

タヌキモ科
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ミミカキグサ   
美浜町丹生

ホザキノミミカキグサ     
美浜町丹生 赤坂山  

イヌタヌキモ   
敦賀市池ノ河内 若狭町中山

ハエドクソウ科

ハエドクソウ  
敦賀市岩籠国有林 天筒山 鉢伏山 刀根内中尾山 美浜町浅ヶ瀬小塩谷 天王山

若狭町梅丈ヶ岳 横渡 北前川 向陽寺谷 三十三間山 向笠峠 武生

堤 小浜市太良庄 堅海 高浜町青葉山

オオバコ科

オオバコ   
敦賀市気比ノ松原 立石 中池見 天筒山 美浜町坂尻 若狭町天徳寺 おおい

町赤礁崎 高浜町音海

ヘラオオバコ  
敦賀市気比ノ松原 美浜町天王山 若狭町鳥浜 小浜市小浜水産高校 高浜町中寄

ツボミオオバコ    
敦賀市白木門ヶ崎 美浜町佐田 松原 おおい町赤礁崎 高浜町中寄   

スイカズラ科

コツクバネウツギ     
若狭町天徳寺

キバナツクバネウツギ     
敦賀市衣掛山 岩籠国有林 美浜町赤坂山 小浜市伏原後瀬山 飯盛山

ヒロハツクバネウツギ  
敦賀市西方ヶ岳 岩籠国有林 三足冨士 おおい町頭巾山 小浜市伏原後瀬山 飯盛山

ツクバネウツギ   
敦賀市鉢伏山 岩籠国有林 刀根内中尾山 天筒山 葦谷山 大蔵新山寺御山 白

木門ヶ崎 美浜町岳山 天王山 丹生 若狭町梅丈ヶ岳 御神島 世久見～塩坂越

常神燈台 三生野鏡山 堤箱ヶ岳 小浜市西小川 阿納 田烏大浜 堅海

児島 天ヶ城山 青井 伏原後瀬山 久須夜岳 おおい町三国岳 八ヶ峰

赤礁崎 浦底大山 高浜町青葉山 音海

ヤマウグイスカグラ   
若狭町常神燈台 小浜市児島 伏原後瀬山

ウグイスカグラ    
高浜町青葉山

スイカズラ   
敦賀市天筒山 美浜町天王山 洪水山 若狭町小川 常神神社 中山 河内

三生野鏡山 小浜市平野 上根来 岡津 おおい町尼来谷 高浜町青葉山 音

海

ヤマヒョウタンボク  
高浜町青葉山

ソクズ クサニワトコ      
敦賀市中池見 美浜町岳山 若狭町末野

ニワトコ    



13

ミミカキグサ   
美浜町丹生

ホザキノミミカキグサ     
美浜町丹生 赤坂山  

イヌタヌキモ   
敦賀市池ノ河内 若狭町中山

ハエドクソウ科

ハエドクソウ  
敦賀市岩籠国有林 天筒山 鉢伏山 刀根内中尾山 美浜町浅ヶ瀬小塩谷 天王山

若狭町梅丈ヶ岳 横渡 北前川 向陽寺谷 三十三間山 向笠峠 武生

堤 小浜市太良庄 堅海 高浜町青葉山

オオバコ科

オオバコ   
敦賀市気比ノ松原 立石 中池見 天筒山 美浜町坂尻 若狭町天徳寺 おおい

町赤礁崎 高浜町音海

ヘラオオバコ  
敦賀市気比ノ松原 美浜町天王山 若狭町鳥浜 小浜市小浜水産高校 高浜町中寄

ツボミオオバコ    
敦賀市白木門ヶ崎 美浜町佐田 松原 おおい町赤礁崎 高浜町中寄   

スイカズラ科

コツクバネウツギ     
若狭町天徳寺

キバナツクバネウツギ     
敦賀市衣掛山 岩籠国有林 美浜町赤坂山 小浜市伏原後瀬山 飯盛山

ヒロハツクバネウツギ  
敦賀市西方ヶ岳 岩籠国有林 三足冨士 おおい町頭巾山 小浜市伏原後瀬山 飯盛山

ツクバネウツギ   
敦賀市鉢伏山 岩籠国有林 刀根内中尾山 天筒山 葦谷山 大蔵新山寺御山 白

木門ヶ崎 美浜町岳山 天王山 丹生 若狭町梅丈ヶ岳 御神島 世久見～塩坂越

常神燈台 三生野鏡山 堤箱ヶ岳 小浜市西小川 阿納 田烏大浜 堅海

児島 天ヶ城山 青井 伏原後瀬山 久須夜岳 おおい町三国岳 八ヶ峰

赤礁崎 浦底大山 高浜町青葉山 音海

ヤマウグイスカグラ   
若狭町常神燈台 小浜市児島 伏原後瀬山

ウグイスカグラ    
高浜町青葉山

スイカズラ   
敦賀市天筒山 美浜町天王山 洪水山 若狭町小川 常神神社 中山 河内

三生野鏡山 小浜市平野 上根来 岡津 おおい町尼来谷 高浜町青葉山 音

海

ヤマヒョウタンボク  
高浜町青葉山

ソクズ クサニワトコ      
敦賀市中池見 美浜町岳山 若狭町末野

ニワトコ    

敦賀市五幡 杉箸稲村ヶ岳 刀根唐子山 刀根内中尾山 三方ヶ岳 天筒山 鉢伏

山 美浜町天王山 坂尻 屏風ヶ滝 城山 岳山 若狭町梅丈ヶ岳

食見 烏辺島 常神燈台 北前川谷 小浜市堅海 百里ヶ岳 おおい町仁吾谷

野鹿谷 高浜町音海 小黒飯 鷹島 青葉山

ガマズミ     
敦賀市鉢伏山 横浜 井川荒谷山 美浜町岳山 天王山 浅ヶ瀬小塩谷 大日開

拓地 若狭町常神燈台 中山 神子 小浜市上根来 奥田縄 須縄 堅海

児島 久須夜岳 池河内 平野 多田ヶ岳 おおい町名田庄出合 仁吾谷

高浜町音海 下 高野

コガマズミ ハコネガマズミ     
コバノガマズミ    

敦賀市岩籠国有林 鉢伏山 刀根内中尾山 乗鞍岳 天筒山 五幡山 大蔵深山寺

御山 莇生野秋葉山 美浜町天王山（ ）若狭町梅丈ヶ岳 能登野近江坂 水月湖畔

常神燈台 三十三間山 三生野 堤箱ヶ岳 小浜市須縄 平野 伏原後瀬山

青井 天ヶ城山 久須夜岳 おおい町名田庄木谷マタン 染ヶ谷 八ヶ峰

尼来谷 道木谷 浦底大山 高浜町子生 坂田 音海 青葉山

ムシカリ オオカメノキ     
敦賀市野坂岳 山葦谷山 刀根内中尾山 岩籠国有林 鉢伏山 池河内池谷山 三

方ヶ岳 奥麻生行市山 深坂越 乗鞍岳 西方ヶ岳 美浜町赤坂山 三国山

松屋大御影山 大谷山 若狭町三十三間山 雲谷山 熊川布袋岳 駒ヶ岳 千石山

小浜市百里ヶ岳 おおい町三国岳 杉尾坂 頭巾山 尼来谷

サンゴジュ    
若狭町常神

テマリバナ オオデマリ   
ヤブデマリ   

敦賀市黒河葦原山 野坂岳 美浜町赤坂山 大谷山 屏風ヶ滝 大日開拓地 若

狭町能登野 駒ヶ岳 小浜市池河内 与助谷山 多田ヶ岳 百里ヶ岳 おおい町

野田畑峠 八ヶ峰 染ヶ谷 仁吾谷 棚野坂 頭巾山 道木谷 川上 高

浜町三国岳

ケナシヤブデマリ  
敦賀市鉢伏山 刀根内中尾山 黒河国有林 越坂 関井ノ口山 井川荒谷山 池ノ

河内 岩籠国有林 若狭町向陽寺谷

ゴマギ    
若狭町食見 熊川布袋岳 小浜市久須夜岳 飯盛山 広域基幹林道若狭幹線 お

おい町宝尾

マルバゴマギ   
小浜市西相生

ミヤマシグレ  
敦賀市西方ヶ岳

ミヤマガマズミ  
敦賀市岩籠国有林 鉢伏山 野坂岳 山葦谷山 乗鞍岳 西方ヶ岳 大蔵深山

寺御山 天筒山 五幡山 美浜町松屋小御影山 天王山 赤坂山 若狭町梅丈

ヶ岳 能登野近江坂 御神島 雲谷山 向陽寺谷 常神燈台 堤箱ヶ岳 海士

坂鳶ヶ岳 末野 小浜市児島 伏原後瀬山 谷田部 須縄 天ヶ城山 平野

奥本保 遠敷端の高 おおい町八ヶ峰 染ヶ谷 合子谷谷 杉尾坂 棚野

坂 尼来谷 道木谷 浦底大山 川上新鞍林道 高浜町和田安土山 青葉山

オオミヤマガマズミ     
美浜町赤坂山

ハコネウツギ  
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美浜町丹生

ヤブウツギ  
美浜町丹生

タニウツギ    
敦賀市刀根内中尾山 鉢伏山 越坂 三足冨士 鳩原 野坂岳 黒河葦原山

黒河国有林 乗鞍岳 岩籠国有林 天筒山 美浜町松屋大御影山 岳山 坂尻

天王山 丹生 赤坂山 若狭町梅丈ヶ岳 常神燈台 中山 雲谷山 能登

野 向陽寺谷 相田 三生野鏡山 武生 脇袋 駒ヶ岳 堤箱ヶ岳 井ノ

口 小浜市堅海 久須夜岳 多田ヶ岳 上根来与助谷山 青井 岡津 鯉川

おおい町八ヶ峰 染ヶ谷 仁吾谷 尼来谷 道木谷 浦底大山 高浜町

三国岳 音海 青葉山

シロバナウツギ  
敦賀市沓見 越坂 美浜町丹生 天王山 若狭町梅丈ヶ岳 能登野 小浜市久須

夜岳 高浜町宮尾

レンプクソウ科

レンプクソウ     
小浜市口田縄

オミナエシ科

オオキンレイカ   
高浜町青葉山

オトコエシ   
敦賀市刀根 鉢伏山 刀根内中尾山 樫曲 中池見 五幡山 天筒山 越坂

野坂岳 美浜町松屋大御影山 岳山 坂尻 天王山 若狭町河内梅ヶ原

梅丈ヶ岳 北前川 向陽寺谷 白屋 海士坂 小浜市池河内 百里ヶ岳 太良

庄 堅海 西小川 久須夜岳 丸山 天ヶ城山 西相生 飯盛山 岡津

おおい町八ヶ峰 小松谷 仁吾谷 染ヶ谷 合子谷谷 名田庄大滝 名田

庄中野 野鹿谷 福谷坂峠 父子 高浜町三国岳 難波江 音海 神野

浦 上瀬 青葉山 六路谷

× オトコオミナエシ     
高浜町小黒飯 山中

ツルカノコソウ     
敦賀市池河内 美浜町寄積 天王山 若狭町烏辺島 世久見～塩坂越 食見 常

神半島 能登野 向陽寺谷 小浜市西小川 久須夜岳 小屋 広域基幹林道若狭幹線

矢代 阿納 百里ヶ岳 青井 おおい町染ヶ谷 名田庄虫谷 一ツ谷

頭巾山 川上 父子 川上新鞍林道 浦底大山 高浜町子生 三国岳 上瀬

音海 鎌倉 青葉山

ノヂシャ   
敦賀市野坂 美浜町坂尻 若狭町武生 天徳寺 小浜市北川河川敷 おおい町川

上

マツムシソウ科

ナベナ    
おおい町名田庄口坂本

キキョウ科

ソバナ    
美浜町松屋大御影山 おおい町頭巾山

ツリガネニンジン  
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美浜町丹生

ヤブウツギ  
美浜町丹生

タニウツギ    
敦賀市刀根内中尾山 鉢伏山 越坂 三足冨士 鳩原 野坂岳 黒河葦原山

黒河国有林 乗鞍岳 岩籠国有林 天筒山 美浜町松屋大御影山 岳山 坂尻

天王山 丹生 赤坂山 若狭町梅丈ヶ岳 常神燈台 中山 雲谷山 能登

野 向陽寺谷 相田 三生野鏡山 武生 脇袋 駒ヶ岳 堤箱ヶ岳 井ノ

口 小浜市堅海 久須夜岳 多田ヶ岳 上根来与助谷山 青井 岡津 鯉川

おおい町八ヶ峰 染ヶ谷 仁吾谷 尼来谷 道木谷 浦底大山 高浜町

三国岳 音海 青葉山

シロバナウツギ  
敦賀市沓見 越坂 美浜町丹生 天王山 若狭町梅丈ヶ岳 能登野 小浜市久須

夜岳 高浜町宮尾

レンプクソウ科

レンプクソウ     
小浜市口田縄

オミナエシ科

オオキンレイカ   
高浜町青葉山

オトコエシ   
敦賀市刀根 鉢伏山 刀根内中尾山 樫曲 中池見 五幡山 天筒山 越坂

野坂岳 美浜町松屋大御影山 岳山 坂尻 天王山 若狭町河内梅ヶ原

梅丈ヶ岳 北前川 向陽寺谷 白屋 海士坂 小浜市池河内 百里ヶ岳 太良

庄 堅海 西小川 久須夜岳 丸山 天ヶ城山 西相生 飯盛山 岡津

おおい町八ヶ峰 小松谷 仁吾谷 染ヶ谷 合子谷谷 名田庄大滝 名田

庄中野 野鹿谷 福谷坂峠 父子 高浜町三国岳 難波江 音海 神野

浦 上瀬 青葉山 六路谷

× オトコオミナエシ     
高浜町小黒飯 山中

ツルカノコソウ     
敦賀市池河内 美浜町寄積 天王山 若狭町烏辺島 世久見～塩坂越 食見 常

神半島 能登野 向陽寺谷 小浜市西小川 久須夜岳 小屋 広域基幹林道若狭幹線

矢代 阿納 百里ヶ岳 青井 おおい町染ヶ谷 名田庄虫谷 一ツ谷

頭巾山 川上 父子 川上新鞍林道 浦底大山 高浜町子生 三国岳 上瀬

音海 鎌倉 青葉山

ノヂシャ   
敦賀市野坂 美浜町坂尻 若狭町武生 天徳寺 小浜市北川河川敷 おおい町川

上

マツムシソウ科

ナベナ    
おおい町名田庄口坂本

キキョウ科

ソバナ    
美浜町松屋大御影山 おおい町頭巾山

ツリガネニンジン  

敦賀市気比ノ松原 白木門ヶ崎 白木 立石 中池見 深坂越 樫曲 岩籠国有林

堂 山泉宮山 野坂岳 美浜町竹波 坂尻 岳山 久々子湖畔 新庄

若狭町御神島 向笠峠 おおい町八ヶ峰 赤礁崎 浦底大山 高浜町神野

子生

ホタルブクロ     
敦賀市赤崎 江良 杉津 横浜 天筒山 美浜町岳山 坂尻 天王山

若狭町御神島 世久見 世久津田井島 梅丈ヶ岳 天徳寺 小浜市田烏大浜 堅

海 児島 中ノ畑 深谷 岡津 おおい町赤礁崎 高浜町青葉山 音海

三国岳

ツルニンジン  
敦賀市深坂越 野坂岳 小浜市多田ヶ岳 百里ヶ岳

ミゾカクシ    
敦賀市中池見 若狭町中山 東黒田 小浜市遠敷 白石 小浜 おおい町浦底

高浜町難波江

サワギキョウ     
敦賀市池ノ河内

タニギキョウ  
敦賀市刀根内中尾山 黒河国有林 黒河葦原山 乗鞍岳 鉢伏山 奥麻生 杉箸～

池ノ河内 天筒山 五幡鵜之屎 美浜町天王山 松屋小御影山 大日開拓地 若狭

町梅丈ヶ岳 食見 能登野近江坂 世久見～塩坂越 海士坂鳶ヶ岳 三生野鏡山 駒

ヶ岳 天徳寺 小浜市久須夜岳 矢代 多田ヶ岳 太興寺 池河内 百里ヶ

岳 奥本保 おおい町染ヶ谷 名田庄虫谷 尼来谷 道木谷 野鹿谷 川上

新鞍林道 宝尾 高浜町子生 音海

キキョウ    
敦賀市白木門ヶ崎 赤礁崎

キキョウソウ   
おおい町一ツ谷

キク科

セイヨウノコギリソウ     
敦賀市白木門ヶ崎

ノブキ      
敦賀市鉢伏山 高浜町青葉山

ヌマダイコン    
小浜市田烏大浜 西勢黒駒神社

キッコウハグマ   
美浜町屏風ヶ滝 小浜市三番滝 大沢寺 奈胡 おおい町野鹿谷

ブタクサ  
敦賀市鉢伏山 刀根 美浜町日向湖畔 若狭町東黒田 武生 小浜市岡津

高浜町難波江 六路谷

オオブタクサ クワモドキ      
小浜市岡津      

ニシヨモギ     
敦賀市横浜 美浜町竹波

ヨモギ     
敦賀市池河内 気比ノ松原 白木 立石 中池見 天筒山 野坂岳 美浜町丹生

天王山 坂尻 松原 岳山 若狭町御神島 常神 水月湖 中山

梅丈ヶ岳 東黒田 北前川 熊川 杉山 堤 武生 天徳寺 小浜市西小

川 堅海 和多田 後瀬山 飯盛寺 上加斗 岡津 蒼島 おおい町尾内

冠者島 大山 赤礁崎 父子 八ヶ峰 染ヶ谷 合子谷谷 大滝
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高浜町安土山 畑 塩土 難波江 音海 上瀬

シロヨメナ     
敦賀市乗鞍岳 おおい町合子谷谷

ケシロヨメナ 美浜町岳山 お

おい町堀越峠 高浜町神野浦 青葉山

イナカギク     
おおい町八ヶ峰

ノコンギク    
敦賀市刀根 若狭町北前川 三生野鏡山

シラヤマギク   
若狭町気山

ヒロハホウキギク    
美浜町岳山 小浜市小屋 西勢

ホウキギク     
美浜町日向湖畔 久々子湖畔 若狭町気山 東黒田 小浜市大沢寺 岡津

ユウガギク   
敦賀市池ノ河内 中池見                                                 

ヨメナ   
敦賀市樫曲 中池見 若狭町武生 小浜市伏原後瀬山   

アメリカセンダングサ      
敦賀市衣掛山 若狭町東黒田 玉置 小浜市加茂 大谷 太良庄 和多田

岡津

コセンダングサ   
敦賀市杉津 若狭町上野木 小浜市岡津

モミジガサ     
高浜町青葉山

ヤブタバコ       
高浜町上瀬  

コヤブタバコ     
若狭町北前川 海士坂 小浜市青井

ガンクビソウ       
若狭町向陽寺谷

サジガンクビソウ  
敦賀市五幡山 西方ヶ岳 高浜町青葉山

ヒメガンクビソウ   
おおい町染ヶ谷 合子谷谷

トキンソウ   
若狭町東黒田

ノアザミ   
敦賀市白木門ヶ崎 中池見 美浜町浅ヶ瀬小塩谷 岳山 天王山 若狭町中山 気

山 駒ヶ岳 小浜市奥田縄 岡津 鯉川 おおい町赤礁崎 浦底大山 高浜

町音海

シロバナノアザミ    
若狭町気山

ナガエノアザミ  
敦賀市樫曲 美浜町赤坂山 おおい町小松谷 一ツ谷 野鹿谷 浦底大山

ホッコクアザミ   
敦賀市池ノ河内

アズマヤマアザミ  
エチゼンアザミ     
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高浜町安土山 畑 塩土 難波江 音海 上瀬

シロヨメナ     
敦賀市乗鞍岳 おおい町合子谷谷

ケシロヨメナ 美浜町岳山 お

おい町堀越峠 高浜町神野浦 青葉山

イナカギク     
おおい町八ヶ峰

ノコンギク    
敦賀市刀根 若狭町北前川 三生野鏡山

シラヤマギク   
若狭町気山

ヒロハホウキギク    
美浜町岳山 小浜市小屋 西勢

ホウキギク     
美浜町日向湖畔 久々子湖畔 若狭町気山 東黒田 小浜市大沢寺 岡津

ユウガギク   
敦賀市池ノ河内 中池見                                                 

ヨメナ   
敦賀市樫曲 中池見 若狭町武生 小浜市伏原後瀬山   

アメリカセンダングサ      
敦賀市衣掛山 若狭町東黒田 玉置 小浜市加茂 大谷 太良庄 和多田

岡津

コセンダングサ   
敦賀市杉津 若狭町上野木 小浜市岡津

モミジガサ     
高浜町青葉山

ヤブタバコ       
高浜町上瀬  

コヤブタバコ     
若狭町北前川 海士坂 小浜市青井

ガンクビソウ       
若狭町向陽寺谷

サジガンクビソウ  
敦賀市五幡山 西方ヶ岳 高浜町青葉山

ヒメガンクビソウ   
おおい町染ヶ谷 合子谷谷

トキンソウ   
若狭町東黒田

ノアザミ   
敦賀市白木門ヶ崎 中池見 美浜町浅ヶ瀬小塩谷 岳山 天王山 若狭町中山 気

山 駒ヶ岳 小浜市奥田縄 岡津 鯉川 おおい町赤礁崎 浦底大山 高浜

町音海

シロバナノアザミ    
若狭町気山

ナガエノアザミ  
敦賀市樫曲 美浜町赤坂山 おおい町小松谷 一ツ谷 野鹿谷 浦底大山

ホッコクアザミ   
敦賀市池ノ河内

アズマヤマアザミ  
エチゼンアザミ     

高浜町青葉山

マアザミ（キセルアザミ）     
敦賀市池ノ河内 中池見

オオキンケイギク     
若狭町上野木 高浜町中寄

コスモス    
美浜町坂尻

ベニバナボロギク   
敦賀市白木門ヶ崎 立石 深坂越 刀根内中尾山 衣掛山 天筒山 美浜町岳山

坂尻 天王山 屏風ヶ滝 浅ヶ瀬小塩谷 若狭町梅丈ヶ岳 御神島 三十三

間山 水月湖畔 中山 白屋 海士坂 三生野鏡山 河内 堤 堤箱ヶ岳

井ノ口 天徳寺 小浜市加茂 大谷 須縄 伏原後瀬山 堅海

久須夜岳 飯盛山 岡津 おおい町小松谷 八ヶ峰 染ヶ谷 仁吾谷 棚野

坂 堀越峠 一ツ谷 名田庄大滝 片又谷 高浜町音海 難波江 小黒飯

青葉山 六路谷

キクタニギク     
若狭町海士坂 小浜市小屋

リュウノウギク 
ワカサハマギク  

美浜町坂尻 若狭町常神 水月湖畔 おおい町赤礁崎 高浜町青葉山

アメリカタカサブロウ   
敦賀市五幡 江良 横浜 美浜町坂尻 若狭町中山 世久津 熊川 武生

小浜市堅海 西小川 西勢 蒼島 おおい町赤礁崎 高浜町音海 東三

松

タカサブロウ  
小浜市岡津 高浜町難波江

ダンドボロギク  
敦賀市乗鞍岳 黒河国有林 気比ノ松原 白木門ヶ崎 中池見 深坂越 刀根内中尾

山 衣掛山 天筒山 野坂岳 美浜町松屋 松屋大御影山 浅ヶ瀬小塩谷

岳山 日向湖畔 坂尻 天王山 若狭町気山 河内梅ヶ原 梅丈ヶ岳

御神島 常神燈台 烏辺島 北前川 向陽寺谷 三十三間山 上野能登越

東黒田 白屋 海士坂 三生野鏡山 向笠峠 井ノ口 天徳寺

神谷 堤 堤箱ヶ岳 小浜市加茂 大谷 大沢寺 太良庄 池河内 多

田ヶ岳 西相生 下田 西小川 久須夜岳 伏原後瀬山 飯盛山 蒼島

岡津 おおい町小松谷 八ヶ峰 仁吾谷 染ヶ谷 合子谷谷 棚野坂 片又

谷 浦底大山 赤礁崎 冠者島 高浜町馬居寺 小黒飯 音海 上瀬

青葉山 六路谷

ヒメムカシヨモギ   
敦賀市五幡 横浜 中池見 美浜町岳山 坂尻 天王山 若狭町東黒田 天

徳寺 堤 小浜市加茂 堅海 上加斗 岡津 おおい町名田庄口坂本 高

浜町東三松

ハルジョオン      
敦賀市中池見 天筒山 美浜町岳山 若狭町梅丈ヶ岳 駒ヶ岳

オオアレチノギク   
敦賀市江良 横浜 天筒山 衣掛山 野坂岳 気比ノ松原 白木門ヶ崎 中池見

美浜町坂尻 天王山 岳山 丹生 松原 若狭町中山 梅丈ヶ岳 御神

島 烏辺島 水月湖畔 常神燈台 北前川 武生 堤 上黒田 天徳寺

小浜市堅海 児島 西小川 伏原後瀬山 西勢 飯盛寺 蒼島 岡津

おおい町名田庄大滝 尾内 赤礁崎 冠者島 父子 高浜町宮崎 塩土

畑 鷹島 中寄 東三松 音海
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オオヒヨドリバナ 
（ ヒヨドリバナ）  
敦賀市刀根 黒河国有林 鉢伏山 衣掛山 美浜町松屋大御影山 若狭町気山

北前川 向陽寺谷 向笠峠 白屋 三生野鏡山 小浜市大谷 大沢寺

加茂 太良庄 奈胡 青井 おおい町染ヶ谷 合子谷谷 片又谷

福谷坂峠 高浜町神野浦 山中 青葉山 六路谷

  ヨツバヒヨドリ     
    （ ヨツバヒヨドリ

敦賀市刀根内中尾山 鉢伏山 おおい町名田庄中野

サワヒヨドリ      
敦賀市樫曲 池ノ河内 中池見 美浜町丹生 竹波 若狭町中山 , 田

井野 小浜市加茂 奈胡 おおい町父子 高浜町神野浦

ツワブキ    
敦賀市白木門ヶ崎 美浜町岳山 小浜市宇久 伏原後瀬山 おおい町赤礁崎

ハキダメギク       
敦賀市堂 小浜市若狭 高浜町神野 上瀬

ハハコグサ    
敦賀市中池見 若狭町中山 気山 おおい町赤礁崎

チチコグサ    
敦賀市気比ノ松原 中池見 天筒山 美浜町岳山 天王山 松原 若狭町梅丈ヶ岳

常神燈台 小浜市加斗 おおい町赤礁崎

チチコグサモドキ    
敦賀市五幡 気比ノ松原 猪ヶ池 白木 美浜町松原 小浜市田烏大浜

ウスベニチチコグサ  
小浜市小浜水産高校

ウラジロチチコグサ    
若狭町世久見 おおい町赤礁崎

ハマベノギク   敦賀市白木門ヶ崎

立石 美浜町竹波 若狭町御神島 烏辺島 おおい町赤礁崎 大浜

高浜町鷹島 稲島

ブタナ   
敦賀市気比ノ松原 白木門ヶ崎 猪ヶ池 天筒山 中池見 若狭町堤箱ヶ岳 小浜市

堅海 岡津 おおい町赤礁崎 浦底大山

カセンソウ    
おおい町大島半島

オオジシバリ    
敦賀市中池見 越坂 美浜町岳山 坂尻 若狭町御神島 常神燈台 中山 天

徳寺 武生 小浜市堅海 児島 岡津 おおい町名田庄染ヶ谷 赤礁崎

大島半島 高浜町音海

ニガナ  
敦賀市岩籠国有林 黒河国有林 黒河葦原山 乗鞍岳 鉢伏山 気比ノ松原 白木門

ヶ崎 西方ヶ岳 蠑螺ヶ岳 中池見 天筒山 堂 山泉宮山 野坂岳 山

中東ヶ谷山 美浜町岳山 天王山 丹生 赤坂山 松屋小御影山 浅ヶ瀬小塩谷

大日開拓地 若狭町雲谷山 三十三間山 上野能登越 梅丈ヶ岳 常神燈台

中山 相田 東黒田大倉見山 堤箱ヶ岳 天徳寺 小浜市百里ヶ岳 広域

基幹林道若狭幹線 伏原後瀬山 天ヶ城山 鯉川 おおい町仁吾谷 八ヶ峰 頭巾

山 片又谷 父子 浦底大山 高浜町青葉山 音海 下

シロバナハナニガナ

敦賀市天筒山 気比ノ松原 鉢伏山 美浜町天王山 若狭町雲谷山

ハナニガナ オオバナニガナ    
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オオヒヨドリバナ 
（ ヒヨドリバナ）  
敦賀市刀根 黒河国有林 鉢伏山 衣掛山 美浜町松屋大御影山 若狭町気山

北前川 向陽寺谷 向笠峠 白屋 三生野鏡山 小浜市大谷 大沢寺

加茂 太良庄 奈胡 青井 おおい町染ヶ谷 合子谷谷 片又谷

福谷坂峠 高浜町神野浦 山中 青葉山 六路谷

  ヨツバヒヨドリ     
    （ ヨツバヒヨドリ

敦賀市刀根内中尾山 鉢伏山 おおい町名田庄中野

サワヒヨドリ      
敦賀市樫曲 池ノ河内 中池見 美浜町丹生 竹波 若狭町中山 , 田

井野 小浜市加茂 奈胡 おおい町父子 高浜町神野浦

ツワブキ    
敦賀市白木門ヶ崎 美浜町岳山 小浜市宇久 伏原後瀬山 おおい町赤礁崎

ハキダメギク       
敦賀市堂 小浜市若狭 高浜町神野 上瀬

ハハコグサ    
敦賀市中池見 若狭町中山 気山 おおい町赤礁崎

チチコグサ    
敦賀市気比ノ松原 中池見 天筒山 美浜町岳山 天王山 松原 若狭町梅丈ヶ岳

常神燈台 小浜市加斗 おおい町赤礁崎

チチコグサモドキ    
敦賀市五幡 気比ノ松原 猪ヶ池 白木 美浜町松原 小浜市田烏大浜

ウスベニチチコグサ  
小浜市小浜水産高校

ウラジロチチコグサ    
若狭町世久見 おおい町赤礁崎

ハマベノギク   敦賀市白木門ヶ崎

立石 美浜町竹波 若狭町御神島 烏辺島 おおい町赤礁崎 大浜

高浜町鷹島 稲島

ブタナ   
敦賀市気比ノ松原 白木門ヶ崎 猪ヶ池 天筒山 中池見 若狭町堤箱ヶ岳 小浜市

堅海 岡津 おおい町赤礁崎 浦底大山

カセンソウ    
おおい町大島半島

オオジシバリ    
敦賀市中池見 越坂 美浜町岳山 坂尻 若狭町御神島 常神燈台 中山 天

徳寺 武生 小浜市堅海 児島 岡津 おおい町名田庄染ヶ谷 赤礁崎

大島半島 高浜町音海

ニガナ  
敦賀市岩籠国有林 黒河国有林 黒河葦原山 乗鞍岳 鉢伏山 気比ノ松原 白木門

ヶ崎 西方ヶ岳 蠑螺ヶ岳 中池見 天筒山 堂 山泉宮山 野坂岳 山

中東ヶ谷山 美浜町岳山 天王山 丹生 赤坂山 松屋小御影山 浅ヶ瀬小塩谷

大日開拓地 若狭町雲谷山 三十三間山 上野能登越 梅丈ヶ岳 常神燈台

中山 相田 東黒田大倉見山 堤箱ヶ岳 天徳寺 小浜市百里ヶ岳 広域

基幹林道若狭幹線 伏原後瀬山 天ヶ城山 鯉川 おおい町仁吾谷 八ヶ峰 頭巾

山 片又谷 父子 浦底大山 高浜町青葉山 音海 下

シロバナハナニガナ

敦賀市天筒山 気比ノ松原 鉢伏山 美浜町天王山 若狭町雲谷山

ハナニガナ オオバナニガナ    

敦賀市黒河国有林 岩籠国有林 鉢伏山 井川荒谷山 山中東ヶ谷山 莇生野秋葉山

野坂岳 関井ノ口山 気比ノ松原 三足冨士 天筒山 刀根内中尾山 乗鞍岳

西方ヶ岳 美浜町岳山 天王山 丹生 赤坂山 浅ヶ瀬小塩谷 大日開拓地

松屋小御影山 若狭町梅丈ヶ岳 常神燈台 中山 雲谷山 向陽寺谷 三十

三間山 駒ヶ岳 井ノ口 天徳寺 小浜市池河内 百里ヶ岳 奥田縄 伏原

後瀬山 岡津 おおい町三国岳 仁吾谷 八ヶ峰 片又谷 高浜町三国岳 青

葉山 下

ハイニガナ  
美浜町大日開拓地

ハマニガナ   
敦賀市横浜 五幡 江良 美浜町丹生 和田 小浜市小浜水産高校 鯉川

おおい町大島半島 高浜町中寄 東三松

イワニガナ（ジシバリ）  
敦賀市黒河国有林 天筒山 美浜町天王山 若狭町三生野鏡山 小浜市田烏大浜

百里ヶ岳 青井 おおい町仁吾谷 片又谷 道木谷

アキノノゲシ    
敦賀市刀根 池ノ河内 横浜 江良 気比ノ松原 白木門ヶ崎 中池見 田尻

天筒山 堂 山泉宮山 美浜町岳山 坂尻 松原 若狭町水月湖畔

中山 東黒田 堤 熊川 小浜市大沢寺 加茂 太良庄 堅海

伏原後瀬山 和多田 飯盛寺 岡津 おおい町浦底大山 高浜町塩土 難波江

ホソバアキノノゲシ   
敦賀市中池見

ヤマニガナ    
敦賀市天筒山 鉢伏山 若狭町梅丈ヶ岳 中山 高浜町青葉山

ムラサキニガナ   
敦賀市鉢伏山 衣掛山 天筒山 刀根内中尾山 美浜町天王山 屏風ヶ滝 若狭

町梅丈ヶ岳 向陽寺谷 上野能登越 三十三間山 向笠峠 堤 小浜市堅海

おおい町野鹿谷 冠者島 高浜町青葉山 上瀬 音海 六路谷

ケムラサキニガナ    
敦賀市鉢伏山 美浜町屏風ヶ滝 若狭町杉山

コオニタビラコ     
高浜町音海

ヤブタビラコ  
美浜町岳山 天王山 若狭町常神燈台 向陽寺谷 武生 堤箱ヶ岳 おおい町父子

フランスギク    
敦賀市中池見 美浜町岳山 若狭町中山

センボンヤリ   
敦賀市白木門ヶ崎 立石 天筒山 大蔵深山寺御山 野坂岳 美浜町岳山 若狭町

雲谷山 常神燈台 天徳寺 おおい町赤礁崎 高浜町青葉山

ハンカイソウ    
小浜市田烏大浜

ミヤマヨメナ     
敦賀市西方ヶ岳 蠑螺ヶ岳 若狭町三十三間山 天徳寺 小浜市久須夜岳 おおい

町小松谷 八ヶ峰

ナガバノコウヤボウキ     
若狭町梅丈ヶ岳 常神燈台 高浜町青葉山

クルマバハグマ    
敦賀市刀根内中尾山 西方ヶ岳 鉢伏山 小浜市百里ヶ岳 おおい町染ヶ谷
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カシワバハグマ  
敦賀市天筒山

コウヤボウキ     
敦賀市岩籠国有林 天筒山 衣掛山 五幡山 莇生野秋葉山 白木門ヶ崎 西方ヶ

岳 美浜町天王山 城山 飯切山 若狭町雲谷山 梅丈ヶ岳 食見音羽山 水

月湖畔 常神燈台 御神島 若狭広域林道 堤箱ヶ岳 下吉田須上坂 小浜市太

良庄 奈胡 児島 伏原後瀬山 青井 多田ヶ岳 おおい町八ヶ峰 赤礁崎

高浜町三国岳 青葉山

フキ      
敦賀市杉箸稲村ヶ岳 美浜町岳山 坂尻 若狭町烏辺島 堤 天徳寺 小浜市

百里ヶ岳 おおい町頭巾山 高浜町音海 小黒飯

コウゾリナ    
敦賀市中池見 天筒山 美浜町岳山 天王山 若狭町常神燈台 梅丈ヶ岳 気山

駒ヶ岳   小浜市岡津             
オオニガナ     

敦賀市池ノ河内 中池見 若狭町中山

シュウブンソウ   
若狭町杉山 小浜市小屋 飯盛山 上加斗 おおい町八ヶ峰 染ヶ谷 仁吾谷

合子谷谷 一ツ谷 野鹿谷 名田庄棚橋 片又谷 六路谷

サワギク   
敦賀市鉢伏山 美浜町赤坂山 若狭町向陽寺谷 上野能登越 おおい町小松谷

サワオグルマ  
敦賀市池ノ河内 中池見 鳩原 市橋 野坂岳 野坂 若狭町中山

ノボロギク  
美浜町坂尻 水月湖畔 若狭町天徳寺 おおい町赤礁崎

タムラソウ     
敦賀市白木門ヶ崎 白木 立石 高浜町釈迦浜 六路谷

コメナモミ    
敦賀市杉津 刀根 美浜町岳山 若狭町武生 小浜市大谷 奈胡 堅海

小屋 伏原後瀬山 飯盛寺 上加斗 岡津 おおい町名田庄中野 八ヶ峰

小松谷 名田庄棚橋 野鹿谷 父子 高浜町畑 青葉山 三国岳

メナモミ    
敦賀市木ノ芽峠 野坂岳 美浜町坂尻 若狭町管湖畔 武生 堤  小浜市丸山

新道 おおい町小松谷 名田庄中野

セイタカアワダチソウ   
敦賀市池ノ河内 横浜 気比ノ松原 白木門ヶ崎 中池見 深坂越 岩籠国有林

衣掛山 山泉宮山 天筒山 美浜町坂尻 天王山 丹生 松原 岳山

久々子湖畔 若狭町水月湖畔 中山 東黒田 天徳寺 海士坂 杉山

堤 下吉田須上坂 河内 熊川 上黒田 玉置 小浜市加茂 奈胡

堅海 児島 小屋 和多田 丸山 勢峠 飯盛寺 上加斗 岡津

おおい町名田庄老左近 名田庄棚橋 尾内 赤礁崎 父子 浦底大山

高浜町安土山 塩土 六路谷 畑 音海

オオアワダチソウ     
小浜市田烏

アキノキリンソウ     
敦賀市西方ヶ岳 岩籠国有林 莇生野秋葉山 気比ノ松原 白木門ヶ崎 立石 野坂

岳 美浜町岳山 屏風ヶ滝 天王山 丹生 若狭町梅丈ヶ岳 食見音羽山

御神島 雲谷山 水月湖畔 常神燈台 中山 海士坂 小浜市百里ヶ岳 奈胡

青井 伏原後瀬山 丸山 おおい町染ヶ谷 八ヶ峰 合子谷谷 堀越峠

一ツ谷 頭巾山 赤礁崎 浦底大山 高浜町音海 青葉山
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カシワバハグマ  
敦賀市天筒山

コウヤボウキ     
敦賀市岩籠国有林 天筒山 衣掛山 五幡山 莇生野秋葉山 白木門ヶ崎 西方ヶ

岳 美浜町天王山 城山 飯切山 若狭町雲谷山 梅丈ヶ岳 食見音羽山 水

月湖畔 常神燈台 御神島 若狭広域林道 堤箱ヶ岳 下吉田須上坂 小浜市太

良庄 奈胡 児島 伏原後瀬山 青井 多田ヶ岳 おおい町八ヶ峰 赤礁崎

高浜町三国岳 青葉山

フキ      
敦賀市杉箸稲村ヶ岳 美浜町岳山 坂尻 若狭町烏辺島 堤 天徳寺 小浜市

百里ヶ岳 おおい町頭巾山 高浜町音海 小黒飯

コウゾリナ    
敦賀市中池見 天筒山 美浜町岳山 天王山 若狭町常神燈台 梅丈ヶ岳 気山

駒ヶ岳   小浜市岡津             
オオニガナ     

敦賀市池ノ河内 中池見 若狭町中山

シュウブンソウ   
若狭町杉山 小浜市小屋 飯盛山 上加斗 おおい町八ヶ峰 染ヶ谷 仁吾谷

合子谷谷 一ツ谷 野鹿谷 名田庄棚橋 片又谷 六路谷

サワギク   
敦賀市鉢伏山 美浜町赤坂山 若狭町向陽寺谷 上野能登越 おおい町小松谷

サワオグルマ  
敦賀市池ノ河内 中池見 鳩原 市橋 野坂岳 野坂 若狭町中山

ノボロギク  
美浜町坂尻 水月湖畔 若狭町天徳寺 おおい町赤礁崎

タムラソウ     
敦賀市白木門ヶ崎 白木 立石 高浜町釈迦浜 六路谷

コメナモミ    
敦賀市杉津 刀根 美浜町岳山 若狭町武生 小浜市大谷 奈胡 堅海

小屋 伏原後瀬山 飯盛寺 上加斗 岡津 おおい町名田庄中野 八ヶ峰

小松谷 名田庄棚橋 野鹿谷 父子 高浜町畑 青葉山 三国岳

メナモミ    
敦賀市木ノ芽峠 野坂岳 美浜町坂尻 若狭町管湖畔 武生 堤  小浜市丸山

新道 おおい町小松谷 名田庄中野

セイタカアワダチソウ   
敦賀市池ノ河内 横浜 気比ノ松原 白木門ヶ崎 中池見 深坂越 岩籠国有林

衣掛山 山泉宮山 天筒山 美浜町坂尻 天王山 丹生 松原 岳山

久々子湖畔 若狭町水月湖畔 中山 東黒田 天徳寺 海士坂 杉山

堤 下吉田須上坂 河内 熊川 上黒田 玉置 小浜市加茂 奈胡

堅海 児島 小屋 和多田 丸山 勢峠 飯盛寺 上加斗 岡津

おおい町名田庄老左近 名田庄棚橋 尾内 赤礁崎 父子 浦底大山

高浜町安土山 塩土 六路谷 畑 音海

オオアワダチソウ     
小浜市田烏

アキノキリンソウ     
敦賀市西方ヶ岳 岩籠国有林 莇生野秋葉山 気比ノ松原 白木門ヶ崎 立石 野坂

岳 美浜町岳山 屏風ヶ滝 天王山 丹生 若狭町梅丈ヶ岳 食見音羽山

御神島 雲谷山 水月湖畔 常神燈台 中山 海士坂 小浜市百里ヶ岳 奈胡

青井 伏原後瀬山 丸山 おおい町染ヶ谷 八ヶ峰 合子谷谷 堀越峠

一ツ谷 頭巾山 赤礁崎 浦底大山 高浜町音海 青葉山

オニノゲシ   
美浜町天王山 小浜市堅海 おおい町大島半島

ノゲシ（ハルノノゲシ）   
敦賀市気比ノ松原 白木 白木門ヶ崎 中池見 美浜町岳山 坂尻 若狭町御神島

烏辺島 水月湖畔 世久見 天徳寺 小浜市蒼島 堅海 児島 西小川

おおい町赤礁崎 冠者島 高浜町鷹島

ヒメジョオン    
敦賀市江良 気比ノ松原 白木門ヶ崎 中池見 横浜 天筒山 野坂岳 美浜

町岳山 坂尻 天王山 松原 若狭町梅丈ヶ岳 水月湖畔 常神燈台 気山

中山 上中町武生 堤 小浜市堅海 おおい町小松谷 高浜町塩土 畑

中寄 音海

ヤブレガサ    
美浜町城山 若狭町常神燈台

キクバヤマボクチ    
美浜町岳山 若狭町雲谷山 海士坂 小浜市児島 おおい町三国岳 染ヶ谷

高浜町青葉山 六路谷

ヤマボクチ     
敦賀市黒河国有林 野坂岳 美浜町丹生 赤坂山 高浜町音海

シロバナタンポポ  
美浜町岳山 若狭町堤 玉置 小浜市堅海 高浜町日置

ケンサキタンポポ   
高浜町音海

セイタカタンポポ    
敦賀市五幡 鉢伏山 刀根内中尾山 池ノ河内 奥麻生 杉箸 中池見 鳩

原 天筒山 岡山町 美浜町坂尻 天王山

カンサイタンポポ   
おおい町大滝

アカミタンポポ   
おおい町赤礁崎

セイヨウタンポポ      
敦賀市白木 杉箸 気比ノ松原 中池見 天筒山 美浜町岳山 坂尻 笹田

若狭町水月湖畔 中山 小浜市堅海 伏原後瀬山 百里ヶ岳 おおい町浦底大

山 高浜町音海 小黒飯 東三松  
クシバタンポポ     

おおい町名田庄大滝

ネコノシタ ハマグルマ   
美浜町坂尻

オオオナモミ      
敦賀市横浜 小浜市加茂 岡津

イガオナモミ  
敦賀市気比ノ松原 美浜町坂尻 松原 日向湖畔 若狭町東黒田 小浜市堅海

おおい町赤礁崎 冠者島 袖ヶ浜 高浜町難波江 音海

オナモミ    
敦賀市立石

ヤクシソウ    
敦賀市秋葉山 白木門ヶ崎 立石 中池見 天筒山 野坂岳 美浜町丹生 岳山

若狭町梅丈ヶ岳 食見音羽山 御神島 水月湖畔 海士坂 小浜市青井

伏原後瀬山 丸山 おおい町一ツ谷 浦底大山 高浜町青葉山

オニタビラコ   
敦賀市刀根内中尾山 気比ノ松原 三足冨士 杉津 中池見 天筒山 野坂岳
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美浜町屏風ヶ滝 岳山 坂尻 天王山 若狭町梅丈ヶ岳 烏辺島 水月湖畔 常

神燈台 小川 向陽寺谷 上野能登越 武生 堤箱ヶ岳 小浜市阿納 蒼島

田烏大浜 奥田縄 奥本保 堅海 児島 西小川 おおい町尼来谷 赤

礁崎 浦底大山 冠者島 高浜町音海 鷹島

アカオニタビラコ   
敦賀市岡山町 美浜町浅ヶ瀬小塩谷 若狭町天徳寺 小浜市加茂

単子葉植物

オモダカ科

ヘラオモダカ     
敦賀市池ノ河内 中池見 若狭町中山 小浜市奈湖

アギナシ    
敦賀市樫曲

オモダカ   
敦賀市中池見 若狭町中山 小浜市奈湖

トチカガミ科

ヤナギスブタ     
小浜市加斗

オオカナダモ     
若狭町玉置

ミズオオバコ   
敦賀市池ノ河内 美浜町坂尻

ヒルムシロ科

フトヒルムシロ   
敦賀市白木

オヒルムシロ     
敦賀市池ノ河内

アマモ科

アマモ      
小浜市蒼島 児島 おおい町冠者島

コアマモ

小浜市加斗

ユリ科

ソクシンラン    
若狭町梅丈ヶ岳 おおい町赤礁崎

ノビル  
敦賀市中池見 鳩原 鉢伏山 美浜町岳山 竹波 若狭町御神島 烏辺島 塩

坂越 世久見 小浜市蒼島 児島 加斗 おおい町赤礁崎 冠者島 大島半

島 高浜町鷹島 高野

ヤマラッキョウ   
おおい町赤礁崎

ニラ     
敦賀市立石 若狭町大鳥羽 玉置 小浜市大沢寺 おおい町名田庄大滝 高浜町上

瀬

キジカクシ 
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美浜町屏風ヶ滝 岳山 坂尻 天王山 若狭町梅丈ヶ岳 烏辺島 水月湖畔 常

神燈台 小川 向陽寺谷 上野能登越 武生 堤箱ヶ岳 小浜市阿納 蒼島

田烏大浜 奥田縄 奥本保 堅海 児島 西小川 おおい町尼来谷 赤

礁崎 浦底大山 冠者島 高浜町音海 鷹島

アカオニタビラコ   
敦賀市岡山町 美浜町浅ヶ瀬小塩谷 若狭町天徳寺 小浜市加茂

単子葉植物

オモダカ科

ヘラオモダカ     
敦賀市池ノ河内 中池見 若狭町中山 小浜市奈湖

アギナシ    
敦賀市樫曲

オモダカ   
敦賀市中池見 若狭町中山 小浜市奈湖

トチカガミ科

ヤナギスブタ     
小浜市加斗

オオカナダモ     
若狭町玉置

ミズオオバコ   
敦賀市池ノ河内 美浜町坂尻

ヒルムシロ科

フトヒルムシロ   
敦賀市白木

オヒルムシロ     
敦賀市池ノ河内

アマモ科

アマモ      
小浜市蒼島 児島 おおい町冠者島

コアマモ

小浜市加斗

ユリ科

ソクシンラン    
若狭町梅丈ヶ岳 おおい町赤礁崎

ノビル  
敦賀市中池見 鳩原 鉢伏山 美浜町岳山 竹波 若狭町御神島 烏辺島 塩

坂越 世久見 小浜市蒼島 児島 加斗 おおい町赤礁崎 冠者島 大島半

島 高浜町鷹島 高野

ヤマラッキョウ   
おおい町赤礁崎

ニラ     
敦賀市立石 若狭町大鳥羽 玉置 小浜市大沢寺 おおい町名田庄大滝 高浜町上

瀬

キジカクシ 

敦賀市立石 白木門ヶ崎 美浜町坂尻 竹波 若狭町御神島 烏辺島 小浜市西

小川 蒼島 おおい町長井 高浜町上瀬 音海

ウバユリ

若狭町烏辺島 小浜市平野

シライトソウ

美浜町横谷川 若狭町常神燈台 向陽寺谷 おおい町仁吾谷 浦底大山

ホクリクシライトソウ  
敦賀市天筒山

ホウチャクソウ   
敦賀市鉢伏山 五幡 池ノ河内 刀根内中尾山 美浜町天王山 若狭町杉山 堤

駒ヶ岳 天徳寺 小浜市小屋 久須夜岳 百里ヶ岳 おおい町八ヶ峰 頭巾

山 高浜町日置 青葉山 六路谷

チゴユリ    
敦賀市五幡山 刀根内中尾山 鉢伏山 野坂岳 池河内 池河内池谷山 乗鞍岳

岩籠国有林 山葦谷山 西方ヶ岳 天筒山 大蔵深山寺御山 美浜町赤坂山

三国山 松屋小御影山 若狭町能登野近江坂 常神燈台 雲谷山 海士坂鳶ヶ岳

天徳寺 小浜市伏原後瀬山 中井 天ヶ城山 久須夜岳 百里ヶ岳 お

おい町八ヶ峰 頭巾山 宝尾 浦底大山 高浜町青葉山

エダウチチゴユリ   
敦賀市山葦谷山 刀根内中尾山 天筒山 若狭町常神燈台 高浜町青葉山

カタクリ   
敦賀市野坂岳 乗鞍岳 赤坂山 美浜町松屋大御影山 若狭町三十三間山 堤

ショウジョウバカマ  
敦賀市五幡 鉢伏山 岩籠国有林 刀根内中尾山 野坂岳 西方ヶ岳 池ノ河内

深坂越 天筒山 美浜町赤坂山 松屋大御影山 丹生 若狭町向陽寺谷

三十三間山 天徳寺 神谷 小浜市谷田部 天ヶ城山 百里ヶ岳 おおい町野

鹿谷

ヤブカンゾウ   
敦賀市池ノ河内 中池見 美浜町天王山 若狭町向笠峠 三生野鏡山 末野

小浜市堅海 深谷

コバギボウシ  
敦賀市池ノ河内 中池見 若狭町中山 堤箱ヶ岳

オオバギボウシ   
敦賀市白木門ヶ崎 美浜町浅ヶ瀬小塩谷 屏風ヶ滝 若狭町向陽寺谷 上黒田 多い

町浦底大山 高浜町音海

ササユリ     
敦賀市岩籠国有林 山中東ヶ谷山 鉢伏山 西方ヶ岳 蠑螺ヶ岳 天筒山 井川荒谷

山 美浜町松屋小御影山 若狭町天徳寺 小浜市上根来おにゅう峠～ナベクボ峠

おおい町浦底大山 高浜町青葉山 三国岳

オニユリ   
敦賀市江良 杉津 美浜町松原 小浜市児島

コオニユリ    
敦賀市白木門ヶ崎 美浜町竹波 若狭町中山 おおい町赤礁崎 高浜町上瀬 鷹島

青葉山

タカサゴユリ      
敦賀市天筒山 美浜町坂尻 小浜市小屋 岡津 おおい町浦底大山

ヒメヤブラン    
敦賀市気比ノ松原 白木門ヶ崎 岩籠国有林 美浜町竹波 岳山 小浜市蒼島

おおい町赤礁崎

ヤブラン  
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敦賀市気比ノ松原 天筒山 五幡 美浜町岳山 坂尻 天王山 若狭町梅丈ヶ岳

御神島 烏辺島 常神燈台 中山 横渡 堤 小浜市大谷 大沢寺

加茂 太良庄 多田ヶ岳 堅海 児島 西小川 伏原後瀬山 西勢

蒼島 岡津 おおい町冠者島 父子 高浜町日置 鷹島 神野浦 音

海 上瀬 六路谷

ノギラン  
敦賀市天筒山 黒河国有林 美浜町岳山 丹生 赤坂山 若狭町堤箱ヶ岳 小

浜市伏原後瀬山 おおい町八ヶ峰

キンコウカ     
美浜町丹生 赤坂山

ジャノヒゲ（リュウノヒゲ）   
敦賀市鉢伏山 若狭町烏辺島 小浜市蒼島 児島 おおい町冠者島 高浜町青葉山

   
ツクバネソウ   

敦賀市岩籠国有林 乗鞍岳 西方ヶ岳 蠑螺ヶ岳 美浜町大谷山 若狭町雲谷山

小浜市久須夜岳 百里ヶ岳  おおい町八ヶ峰

ナルコユリ   
敦賀市鉢伏山 駄口 井川荒谷山 天筒山 美浜町岳山 若狭町梅丈ヶ岳 御神島

烏辺島 武生 天徳寺 小浜市児島 おおい町父子 高浜町音海

ミヤマナルコユリ     
敦賀市刀根内中尾山 井川荒谷山 鉢伏山 岩籠国有林 野坂岳 白木門ヶ崎

若狭町駒ヶ岳 高浜町青葉山

オオナルコユリ      
敦賀市池ノ河内 美浜町屏風ヶ滝 若狭町駒ヶ岳

オオアマドコロ 
アマドコロ     

敦賀市白木門ヶ崎 高浜町釈迦浜 青葉山

ヤマアマドコロ    
若狭町御神島

オモト    
美浜町洪水山 若狭町食見 常神燈台 小浜市田烏大浜 高浜町音海

ツルボ   
敦賀市越坂 美浜町屏風ヶ滝 若狭町梅丈ヶ岳 三生野鏡山

天徳寺 小浜市大沢寺 加茂 太良庄 高浜町神野浦

ユキザサ  
敦賀市野坂岳 山葦谷山 黒河葦原山 乗鞍岳 岩籠国有林 美浜町大谷山 松

屋小御影山 若狭町三十三間山 小浜市百里ヶ岳

サルトリイバラ     
敦賀市鉢伏山 気比ノ松原 白木門ヶ崎 立石 西方ヶ岳 天筒山 大蔵深山寺御山

山葦谷山 岩籠国有林 乗鞍岳 山中東ヶ谷山 岡山町 莇生野秋葉山

関井ノ口山 美浜町赤坂山 三国山 天王山 御岳山 松屋小御影山 大谷山

若狭町御神島 常神燈台 雲谷山 向陽寺谷 常神～神子 梅丈ヶ岳 食見

音羽山 海士坂鳶ヶ岳 三生野鏡山 三田天狗山 堤箱ヶ岳 小浜市百里岳 伏原

後瀬山 谷田部 奥本保 平野 児島 天ヶ城山 おおい町仁吾谷

八ヶ峰 堀越峠 片又谷 赤礁崎 浦底大山 冠者島 高浜町安土山

子生

タチシオデ    
敦賀市岩籠国有林 野坂岳 鉢伏山 高浜町青葉山

シオデ    
敦賀市池ノ河内 刀根内中尾山
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敦賀市気比ノ松原 天筒山 五幡 美浜町岳山 坂尻 天王山 若狭町梅丈ヶ岳

御神島 烏辺島 常神燈台 中山 横渡 堤 小浜市大谷 大沢寺

加茂 太良庄 多田ヶ岳 堅海 児島 西小川 伏原後瀬山 西勢

蒼島 岡津 おおい町冠者島 父子 高浜町日置 鷹島 神野浦 音

海 上瀬 六路谷

ノギラン  
敦賀市天筒山 黒河国有林 美浜町岳山 丹生 赤坂山 若狭町堤箱ヶ岳 小

浜市伏原後瀬山 おおい町八ヶ峰

キンコウカ     
美浜町丹生 赤坂山

ジャノヒゲ（リュウノヒゲ）   
敦賀市鉢伏山 若狭町烏辺島 小浜市蒼島 児島 おおい町冠者島 高浜町青葉山

   
ツクバネソウ   

敦賀市岩籠国有林 乗鞍岳 西方ヶ岳 蠑螺ヶ岳 美浜町大谷山 若狭町雲谷山

小浜市久須夜岳 百里ヶ岳  おおい町八ヶ峰

ナルコユリ   
敦賀市鉢伏山 駄口 井川荒谷山 天筒山 美浜町岳山 若狭町梅丈ヶ岳 御神島

烏辺島 武生 天徳寺 小浜市児島 おおい町父子 高浜町音海

ミヤマナルコユリ     
敦賀市刀根内中尾山 井川荒谷山 鉢伏山 岩籠国有林 野坂岳 白木門ヶ崎

若狭町駒ヶ岳 高浜町青葉山

オオナルコユリ      
敦賀市池ノ河内 美浜町屏風ヶ滝 若狭町駒ヶ岳

オオアマドコロ 
アマドコロ     

敦賀市白木門ヶ崎 高浜町釈迦浜 青葉山

ヤマアマドコロ    
若狭町御神島

オモト    
美浜町洪水山 若狭町食見 常神燈台 小浜市田烏大浜 高浜町音海

ツルボ   
敦賀市越坂 美浜町屏風ヶ滝 若狭町梅丈ヶ岳 三生野鏡山

天徳寺 小浜市大沢寺 加茂 太良庄 高浜町神野浦

ユキザサ  
敦賀市野坂岳 山葦谷山 黒河葦原山 乗鞍岳 岩籠国有林 美浜町大谷山 松

屋小御影山 若狭町三十三間山 小浜市百里ヶ岳

サルトリイバラ     
敦賀市鉢伏山 気比ノ松原 白木門ヶ崎 立石 西方ヶ岳 天筒山 大蔵深山寺御山

山葦谷山 岩籠国有林 乗鞍岳 山中東ヶ谷山 岡山町 莇生野秋葉山

関井ノ口山 美浜町赤坂山 三国山 天王山 御岳山 松屋小御影山 大谷山

若狭町御神島 常神燈台 雲谷山 向陽寺谷 常神～神子 梅丈ヶ岳 食見

音羽山 海士坂鳶ヶ岳 三生野鏡山 三田天狗山 堤箱ヶ岳 小浜市百里岳 伏原

後瀬山 谷田部 奥本保 平野 児島 天ヶ城山 おおい町仁吾谷

八ヶ峰 堀越峠 片又谷 赤礁崎 浦底大山 冠者島 高浜町安土山

子生

タチシオデ    
敦賀市岩籠国有林 野坂岳 鉢伏山 高浜町青葉山

シオデ    
敦賀市池ノ河内 刀根内中尾山

イワショウブ      
美浜町赤坂山

ハナゼキショウ（イワゼキショウ）    
敦賀市黒河国有林

ヤマジノホトトギス  
敦賀市黒河国有林 岩籠国有林 深坂越 鉢伏山 野坂岳 美浜町赤坂山 大谷

山 松屋小御影山 若狭町梅丈ヶ岳 北前川 白屋 海士坂 小浜市池河内

百里ヶ岳 堅海 おおい町八ヶ峰 染ヶ谷 合子谷谷 仁吾谷 野鹿谷

片又谷 福谷坂峠 高浜町音海 青葉山

エンレイソウ  
敦賀市池河内池谷山 杉箸稲村ヶ岳 刀根唐子山 刀根内中尾山 鉢伏山 野坂

岳 美浜町赤坂山 屏風ヶ滝 若狭町三十三間山 千石山 小浜市百里ヶ岳

高浜町三国岳 青葉山

バイケイソウ   
美浜町松屋大御影山 赤坂山 若狭町三十三間山

ホソバシュロソウ    
敦賀市黒河国有林

シュロソウ   
敦賀市西方ヶ岳 蠑螺ヶ岳

ヒガンバナ科

’ ヒガンバナ   
敦賀市気比ノ松原 美浜町岳山 小浜市大沢寺 飯盛寺 岡津 高浜町畑 上

瀬

キツネノカミソリ  
オオキツネノカミソリ  

小浜市久須夜岳 高浜町音海

スイセン     
若狭町常神燈台

ヤマノイモ科

タチドコロ    
敦賀市鉢伏山 中池見 三足冨士 乗鞍岳 白木門ヶ崎 小浜市伏原後瀬山 高浜

町青葉山

ヤマノイモ    
敦賀市野坂岳 刀根内中尾山 鉢伏山 気比ノ松原 白木門ヶ崎 天筒山 美浜

町天王山 浅ヶ瀬小塩谷 若狭町中山 向笠峠 小浜市久須夜岳 おおい町一ツ谷

高浜町音海 青葉山

カエデドコロ  
敦賀市白木門ヶ崎 立石 樫曲 天筒山 荕生野秋葉山 美浜町岳山 坂尻

若狭町梅丈ヶ岳 御神島 常神燈台 小浜市蒼島 堅海 須浦 飯盛山

おおい町名田庄中野 名田庄口坂本 高浜町下 上瀬 鷹島

キクバドコロ モミジドコロ    
敦賀市岩籠国有林 小浜市堅海 高浜町青葉山  

ヒメドコロ     
敦賀市白木門ヶ崎     

オニドコロ    
美浜町天王山 岳山 折戸谷 屏風ヶ滝 若狭町烏辺島 堤箱ヶ岳 小浜市

飯盛山 おおい町尾内 高浜町音海
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ミズアオイ科        
ミズアオイ     

敦賀市中池見

コナギ 
敦賀市中池見 樫曲 若狭町中山 小浜市若狭 和多田

アヤメ科

ノハナショウブ 
敦賀市白木門ヶ崎 美浜町丹生 若狭町中山

ヒメシャガ    
敦賀市駄口 岩籠国有林 黒河国有林

シャガ           
敦賀市鉢伏山 三足冨士 越坂 天筒山 美浜町城山 若狭町武生 堤箱ヶ岳

おおい町宝尾 高浜町音海 青葉山

カキツバタ  
敦賀市池ノ河内 中池見 若狭町中山    

キショウブ   
おおい町名田庄下 小浜市堅海 西小川 高浜町釈迦浜

ニワゼキショウ   
敦賀市天筒山 美浜町岳山 天王山 若狭町気山 小浜市北川河川敷 小浜水産高校

おおい町赤礁崎

ヒメヒオウギズイセン  
美浜町坂尻 天王山 岳山 浅ヶ瀬小塩谷 若狭町梅丈ヶ岳 中山 向笠峠

三生野鏡山 玉置 小浜市堅海

イグサ科

イグサ  
敦賀市中池見 池ノ河内 西方ヶ岳 美浜町松屋小御影山 大御影山 大日開

拓地 丹生 若狭町梅丈ヶ岳 中山 三生野鏡山 駒ヶ岳 小浜市堅海

コウガイゼキショウ

敦賀市中池見 若狭町中山

アオコウガイゼキショウ   
美浜町丹生

ホソイ    
敦賀市黒河国有林 美浜町岳山 小浜市若狭高校 おおい町一ツ谷

クサイ   
敦賀市江良 黒河国有林 中池見 天筒山 美浜町岳山 坂尻 大谷山 大日

開拓地 浅ヶ瀬小塩谷 赤坂山 若狭町梅丈ヶ岳 常神燈台 中山 武生

三生野鏡山  小浜市若狭高校 おおい町一ツ谷 頭巾山 野鹿谷 浦底大山

  

､ ハリコウガイゼキショウ  
美浜町赤坂山

スズメノヤリ

敦賀市気比ノ松原 白木 立石 中池見 天筒山 美浜町岳山 坂尻 赤坂山

若狭町中山 気山 小浜市堅海 おおい町赤礁崎

ヤマスズメノヒエ

おおい町名田庄片又谷

ヌカボシソウ 
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ミズアオイ科        
ミズアオイ     

敦賀市中池見

コナギ 
敦賀市中池見 樫曲 若狭町中山 小浜市若狭 和多田

アヤメ科

ノハナショウブ 
敦賀市白木門ヶ崎 美浜町丹生 若狭町中山

ヒメシャガ    
敦賀市駄口 岩籠国有林 黒河国有林

シャガ           
敦賀市鉢伏山 三足冨士 越坂 天筒山 美浜町城山 若狭町武生 堤箱ヶ岳

おおい町宝尾 高浜町音海 青葉山

カキツバタ  
敦賀市池ノ河内 中池見 若狭町中山    

キショウブ   
おおい町名田庄下 小浜市堅海 西小川 高浜町釈迦浜

ニワゼキショウ   
敦賀市天筒山 美浜町岳山 天王山 若狭町気山 小浜市北川河川敷 小浜水産高校

おおい町赤礁崎

ヒメヒオウギズイセン  
美浜町坂尻 天王山 岳山 浅ヶ瀬小塩谷 若狭町梅丈ヶ岳 中山 向笠峠

三生野鏡山 玉置 小浜市堅海

イグサ科

イグサ  
敦賀市中池見 池ノ河内 西方ヶ岳 美浜町松屋小御影山 大御影山 大日開

拓地 丹生 若狭町梅丈ヶ岳 中山 三生野鏡山 駒ヶ岳 小浜市堅海

コウガイゼキショウ

敦賀市中池見 若狭町中山

アオコウガイゼキショウ   
美浜町丹生

ホソイ    
敦賀市黒河国有林 美浜町岳山 小浜市若狭高校 おおい町一ツ谷

クサイ   
敦賀市江良 黒河国有林 中池見 天筒山 美浜町岳山 坂尻 大谷山 大日

開拓地 浅ヶ瀬小塩谷 赤坂山 若狭町梅丈ヶ岳 常神燈台 中山 武生

三生野鏡山  小浜市若狭高校 おおい町一ツ谷 頭巾山 野鹿谷 浦底大山

  

､ ハリコウガイゼキショウ  
美浜町赤坂山

スズメノヤリ

敦賀市気比ノ松原 白木 立石 中池見 天筒山 美浜町岳山 坂尻 赤坂山

若狭町中山 気山 小浜市堅海 おおい町赤礁崎

ヤマスズメノヒエ

おおい町名田庄片又谷

ヌカボシソウ 

敦賀市鉢伏山 刀根唐子山 山葦谷山 乗鞍岳 天筒山 岡山町 野坂岳

美浜町岳山 赤坂山 大谷山 松屋大御影山 松屋小御影山 屏風ヶ滝 若狭町

向陽寺谷 三十三間山 武生 駒ヶ岳 小浜市奥本保 奥田縄 児島 久須

夜岳 多田ヶ岳 百里ヶ岳 上根来遠敷端の高 おおい町染ヶ谷 尼来谷 道木

谷 名田庄大滝 川上 父子 高浜町音海 青葉山

クロボシソウ  
おおい町仁吾谷 高浜町三国岳

ツユクサ科

ツユクサ    
敦賀市池ノ河内 江良 気比ノ松原 白木門ヶ崎 立石 中池見 横浜 天筒山

野坂岳 美浜町岳山 坂尻 天王山 丹生 松原 若狭町梅丈ヶ岳 御

神島 烏辺島 世久見 常神燈台 中山 横渡 東黒田 天徳寺 堤

堤箱ヶ岳 小浜市池河内 百里ヶ岳 和多田 伏原後瀬山 堅海 児島

西小川 飯盛寺 蒼島 岡津 おおい町染ヶ谷 合子谷谷 小松谷

片又谷 尾内 赤礁崎 冠者島 父子 高浜町畑 鷹島 中寄 難波江

音海 上瀬

イボクサ  
敦賀市中池見 若狭町中山 小浜市加茂 羽賀 岡津 おおい町尾内

ヤブミョウガ  
敦賀市越坂 莇生野秋葉山 若狭町東黒田 小浜白石 青井 和多田 奥田縄

の滝 高浜町六路谷

イネ科

ヌカボ  
敦賀市中池見 若狭町三十三間山 小浜市池河内三番滝

コヌカグサ     
敦賀市池ノ河内 若狭町梅丈ヶ岳

ヌカススキ    
美浜町松原 小浜市小浜水産高校

ノハラスズメノテッポウ  
スズメノテッポウ  

敦賀市中池見 若狭町中山

メリケンカルカヤ   
敦賀市気比ノ松原 白木門ヶ崎 衣掛山 山泉宮山 秋葉山 中池見 天筒山

美浜町丹生 岳山 天王山 丹生 松原 若狭町雲谷山 中山 北前川

食見音羽山 東黒田 武生 天徳寺 三生野鏡山 小浜市加茂 奈胡 伏原後

瀬山 堅海 丸山 青井 飯盛寺 岡津 おおい町尾内 赤礁崎 浦底大

山 高浜町安土山 音海

ハルガヤ   
敦賀市黒河国有林 気比ノ松原 美浜町岳山 天王山 おおい町川上

コブナグサ  
敦賀市刀根 樫曲 中池見 美浜町坂尻 天王山 若狭町気山 中山 東黒

田 三生野 武生 天徳寺 杉山 上黒田 小浜市池河内 堅海 和多

田 飯盛寺 上加斗 岡津 おおい町名田庄中野 尾内 高浜町畑  
ケトダシバ     

敦賀市乗鞍岳 西方ヶ岳

ウスゲトダシバ   
敦賀市中池見 白木 美浜町岳山 丹生 若狭町三十三間山 おおい町尾内

カラスムギ  
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敦賀市横浜 小浜市北川河川敷

コカラスムギ   
高浜町音海

オートムギ（マカラスムギ）  
おおい町赤礁崎                                          

カズノコグサ ミノゴメ    
小浜市太良庄

エゾヤマカモジグサ   
  ヤマカモジグサ   

美浜町竹波 岳山 天王山 坂尻 おおい町冠者島 高浜町青葉山 上瀬

音海

コバンソウ   
敦賀市気比ノ松原 美浜町岳山 天王山 松原 若狭町気山 小浜市堅海 小浜

水産高校 岡津 鯉川 おおい町赤礁崎

ヒメコバンソウ  
敦賀市猪ヶ池 中池見 天筒山 美浜町岳山 坂尻 小浜市堅海 蒼島

岡津 おおい町赤礁崎

ムクゲチャヒキ  
敦賀市五幡

スズメノチャヒキ    
おおい町大島半島

キツネガヤ   
美浜町岳山 松原 高浜町青葉山

カラスノチャヒキ     
敦賀市横浜

イヌムギ  
敦賀市気比ノ松原 白木門ヶ崎 横浜 五幡 小浜市若狭高校 おおい町赤礁崎

冠者島 高浜町鷹島

ホガエリガヤ   
敦賀市黒河葦原山 野坂岳 蠑螺ヶ岳 美浜町松屋小御影山 小浜市久須夜岳

ノガリヤス  
敦賀市立石 小浜市常神燈台    

チョウセンガリヤス   
小浜市蒼島

ジュズダマ  
若狭町中山 田井野 天徳寺 玉置 小浜市和多田 岡津 おおい町尾内

高浜町難波江 山中

ギョウギシバ  
美浜町坂尻 若狭町世久見 小浜市堅海 高浜町東三松

カモガヤ   
敦賀市天筒山 美浜町天王山 小浜市堅海 北川河川敷 岡津 おおい町八ヶ峰

高浜町下

メヒシバ   
敦賀市樫曲 五幡 江良 気比ノ松原 白木門ヶ崎 白木 中池見 横浜

天筒山 美浜町岳山 坂尻 丹生 松原 和田 若狭町烏辺島 水月湖畔

中山 黒田 武生 杉山 堤 天徳寺 小浜市和多田 伏原後瀬

山 若狭 堅海 西勢 蒼島 岡津 おおい町尾内 赤礁崎 冠者

島 袖ヶ浜 高浜町鷹島 中寄 東三松 難波江 音海

アキメヒシバ   
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敦賀市横浜 小浜市北川河川敷

コカラスムギ   
高浜町音海

オートムギ（マカラスムギ）  
おおい町赤礁崎                                          

カズノコグサ ミノゴメ    
小浜市太良庄

エゾヤマカモジグサ   
  ヤマカモジグサ   

美浜町竹波 岳山 天王山 坂尻 おおい町冠者島 高浜町青葉山 上瀬

音海

コバンソウ   
敦賀市気比ノ松原 美浜町岳山 天王山 松原 若狭町気山 小浜市堅海 小浜

水産高校 岡津 鯉川 おおい町赤礁崎

ヒメコバンソウ  
敦賀市猪ヶ池 中池見 天筒山 美浜町岳山 坂尻 小浜市堅海 蒼島

岡津 おおい町赤礁崎

ムクゲチャヒキ  
敦賀市五幡

スズメノチャヒキ    
おおい町大島半島

キツネガヤ   
美浜町岳山 松原 高浜町青葉山

カラスノチャヒキ     
敦賀市横浜

イヌムギ  
敦賀市気比ノ松原 白木門ヶ崎 横浜 五幡 小浜市若狭高校 おおい町赤礁崎

冠者島 高浜町鷹島

ホガエリガヤ   
敦賀市黒河葦原山 野坂岳 蠑螺ヶ岳 美浜町松屋小御影山 小浜市久須夜岳

ノガリヤス  
敦賀市立石 小浜市常神燈台    

チョウセンガリヤス   
小浜市蒼島

ジュズダマ  
若狭町中山 田井野 天徳寺 玉置 小浜市和多田 岡津 おおい町尾内

高浜町難波江 山中

ギョウギシバ  
美浜町坂尻 若狭町世久見 小浜市堅海 高浜町東三松

カモガヤ   
敦賀市天筒山 美浜町天王山 小浜市堅海 北川河川敷 岡津 おおい町八ヶ峰

高浜町下

メヒシバ   
敦賀市樫曲 五幡 江良 気比ノ松原 白木門ヶ崎 白木 中池見 横浜

天筒山 美浜町岳山 坂尻 丹生 松原 和田 若狭町烏辺島 水月湖畔

中山 黒田 武生 杉山 堤 天徳寺 小浜市和多田 伏原後瀬

山 若狭 堅海 西勢 蒼島 岡津 おおい町尾内 赤礁崎 冠者

島 袖ヶ浜 高浜町鷹島 中寄 東三松 難波江 音海

アキメヒシバ   

敦賀市気比ノ松原 白木門ヶ崎 美浜町岳山 坂尻 おおい町頭巾山 高浜町音

海

イヌビエ   
美浜町坂尻 若狭町梅丈ヶ岳 世久津 中山 天徳寺 おおい町野鹿谷 小浜市

西小川 おおい町父子

ケイヌビエ  
敦賀市樫曲 五幡 江良 中池見 美浜町坂尻 若狭町中山

梅丈ヶ岳 東黒田 小浜市和多田 蒼島 岡津 おおい町冠者島 高浜町鷹

島

ヒメイヌビエ  
敦賀市白木 若狭町堤 高浜町上瀬

タイヌビエ   
若狭町世久津

オヒシバ  
敦賀市気比ノ松原 白木門ヶ崎 美浜町岳山 坂尻 松原 若狭町中山 小川

武生 天徳寺 杉山 堤 熊川 小浜市堅海 西勢 岡津 おお

い町赤礁崎 高浜町塩土

オニカモジ  
カモジグサ   

敦賀市白木門ヶ崎 杉津 横浜 天筒山 中池見 美浜町岳山 坂尻 天王山

若狭町梅丈ヶ岳 烏辺島 世久見 常神燈台 中山 小浜市蒼島 児島

おおい町赤礁崎 冠者島 高浜町鷹島 東三松

シナダレスズメガヤ 
美浜町天王山 丹生 おおい町浦底大山

カゼクサ    
敦賀市池ノ河内 気比ノ松原 白木門ヶ崎 中池見 天筒山 堂 野坂岳 美

浜町岳山 坂尻 天王山 若狭町東黒田 中山 三十三間山 常神燈台 梅丈

ヶ岳 武生 三生野鏡山 堤 小浜市加茂 太良庄 堅海 西小川 和多

田 下田 おおい町仁吾谷 一ツ谷 浦底大山 高浜町畑 青葉山

 コスズメガヤ     
美浜町坂尻 おおい町赤礁崎

ニワホコリ  
敦賀市黒河国有林 高浜町鷹島

オニウシノケグサ  
敦賀市横浜 美浜町岳山 若狭町武生 15287 おおい町冠者島 高浜町東三松

トボシガラ      
敦賀市中池見 越坂 野坂岳 天筒山 美浜町赤坂山 屏風ヶ滝 岳山

天王山 若狭町梅丈ヶ岳 常神燈台 向陽寺谷 小浜市堅海 池河

内 おおい町頭巾山 高浜町音海

ヒロハノウシノケグサ  
美浜町天王山 おおい町八ヶ峰 冠者島

オオウシノケグサ     
敦賀市中池見 天筒山

コウボウ    
おおい町名田庄大滝

アズマガヤ   
若狭町烏辺島 堤 高浜町音海

 チガヤ     
敦賀市白木門ヶ崎 中池見 横浜 美浜町坂尻 若狭町中山 小浜市堅海 若狭

高校 岡津 鯉川 おおい町赤礁崎 中寄
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チゴザサ   
敦賀市池ノ河内 中池見 美浜町丹生 大日開拓地 若狭町中山 小浜市遠敷

ハイチゴザサ    
敦賀市深坂越 美浜町屏風ヶ滝 若狭町雲谷山 日笠 小浜市小屋

ケカモノハシ   
敦賀市白木門ヶ崎 白木 高浜町東三松

カモノハシ   
敦賀市白木門ヶ崎 美浜町久々子湖畔

ハマニンニク   
敦賀市横浜 五幡 美浜町坂尻 小浜市岡津 おおい町大島半島

ネズミムギ  
敦賀市五幡 江良 鞠山 美浜町坂尻 和田 若狭町世久見 中山 小浜

市児島 小浜水産高校 北川河川敷 おおい町赤礁崎 高浜町中寄 東三松

ホソムギ   
おおい町冠者島 高浜町中寄

ボウムギ  
美浜町坂尻 おおい町赤礁崎

ササクサ  
敦賀市衣掛山 立石 西方ヶ岳 荕生野秋葉山 美浜町屏風ヶ滝 若狭町向陽寺谷

堤三生野鏡山 箱ヶ岳 日笠 天徳寺 小浜市池河内 大沢寺 西相生

下田 西勢黒駒神社 伏原後瀬山 飯盛山 おおい町小松谷 仁吾谷

名田庄下上條 一ツ谷 名田庄棚橋 福谷坂峠 父子 高浜町六路谷

ケナシトウササクサ  
若狭町日笠

コメガヤ    
敦賀市鉢伏山 野坂岳 岩籠国有林 刀根内中尾山 黒河国有林 山葦谷山 乗鞍

岳 白木門ヶ崎 立石 天筒山 岡山町 美浜町赤坂山 松屋大御影山 大日

開拓地 岳山 天王山 城山 若狭町梅丈ヶ岳 御神島 烏辺島 世久見～塩坂

越 常神燈台 相田 武生 堤箱ヶ岳 小浜市矢代 阿納 児島 天ヶ城

山 久須夜岳 おおい町名田庄虫谷 堀越峠 川上 赤礁崎 浦底大山 高

浜町音海 下 三国岳 青葉山

ササガヤ  
敦賀市岩籠国有林 美浜町屏風ヶ滝 天王山 若狭町天徳寺 熊川 上黒田 三生

野 小浜市小屋 青井 堅海 丸山 上加斗 おおい町八ヶ峰 堀越峠

頭巾山 野鹿谷 青葉山

ヒメアシボソ   
敦賀市中池見 若狭町杉山 堤 小浜市伏原後瀬山 青井 上加斗 おおい

町名田庄中野

アシボソ    
敦賀市池ノ河内 中池見 天筒山 西方ヶ岳 美浜町天王山 若狭町梅丈ヶ岳

水月湖畔 中山 天徳寺 堤箱ヶ岳 武生 杉山 小浜市小屋 伏原後瀬山

おおい町一ツ谷 名田庄中野 高浜町畑 六路谷 音海      
カリヤスモドキ    

敦賀市野坂岳 美浜町竹波

オギ    
小浜市南川町

ススキ   
敦賀市気比ノ松原 白木門ヶ崎 刀根内中尾山 乗鞍岳 衣掛山 莇生野秋葉山 池

ノ河内 中池見 樫曲 岩籠国有林 天筒山 野坂岳 西方ヶ岳 美浜町坂尻

岳山 天王山 赤坂山 大谷山 若狭町梅丈ヶ岳 御神島 烏辺島 三
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チゴザサ   
敦賀市池ノ河内 中池見 美浜町丹生 大日開拓地 若狭町中山 小浜市遠敷

ハイチゴザサ    
敦賀市深坂越 美浜町屏風ヶ滝 若狭町雲谷山 日笠 小浜市小屋

ケカモノハシ   
敦賀市白木門ヶ崎 白木 高浜町東三松

カモノハシ   
敦賀市白木門ヶ崎 美浜町久々子湖畔

ハマニンニク   
敦賀市横浜 五幡 美浜町坂尻 小浜市岡津 おおい町大島半島

ネズミムギ  
敦賀市五幡 江良 鞠山 美浜町坂尻 和田 若狭町世久見 中山 小浜

市児島 小浜水産高校 北川河川敷 おおい町赤礁崎 高浜町中寄 東三松

ホソムギ   
おおい町冠者島 高浜町中寄

ボウムギ  
美浜町坂尻 おおい町赤礁崎

ササクサ  
敦賀市衣掛山 立石 西方ヶ岳 荕生野秋葉山 美浜町屏風ヶ滝 若狭町向陽寺谷

堤三生野鏡山 箱ヶ岳 日笠 天徳寺 小浜市池河内 大沢寺 西相生

下田 西勢黒駒神社 伏原後瀬山 飯盛山 おおい町小松谷 仁吾谷

名田庄下上條 一ツ谷 名田庄棚橋 福谷坂峠 父子 高浜町六路谷

ケナシトウササクサ  
若狭町日笠

コメガヤ    
敦賀市鉢伏山 野坂岳 岩籠国有林 刀根内中尾山 黒河国有林 山葦谷山 乗鞍

岳 白木門ヶ崎 立石 天筒山 岡山町 美浜町赤坂山 松屋大御影山 大日

開拓地 岳山 天王山 城山 若狭町梅丈ヶ岳 御神島 烏辺島 世久見～塩坂

越 常神燈台 相田 武生 堤箱ヶ岳 小浜市矢代 阿納 児島 天ヶ城

山 久須夜岳 おおい町名田庄虫谷 堀越峠 川上 赤礁崎 浦底大山 高

浜町音海 下 三国岳 青葉山

ササガヤ  
敦賀市岩籠国有林 美浜町屏風ヶ滝 天王山 若狭町天徳寺 熊川 上黒田 三生

野 小浜市小屋 青井 堅海 丸山 上加斗 おおい町八ヶ峰 堀越峠

頭巾山 野鹿谷 青葉山

ヒメアシボソ   
敦賀市中池見 若狭町杉山 堤 小浜市伏原後瀬山 青井 上加斗 おおい

町名田庄中野

アシボソ    
敦賀市池ノ河内 中池見 天筒山 西方ヶ岳 美浜町天王山 若狭町梅丈ヶ岳

水月湖畔 中山 天徳寺 堤箱ヶ岳 武生 杉山 小浜市小屋 伏原後瀬山

おおい町一ツ谷 名田庄中野 高浜町畑 六路谷 音海      
カリヤスモドキ    

敦賀市野坂岳 美浜町竹波

オギ    
小浜市南川町

ススキ   
敦賀市気比ノ松原 白木門ヶ崎 刀根内中尾山 乗鞍岳 衣掛山 莇生野秋葉山 池

ノ河内 中池見 樫曲 岩籠国有林 天筒山 野坂岳 西方ヶ岳 美浜町坂尻

岳山 天王山 赤坂山 大谷山 若狭町梅丈ヶ岳 御神島 烏辺島 三

十三間山 水月湖畔 中山 北前川 食見音羽山 東黒田 三生野鏡山 熊川

堤箱ヶ岳 武生 玉置 天徳寺 小浜市池河内 大沢寺 加茂 太良庄

和多田 伏原後瀬山 上加斗 岡津 蒼島 西小川 堅海 おおい町八

ヶ峰 染ヶ谷 合子谷谷 頭巾山 片又谷 尾内 浦底大山 父子 赤

礁崎 高浜町安土山 音海 畑 難波江

カリヤス      
敦賀市乗鞍岳 岩籠国有林 黒河国有林 衣掛山 天筒山 美浜町赤坂山 岳山

天王山 雲谷山 小浜市伏原後瀬山

ヌマガヤ  
美浜町丹生

ネズミガヤ  
若狭町武生 上黒田 小浜市池河内 加茂 高浜町畑

ケチヂミザサ   
敦賀市気比ノ松原 刀根内中尾山 美浜町天王山 若狭町梅丈ヶ岳 三生野鏡山 堤

小浜市丸山 大谷 加茂 奈胡 百里ヶ岳 飯盛山 おおい町名田庄仁吾

谷 浦底大山 高浜町畑 上瀬

コチヂミザサ チヂミザサ    
敦賀市刀根内中尾山 岩籠国有林 黒子国有林 気比ノ松原 衣掛山 岡山町 白

木門ヶ崎 立石 中池見 深坂越 天筒山 野坂岳 鉢伏山 美浜町岳山

天王山 赤坂岳 屏風ヶ滝 若狭町気山 河内梅ヶ原 梅丈ヶ岳 御神島

烏辺島 常神 常神燈台 北前川 向陽寺谷 横渡 白屋 三生野鏡

山 堤 熊川 新道 堤箱ヶ岳 小浜市三番滝 百里ヶ岳 多田ヶ岳 大谷

大沢寺 太良庄 奈胡 奥田縄の滝 下田 堅海 児島 西小川

伏原後瀬山 飯盛山 上加斗 岡津 おおい町染ヶ谷 合子谷谷 仁

吾谷 下上條 野鹿谷 片又谷 尾内 福谷坂峠 父子 高浜町日置

神野浦 小黒飯 音海 青葉山 六路谷

ヌカキビ     
敦賀市刀根内中尾山 刀根 池ノ河内 中池見 樫曲 天筒山 山泉宮山 野

坂岳 美浜町岳山 天王山 若狭町水月湖畔 中山 東黒田 杉山 堤

堤箱ヶ岳 武生 天徳寺 小浜市大沢寺 加茂 奈胡 須縄 堅海

伏原後瀬山 飯盛寺 蒼島 上加斗 岡津 おおい町合子谷谷 一ツ谷

名田庄中野 尾内

オオクサキビ    
小浜市堅海

シマスズメノヒエ    
美浜町坂尻 小浜市堅海 おおい町赤礁崎 高浜町塩土

スズメノヒエ  
敦賀市乗鞍岳 樫曲 岩籠国有林 天筒山 奥麻生行市山 中池見 野坂岳 西

方ヶ岳 美浜町岳山 若狭町中山 三十三間山 東黒田 天徳寺 小浜市堅海

和多田

チカラシバ   
敦賀市刀根内中尾山 池ノ河内 中池見 樫曲 山泉宮山 野坂岳 美浜町松屋

坂尻 天王山 岳山 若狭町気山 三十三間山 水月湖畔 常神燈台

中山 東黒田 武生 天徳寺 三生野鏡山 杉山 熊川 小浜市大沢寺

加茂 大谷 堅海 和多田 下田 飯盛寺 上加斗 岡津 お

おい町仁吾谷 赤礁崎 尾内 浦底大山

タキキビ  
若狭町烏辺島 小浜市蒼島 おおい町冠者島 高浜町鷹島

クサヨシ   
敦賀市池ノ河内 若狭町中山 三生野 上野木 小浜市熊野
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アワガエリ   
敦賀市白木門ヶ崎

オオアワガエリ    
美浜町岳山

ヨシ  
敦賀市中池見 若狭町生倉 中山 小浜市堅海 おおい町赤礁崎

ツルヨシ   
敦賀市池ノ河内 立石 横浜 美浜町坂尻 久々子湖畔 若狭町御神島 水月湖

畔 玉置 小浜市西小川 泊 小浜水産高校 岡津 おおい町冠者島

高浜町中寄 難波江 東三松

ミゾイチゴツナギ   
敦賀市越坂 若狭町烏辺島 常神燈台 小浜市阿納 久須夜岳 高浜町音海

スズメノカタビラ     
敦賀市黒河国有林  気比ノ松原 白木 立石 天筒山 美浜町坂尻 松原

若狭町中山 小浜市堅海 飯．大飯町冠者島 高浜町小黒飯 難波江  
ヤマミゾイチゴツナギ    

美浜町岳山 小浜市天ヶ城山 おおい町川上 高浜町音海 青葉山

オオイチゴツナギ   
美浜町天王山 若狭町武生

ヌマイチゴツナギ   
若狭町上吉田

オオスズメノカタビラ  
敦賀市中池見 天筒山 美浜町岳山

ヒエガエリ  
美浜町笹田 若狭町中山 おおい町赤礁崎 大島半島

ヤダケ  
若狭町御神島 烏辺島 おおい町冠者島 高浜町鷹島

ハイヌメリ   
敦賀市中池見 若狭町中山 東黒田 おおい町尾内

ヌメリグサ   
おおい町尾内

アキノエノコログサ 
敦賀市池ノ河内 江良 中池見 天筒山 野坂岳 美浜町岳山 天王山

若狭町梅丈ヶ岳 東黒田 河内梅ヶ原 小川 中山 武生 天徳寺 堤 小

浜市堅海 西小川 和多田 西勢 飯盛寺 上加斗 岡津 おおい町名田庄

口坂本 名田庄大滝 冠者島 高浜町畑 鷹島 東三松 音海

キンエノコロ    
敦賀市五幡 江良 気比ノ松原 白木門ヶ崎 白木 中池見 樫曲 天筒山

美浜町岳山 坂尻 若狭町中山 東黒田 小川 小浜市和多田 蒼島

堅海  おおい町名田庄大滝 高浜町難波江

コツブキンエノコロ    
高浜町東三松

エノコログサ  
敦賀市気比ノ松原 美浜町坂尻 岳山 松原 若狭町梅丈ヶ岳 小浜市堅海 口田縄

おおい町赤礁崎  高浜町音海  
ムラサキエノコロ      

美浜町天王山

ハマエノコロ  
敦賀市江良 白木門ヶ崎 白木 立石 美浜町竹波 坂尻 松原 日向湖畔
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アワガエリ   
敦賀市白木門ヶ崎

オオアワガエリ    
美浜町岳山

ヨシ  
敦賀市中池見 若狭町生倉 中山 小浜市堅海 おおい町赤礁崎

ツルヨシ   
敦賀市池ノ河内 立石 横浜 美浜町坂尻 久々子湖畔 若狭町御神島 水月湖

畔 玉置 小浜市西小川 泊 小浜水産高校 岡津 おおい町冠者島

高浜町中寄 難波江 東三松

ミゾイチゴツナギ   
敦賀市越坂 若狭町烏辺島 常神燈台 小浜市阿納 久須夜岳 高浜町音海

スズメノカタビラ     
敦賀市黒河国有林  気比ノ松原 白木 立石 天筒山 美浜町坂尻 松原

若狭町中山 小浜市堅海 飯．大飯町冠者島 高浜町小黒飯 難波江  
ヤマミゾイチゴツナギ    

美浜町岳山 小浜市天ヶ城山 おおい町川上 高浜町音海 青葉山

オオイチゴツナギ   
美浜町天王山 若狭町武生

ヌマイチゴツナギ   
若狭町上吉田

オオスズメノカタビラ  
敦賀市中池見 天筒山 美浜町岳山

ヒエガエリ  
美浜町笹田 若狭町中山 おおい町赤礁崎 大島半島

ヤダケ  
若狭町御神島 烏辺島 おおい町冠者島 高浜町鷹島

ハイヌメリ   
敦賀市中池見 若狭町中山 東黒田 おおい町尾内

ヌメリグサ   
おおい町尾内

アキノエノコログサ 
敦賀市池ノ河内 江良 中池見 天筒山 野坂岳 美浜町岳山 天王山

若狭町梅丈ヶ岳 東黒田 河内梅ヶ原 小川 中山 武生 天徳寺 堤 小

浜市堅海 西小川 和多田 西勢 飯盛寺 上加斗 岡津 おおい町名田庄

口坂本 名田庄大滝 冠者島 高浜町畑 鷹島 東三松 音海

キンエノコロ    
敦賀市五幡 江良 気比ノ松原 白木門ヶ崎 白木 中池見 樫曲 天筒山

美浜町岳山 坂尻 若狭町中山 東黒田 小川 小浜市和多田 蒼島

堅海  おおい町名田庄大滝 高浜町難波江

コツブキンエノコロ    
高浜町東三松

エノコログサ  
敦賀市気比ノ松原 美浜町坂尻 岳山 松原 若狭町梅丈ヶ岳 小浜市堅海 口田縄

おおい町赤礁崎  高浜町音海  
ムラサキエノコロ      

美浜町天王山

ハマエノコロ  
敦賀市江良 白木門ヶ崎 白木 立石 美浜町竹波 坂尻 松原 日向湖畔

若狭町御神島 烏辺島 食見 神子 小浜市蒼島 西小川 おおい町赤

礁崎 高浜町稲島 鷹島 音海

セイバンモロコシ  
ヒメモロコシ（ノギナシセイバンモロコシ）  

若狭町日笠 高浜町難波江

アブラススキ   
敦賀市越坂 樫曲 中池見 天筒山 美浜町天王山 岳山 若狭町水月湖畔

下吉田須上坂 熊川 小浜市加茂 奈胡 須縄 飯盛寺 おおい町名田

庄大滝 浦底大山 高浜町畑 音海 山中 青葉山

ミヤマアブラススキ    
敦賀市白木門ヶ崎 中池見 天筒山 美浜町竹波 小浜市伏原後瀬山

おおい町福谷坂峠 赤礁崎

ネズミノオ  
敦賀市白木門ヶ崎 深坂越 美浜町天王山 丹生 若狭町三生野鏡山 小浜市堅海

和多田 岡津 おおい町福谷坂峠 赤礁崎 浦底大山 高浜町音海 畑

カニツリグサ  
敦賀市池ノ河内

ナギナタガヤ      
小浜市若狭高校

. マコモ    
敦賀市中池見 若狭町東黒田 生倉

シバ    
敦賀市野坂岳 白木門ヶ崎 美浜町赤坂山 おおい町赤礁崎

ヤシ科

シュロ      
小浜市蒼島

サトイモ科

ショウブ    
敦賀市池ノ河内

セキショウ  
若狭町天徳寺

アシウテンナンショウ  
敦賀市乗鞍岳 美浜町赤坂山

コウライテンナンショウ   
敦賀市岩籠国有林 鉢伏山 刀根内中尾山 駄口 天筒山 野坂岳 池ノ河内

美浜町赤坂山 屏風ヶ滝 松屋大御影山 若狭町世久見～塩坂越 上野能登越 向陽寺

谷 小浜市奥田縄 三番滝 多田ヶ岳  おおい町名田庄虫谷 八ヶ峰 棚野坂

道木谷 高浜町青葉山

マムシグサ  
美浜町大日開拓地 小浜市久須夜岳

ムサシアブミ     
小浜市西津釣姫神社 蒼島 高浜町馬居寺 鷹島 上瀬

ウラシマソウ    敦賀市岡山町 美

浜町岳山 若狭町食見 御神島 烏辺島 世久見～塩坂越 常神燈台 向陽寺谷

横渡 武生 小浜市太興寺 青井 児島 須浦 矢代 おおい町赤

礁崎 冠者島 高浜町音海 鷹島

ムロウテンナンショウ   
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若狭町雲谷山 北前川 おおい町尼来谷 頭巾山 父子 川上 高浜町

カラスビシャク（ハンゲ）  
敦賀市池ノ河内 若狭町天徳寺 小浜市岡津

オオハンゲ   
若狭町上野能登越 天徳寺 武生 小浜市平野 池河内 大沢寺

ウキクサ科                  
アオウキクサ    

敦賀市中池見

コウキクサ    
敦賀市中池見

ウキクサ

敦賀市中池見 若狭町中山

ミクリ科

ミクリ   
敦賀市中池見 若狭町上野木

ナガエミクリ    
敦賀市池ノ河内 若狭町玉置

ガマ科

ヒメガマ    
敦賀市横浜 中池見

ガマ       
敦賀市池ノ河内 中池見 美浜町岳山 若狭町中山 生倉 小浜市遠敷

コガマ    
敦賀市中池見 美浜町丹生 若狭町中山 天徳寺 小浜市和多田 遠敷 岡津

おおい町名田庄下三重

カヤツリグサ科

ハタガヤ 
敦賀市気比松原

ショウジョウスゲ   
敦賀市白木門ヶ崎 常宮 美浜町松屋大御影山

ハリガネスゲ   
敦賀市池ノ河内

ヒメカンスゲ   
敦賀市山葦谷山 白木門ヶ崎 天筒山 小浜市児島

ナルコスゲ    
敦賀市奥麻生 美浜町屏風ヶ滝 おおい町一ツ谷 頭巾山 野鹿谷 名田庄大滝

オニスゲ    
高浜町子生

アゼナルコ   
おおい町一ツ谷 赤礁崎

カサスゲ     
敦賀市池ノ河内

ヤマテキリスゲ  
敦賀市黒河国有林 三足冨士
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若狭町雲谷山 北前川 おおい町尼来谷 頭巾山 父子 川上 高浜町

カラスビシャク（ハンゲ）  
敦賀市池ノ河内 若狭町天徳寺 小浜市岡津

オオハンゲ   
若狭町上野能登越 天徳寺 武生 小浜市平野 池河内 大沢寺

ウキクサ科                  
アオウキクサ    

敦賀市中池見

コウキクサ    
敦賀市中池見

ウキクサ

敦賀市中池見 若狭町中山

ミクリ科

ミクリ   
敦賀市中池見 若狭町上野木

ナガエミクリ    
敦賀市池ノ河内 若狭町玉置

ガマ科

ヒメガマ    
敦賀市横浜 中池見

ガマ       
敦賀市池ノ河内 中池見 美浜町岳山 若狭町中山 生倉 小浜市遠敷

コガマ    
敦賀市中池見 美浜町丹生 若狭町中山 天徳寺 小浜市和多田 遠敷 岡津

おおい町名田庄下三重

カヤツリグサ科

ハタガヤ 
敦賀市気比松原

ショウジョウスゲ   
敦賀市白木門ヶ崎 常宮 美浜町松屋大御影山

ハリガネスゲ   
敦賀市池ノ河内

ヒメカンスゲ   
敦賀市山葦谷山 白木門ヶ崎 天筒山 小浜市児島

ナルコスゲ    
敦賀市奥麻生 美浜町屏風ヶ滝 おおい町一ツ谷 頭巾山 野鹿谷 名田庄大滝

オニスゲ    
高浜町子生

アゼナルコ   
おおい町一ツ谷 赤礁崎

カサスゲ     
敦賀市池ノ河内

ヤマテキリスゲ  
敦賀市黒河国有林 三足冨士

オクノカンスゲ  
敦賀市岩籠国有林 池ノ河内 奥麻生 美浜町屏風ヶ滝 おおい町野鹿谷 名田庄大滝

父子

マスクサ   
美浜町岳山 天王山 若狭町日笠

カワラスゲ（タニスゲ）   
敦賀市黒河国有林 若狭町向陽寺谷

ヒロバスゲ  
敦賀市黒河国有林 乗鞍岳 関井ノ口山 池ノ河内 美浜町屏風ヶ滝 若狭町能

登野近江坂

アオバスゲ   
敦賀市黒河国有林

ジュズスゲ  
敦賀市天筒山 美浜町宮代 若狭町武生 上黒田 堤箱ヶ岳 おおい町八ヶ峰

ヒゴクサ   
美浜町屏風ヶ滝

コウボウムギ   
敦賀市横浜 五幡 江良 美浜町佐田 坂尻 松原 小浜市岡津 鯉

川 おおい町大島半島 高浜町中寄 東三松

ナキリスゲ    
敦賀市立石 五幡 中池見 岡山町 天筒山 美浜町御岳山 岳山 天王山

若狭町気山 御神島 雲谷山 三十三間山 管湖畔 梅丈ヶ岳 常神燈台

北前川 横渡 食見音羽山 向笠峠 三生野鏡山 堤 天徳寺

日笠 小浜市大谷 加茂 太良庄 奈胡 多田ヶ岳 伏原後瀬山 青井

須縄 下田 児島 岡津 おおい町福谷坂峠 赤礁崎 浦底大山

冠者島 父子 高浜町畑 神野浦 上瀬 音海 六路谷

アオスゲ   
美浜町坂尻

イトアオスゲ  
敦賀市刀根内中尾山 乗鞍岳 美浜町大日開拓地

イソアオスゲ    
敦賀市常宮 白木門ヶ崎

ゴウソ   
敦賀市黒河国有林 乗鞍岳 美浜町丹生 赤坂山 浅ヶ瀬小塩谷 大日開拓地

若狭町中山 雲谷山 三生野鏡山

ホシナシゴウソ  
おおい町八ヶ峰

ヒメシラスゲ    
敦賀市池ノ河内

ホソバカンスゲ   
高浜町青葉山

ミヤマカンスゲ  
敦賀市岩籠国有林 乗鞍岳 小浜市久須夜岳 おおい町川上

オタルスゲ  
若狭町向陽寺谷 おおい町川上

ササノハスゲ    
おおい町川上

グレーンスゲ カミコウチスゲ    
敦賀市池ノ河内 黒河国有林
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コジュズスゲ   
敦賀市中池見 乗鞍岳

タカネマスクサ   
若狭町常神燈台 梅丈ヶ岳

コウボウシバ   
敦賀市五幡 江良 白木門ヶ崎 鞠山 横浜 美浜町坂尻 松原 小浜市小

浜水産高校 岡津 鯉川 おおい町大島半島 高浜町中寄 東三松 釈迦浜

シラコスゲ   
おおい町川上

アズマナルコ    
敦賀市黒河国有林 おおい町川上

タガネソウ   
敦賀市池ノ河内 黒河国有林 鉢伏山 おおい町八ヶ峰

ニシノホンモンジスゲ     
敦賀市奥麻生 刀根内中尾山 美浜町坂尻 天王山 松屋小御影山 小浜市田烏大浜

おおい町尼来谷 川上 高浜町下 三国岳 青葉山

アゼスゲ    
敦賀市中池見

ヤワラスゲ  
美浜町岳山 若狭町常神燈台 高浜町下

モエギスゲ  
敦賀市常宮

コップモエギスゲ ヒメモエギスゲ   
敦賀市天筒山

オニナルコスゲ 
敦賀市池ノ河内

ヒトモトススキ     
敦賀市白木門ヶ崎

アイダクグ タイワンヒメクグ

ヒメクグ

敦賀市中池見 美浜町坂尻 若狭町雲谷山 中山 おおい町尾内

クグガヤツリ

美浜町坂尻

タマガヤツリ  
敦賀市樫曲 若狭町中山

ホソミキンガヤツリ

敦賀市江良

  メリケンガヤツリ    
敦賀市気比ノ松原 白木門ヶ崎 秋葉山 中池見 天筒山 美浜町天王山 丹生

松原 岳山 若狭町雲谷山 中山 武生 天徳寺 三生野鏡山 小浜

市飯盛寺 堅海 丸山 青井 伏原後瀬山 おおい町尾内 赤礁崎 浦底大山

高浜町安土山 音海      
アゼガヤツリ

敦賀市江良 若狭町雲谷山

コアゼガヤツリ

敦賀市中池見

コゴメガヤツリ    
敦賀市横浜 若狭町東黒田 小浜市泊

カヤツリグサ   
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コジュズスゲ   
敦賀市中池見 乗鞍岳

タカネマスクサ   
若狭町常神燈台 梅丈ヶ岳

コウボウシバ   
敦賀市五幡 江良 白木門ヶ崎 鞠山 横浜 美浜町坂尻 松原 小浜市小

浜水産高校 岡津 鯉川 おおい町大島半島 高浜町中寄 東三松 釈迦浜

シラコスゲ   
おおい町川上

アズマナルコ    
敦賀市黒河国有林 おおい町川上

タガネソウ   
敦賀市池ノ河内 黒河国有林 鉢伏山 おおい町八ヶ峰

ニシノホンモンジスゲ     
敦賀市奥麻生 刀根内中尾山 美浜町坂尻 天王山 松屋小御影山 小浜市田烏大浜

おおい町尼来谷 川上 高浜町下 三国岳 青葉山

アゼスゲ    
敦賀市中池見

ヤワラスゲ  
美浜町岳山 若狭町常神燈台 高浜町下

モエギスゲ  
敦賀市常宮

コップモエギスゲ ヒメモエギスゲ   
敦賀市天筒山

オニナルコスゲ 
敦賀市池ノ河内

ヒトモトススキ     
敦賀市白木門ヶ崎

アイダクグ タイワンヒメクグ

ヒメクグ

敦賀市中池見 美浜町坂尻 若狭町雲谷山 中山 おおい町尾内

クグガヤツリ

美浜町坂尻

タマガヤツリ  
敦賀市樫曲 若狭町中山

ホソミキンガヤツリ

敦賀市江良

  メリケンガヤツリ    
敦賀市気比ノ松原 白木門ヶ崎 秋葉山 中池見 天筒山 美浜町天王山 丹生

松原 岳山 若狭町雲谷山 中山 武生 天徳寺 三生野鏡山 小浜

市飯盛寺 堅海 丸山 青井 伏原後瀬山 おおい町尾内 赤礁崎 浦底大山

高浜町安土山 音海      
アゼガヤツリ

敦賀市江良 若狭町雲谷山

コアゼガヤツリ

敦賀市中池見

コゴメガヤツリ    
敦賀市横浜 若狭町東黒田 小浜市泊

カヤツリグサ   

美浜町松原 小浜市岡津

ウシクグ   
敦賀市池ノ河内

ハマスゲ    
美浜町坂尻 松原 小浜市小浜水産高校

ミズガヤツリ  
若狭町中山

マツバイ

敦賀市中池見 若狭町田井野 小浜市白石

. オオヌマハリイ（ヌマハリイ）

敦賀市池ノ河内

シカクイ   
敦賀市中池見 , 美浜町赤坂山 若狭町雲谷山

クロテンツキ   
若狭町中山

イソヤマテンツキ 若狭町御神島 高

浜町鷹島

アゼテンツキ  
敦賀市横浜

ヤマイ   
美浜町坂尻 若狭町中山

オオイヌノハナヒゲ   
美浜町丹生 , 赤坂山

ウキヤガラ    
敦賀市池ノ河内

ホタルイ

敦賀市中池見

イヌホタルイ

若狭町中山

コウキヤガラ   
美浜町坂尻

フトイ   
敦賀市池ノ河内 ,

サンカクイ    
敦賀市樫曲 池ノ河内 中池見 若狭町中山 小浜市堅海 岡津

アイバソウ  
敦賀市五幡 黒河国有林 野坂岳 美浜町丹生 竹波 赤坂山 若狭町気山

中山 北前川 小浜市加茂 奈胡

アブラガヤ

敦賀市中池見 美浜町大日開拓地 若狭町梅丈ヶ岳 上黒田 おおい町名田庄下三重

高浜町子生

ショウガ科

ミョウガ   
敦賀市秋葉山 小浜市西小川 おおい町父子

ラン科

ヒナラン

敦賀市黒河国有林

シラン
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おおい町名田庄虫鹿野

エビネ   
敦賀市疋田三足冨士 若狭町能登野近江坂 相田 武生 堤箱ヶ岳 小浜市奥田縄

小屋 上根来遠敷端の高 久須夜岳 おおい町浦底大山 高浜町三国岳 鎌倉

下

ナツエビネ   
敦賀市刀根内中尾山 深坂越 若狭町白屋 小浜市百里ヶ岳  おおい町三国岳 八

ヶ峰

ギンラン     
敦賀市天筒山 若狭町横渡

キンラン    
敦賀市天筒山 美浜町岳山 若狭町相田 おおい町川上

サイハイラン    
敦賀市鉢伏山 天筒山

  トケンラン  
小浜市百里ヶ岳

シュンラン   
美浜町寺山 竹波 高浜町三国岳

マヤラン   
敦賀市天筒山

カキラン  
敦賀市池ノ河内 美浜町丹生

ツチアケビ    
美浜町大日開拓地 若狭町井ノ口 おおい町名田庄木谷マタン 八ヶ峰 片又谷

高浜町青葉山

アケボノシュスラン  
美浜町屏風ヶ滝 若狭町井ノ口 小浜市百里ヶ岳

ミヤマウズラ    
敦賀市西方ヶ岳 おおい町八ヶ峰

ミズトンボ    
美浜町丹生

クモキリソウ   
美浜町松屋小御影山

コケイラン   
敦賀市野坂岳 おおい町八ヶ峰 野鹿谷

ジンバイソウ  
おおい町三国岳

オオバノトンボソウ（ノヤマトンボ）  
敦賀市岩籠山 黒河国有林 若狭町常神燈台 おおい町八ヶ峰

オオヤマサギソウ  
若狭町北前川

コバノトンボソウ 
美浜町丹生

ネジバナ   
敦賀市市橋 気比ノ松原 中池見 天筒山 刀根内中尾山 美浜町天王山 丹生

大日開拓地 浅ヶ瀬小塩谷 若狭町常神燈台 中山 三生野鏡山 おおい

町浦底大山

ショウキラン  
美浜町松屋大日沢
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おおい町名田庄虫鹿野

エビネ   
敦賀市疋田三足冨士 若狭町能登野近江坂 相田 武生 堤箱ヶ岳 小浜市奥田縄

小屋 上根来遠敷端の高 久須夜岳 おおい町浦底大山 高浜町三国岳 鎌倉

下

ナツエビネ   
敦賀市刀根内中尾山 深坂越 若狭町白屋 小浜市百里ヶ岳  おおい町三国岳 八

ヶ峰

ギンラン     
敦賀市天筒山 若狭町横渡

キンラン    
敦賀市天筒山 美浜町岳山 若狭町相田 おおい町川上

サイハイラン    
敦賀市鉢伏山 天筒山

  トケンラン  
小浜市百里ヶ岳

シュンラン   
美浜町寺山 竹波 高浜町三国岳

マヤラン   
敦賀市天筒山

カキラン  
敦賀市池ノ河内 美浜町丹生

ツチアケビ    
美浜町大日開拓地 若狭町井ノ口 おおい町名田庄木谷マタン 八ヶ峰 片又谷

高浜町青葉山

アケボノシュスラン  
美浜町屏風ヶ滝 若狭町井ノ口 小浜市百里ヶ岳

ミヤマウズラ    
敦賀市西方ヶ岳 おおい町八ヶ峰

ミズトンボ    
美浜町丹生

クモキリソウ   
美浜町松屋小御影山

コケイラン   
敦賀市野坂岳 おおい町八ヶ峰 野鹿谷

ジンバイソウ  
おおい町三国岳

オオバノトンボソウ（ノヤマトンボ）  
敦賀市岩籠山 黒河国有林 若狭町常神燈台 おおい町八ヶ峰

オオヤマサギソウ  
若狭町北前川

コバノトンボソウ 
美浜町丹生

ネジバナ   
敦賀市市橋 気比ノ松原 中池見 天筒山 刀根内中尾山 美浜町天王山 丹生

大日開拓地 浅ヶ瀬小塩谷 若狭町常神燈台 中山 三生野鏡山 おおい

町浦底大山

ショウキラン  
美浜町松屋大日沢

〇〇 謝謝辞辞 
植物採集方法、標本作り、保管方法、同定、データ整理など、すべての面で30年以上にわたって懇切丁寧にご指

導くださった渡辺定路先生（元福井県立高校教諭、元福井市自然史博物館館長）に心から感謝します。また、福井

植物同好会の会員をはじめ、共に野外に出かけた数多くの方々、そして、採集を許可して下さった関係の方々にも

この場をお借りして御礼申し上げます。 
 
【【主主なな参参考考文文献献】】

○ 北村四郎ら： 原色日本植物図鑑 草本編（Ⅱ）保育社

○ 北村四郎ら： 原色日本植物図鑑 木本編（Ⅰ）保育社

○ 北村四郎ら： 原色日本植物図鑑 木本編（Ⅱ）保育社

○ 佐竹義輔ら： 日本の野生植物 草本Ⅰ 合弁花類 平凡社

○ 佐竹義輔ら： 日本の野生植物 草本Ⅲ 単子葉類 平凡社

○ 佐竹義輔ら： 日本の野生植物 木本Ⅰ 平凡社

○ 佐竹義輔ら： 日本の野生植物 木本Ⅱ 平凡社

○ 清水建美： 日本の帰化植物 平凡社

○ 清水矩宏ら： 日本帰化植物写真図鑑 全国農村教育協会

○ 茂木透ら： 樹に咲く花 合弁花・単子葉・裸子植物 山と溪谷社

○ 渡辺定路： 福井県植物誌

○ 渡辺定路： 改定増補 福井県植物誌 福井新聞社
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給給餌餌率率のの違違いいにによよるるニニジジママスス１１年年魚魚成成長長差差ににつついいてて

福井県立若狭高等学校 海洋科学科 新谷 勝利

概概要要

マス類養殖における生産コストのうち飼料コストは約 と大きな比率を占める 。配合飼料価

格 図１ や光熱費等 図２ の高騰 夏場の水温上昇による養殖コストの上昇等 マス養殖を取り巻く

経済環境は年々悪化している 。このような状況の中で養鱒業を維持するためには 飼料経費を抑

えた養殖を目指す必要がある。本試験では 給餌率 でニジマス（ ）

に対し給餌を行い これらの給餌が飼料効率や成長に及ぼす影響を調べた。試験期間を通して死

亡魚は確認されず 研究は正常に実施された。その結果 増重量が一番高かったのが試験区 で

あったが 飼料効率において試験区 と では約 増肉係数で の差が生じ 試験区

の方が高い値となった。試験区 は残餌も多く 摂餌活性も悪いことから飽食量に近い状態である

ことが推測された。一方 試験区１ は残餌もなく摂餌活性も優れていた。また 瞬間摂餌量が他の

区と比べ高く給餌に時間がかからなかった。このため 成長と作業時間の両面から考えた場合 瞬間

摂餌量が低下しない範囲での最大限の量が理想的な給餌量と言えるのかもしれない 。

  
Feeding costs account for a large proportion of the production costs in trout 

farming, at approximately 50%1). The economic environments surrounding trout 
farming are worsening year by year, with farming costs rising due to soaring 
“artificial feed” prices (Fig. 1) , utility costs (Fig. 2), and the rising water 
temperatures in the summer2). In order to maintain trout farming under these 
circumstances, it is necessary to reduced feeding costs. In this study, rainbow trout 
(Oncorhynchus mykiss) were fed at feeding rates of 1%, 2%, and 3%, and the effects 
of these feeding rates on feeding efficiency and growth were examined. No deaths was 
observed throughout the study period, and the study was carried out normally. As a 
result, the highest weight gain was observed  at the 3% feeding rate, but there were 
approximately 35% in feeding efficiency and 2.39 in weight gain coefficient higher at 
the 1% feeding rate. The 3% feeding rate had a lot of leftover feed and poor feeding 
activity, suggesting that the feeding rate was higher than excessive feeding. On the 
other hand, the 1% feeding rate had no leftover feed and excellent feeding activity. In 
addition, the instantaneous feed intake was highest in the three groups, and feeding 
duration did not take long. From these reasons, when considering both growth and 
work time, the maximum amount of feed that did not decrease instantaneous feed 
intake might be the ideal amount to feed3).  
 
１１．．  背背景景
海で養殖されたニジマスであるトラウトサーモンは 水温 ℃前後の環境になるとこの頃から食

欲が次第に衰退し 活動が鈍くなりほとんど生簀底で遊泳するようになり さらに斃死魚が相次ぐとの
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給給餌餌率率のの違違いいにによよるるニニジジママスス１１年年魚魚成成長長差差ににつついいてて

福井県立若狭高等学校 海洋科学科 新谷 勝利

概概要要

マス類養殖における生産コストのうち飼料コストは約 と大きな比率を占める 。配合飼料価

格 図１ や光熱費等 図２ の高騰 夏場の水温上昇による養殖コストの上昇等 マス養殖を取り巻く

経済環境は年々悪化している 。このような状況の中で養鱒業を維持するためには 飼料経費を抑

えた養殖を目指す必要がある。本試験では 給餌率 でニジマス（ ）

に対し給餌を行い これらの給餌が飼料効率や成長に及ぼす影響を調べた。試験期間を通して死

亡魚は確認されず 研究は正常に実施された。その結果 増重量が一番高かったのが試験区 で

あったが 飼料効率において試験区 と では約 増肉係数で の差が生じ 試験区

の方が高い値となった。試験区 は残餌も多く 摂餌活性も悪いことから飽食量に近い状態である

ことが推測された。一方 試験区１ は残餌もなく摂餌活性も優れていた。また 瞬間摂餌量が他の

区と比べ高く給餌に時間がかからなかった。このため 成長と作業時間の両面から考えた場合 瞬間

摂餌量が低下しない範囲での最大限の量が理想的な給餌量と言えるのかもしれない 。

  
Feeding costs account for a large proportion of the production costs in trout 

farming, at approximately 50%1). The economic environments surrounding trout 
farming are worsening year by year, with farming costs rising due to soaring 
“artificial feed” prices (Fig. 1) , utility costs (Fig. 2), and the rising water 
temperatures in the summer2). In order to maintain trout farming under these 
circumstances, it is necessary to reduced feeding costs. In this study, rainbow trout 
(Oncorhynchus mykiss) were fed at feeding rates of 1%, 2%, and 3%, and the effects 
of these feeding rates on feeding efficiency and growth were examined. No deaths was 
observed throughout the study period, and the study was carried out normally. As a 
result, the highest weight gain was observed  at the 3% feeding rate, but there were 
approximately 35% in feeding efficiency and 2.39 in weight gain coefficient higher at 
the 1% feeding rate. The 3% feeding rate had a lot of leftover feed and poor feeding 
activity, suggesting that the feeding rate was higher than excessive feeding. On the 
other hand, the 1% feeding rate had no leftover feed and excellent feeding activity. In 
addition, the instantaneous feed intake was highest in the three groups, and feeding 
duration did not take long. From these reasons, when considering both growth and 
work time, the maximum amount of feed that did not decrease instantaneous feed 
intake might be the ideal amount to feed3).  
 
１１．．  背背景景
海で養殖されたニジマスであるトラウトサーモンは 水温 ℃前後の環境になるとこの頃から食

欲が次第に衰退し 活動が鈍くなりほとんど生簀底で遊泳するようになり さらに斃死魚が相次ぐとの

報告もある 。

そこで福井県では 福井の海の低水温環境を活かしたトラウトサーモン養殖を平成 年からはじ

め「ふくいサーモン」が生まれた。養殖方法は アメリカから購入したニジマス発眼卵を１１月下旬から

１２月で輸入し １０日程度で孵化 福井県大野市宝慶寺の淡水養殖場で翌年の１１月に平均

まで育てたのち海水馴致を行い 小浜湾の生簀に移して翌年４月まで海面養殖を行う ）。生産段

階の中で 中間育成時に出来るだけ大きく育てることにより海水馴致後の生残率も変わってくる。し

かし 幼魚飼育管理は厳密には考えられていないため 飼料効率等についても十分に配慮されてい

ない。

図 配合飼料及び輸入魚粉価格推移

図 燃油価格の推移
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２２．．  目目的的
本研究は，配合飼料価格や光熱費等の高騰による養殖コストの上昇（図１、２） 夏場の水温上

昇等によりマス類養殖を取り巻く環境は年々悪化している。このような状況の中で養鱒業を維持す

るためには 低コストかつ高成長 高飼料効率の給餌率を明らかにし 飼料経費を抑えたマス養殖を

目指す。

３３．．  材材料料及及びび方方法法
ニジマスとは 鮭科の魚でもともとは川や湖で生息しており 降海型と言って海に降りて遡上する

個体もおり それはスチールヘッドと呼ばれる。養殖が盛んであり 内陸養殖されたものと海面養殖さ

れたものがあり おもに内陸養殖はそのままニジマスと呼ばれ 海面養殖はトラウトサーモンもしくはサ

ーモントラウトと呼ばれる。本実験で用いた供試魚は リバレンススチールヘッドトラウトと呼ばれており  
アメリカのアイダホ州にあるリバレンス社と言う会社が養殖生産するスチールヘッドのことである。リバ

レンスは全雌 倍体 アメリカから輸入した卵から育てた１歳魚を 福井県水産試験場より譲受 給餌

率の違いによる成長等の比較を行った。このように福井サーモンに使用されているのは アメリカから

輸入した発眼卵から育てた最強の系統を持つスチールヘッドである。

本試験は 年 月 日から 月 日までの 日間 本校海洋キャンパス 栽培漁業実習

室において実施した。飼育開始時のサイズは試験区 体長 ± ㎝ 平均体長±標準偏

差 体重 ± 平均体重±標準偏差 肥満度 ± 肥満度±標準偏差 試

験区 体長 ± ㎝ 平均体長±標準偏差 体重 ± 平均体重±標準偏

差 肥満度 ± 肥満度±標準偏差 試験区 体長 ± ㎝ 平均体長±標準

偏差 体重 ± 平均体重±標準偏差 肥満度 ± 肥満度±標準偏差 で

給餌率 ％ ％ ％の異なる試験区を設定した 表 。なお 試験区 は飽食量に近いと考え

た。飽食状態とは 通常と比較して飼育魚の摂餌行動が極端に穏やかになり 水槽底面に落ちた飼

料を食べるまでの時間が長く 一度口にした飼料を吐き出す回数が増えるといった状態であることと

定義した。また 給餌前には底面掃除を行い 前日の残餌 糞を取り除いたのち設定の給餌率通り

給餌を行った。飼育は注水温度 ℃から ℃の範囲の地下水を でかけ流した パ

ンライト水槽 有効水量 ℓ において 日間行い 収容魚に対して週 回 日 回 時

分に給餌を行った。試験には市販のマス類用配合飼料 フィード・ワン サーモン 日本海 を

与えた 表 。毎週月曜日 日間毎に飼育魚の測定を行い 平均値を元に給餌量の修正を行っ

た。測定項目は被鱗体長 図 体重とし、被鱗体長と体重より肥満度を算出した。なお 測定時に

は ， に希釈したエチレングリコールモノフェニールエーテル ナカライテスク株式会社 溶液に

て麻酔をかけた魚に対して実施した。試験終了時の総給餌量から飼料効率を 試験結果の解析に

用いた各指標値は次の式により算出した 表 。

図 測定部位
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２２．．  目目的的
本研究は，配合飼料価格や光熱費等の高騰による養殖コストの上昇（図１、２） 夏場の水温上

昇等によりマス類養殖を取り巻く環境は年々悪化している。このような状況の中で養鱒業を維持す

るためには 低コストかつ高成長 高飼料効率の給餌率を明らかにし 飼料経費を抑えたマス養殖を

目指す。

３３．．  材材料料及及びび方方法法
ニジマスとは 鮭科の魚でもともとは川や湖で生息しており 降海型と言って海に降りて遡上する

個体もおり それはスチールヘッドと呼ばれる。養殖が盛んであり 内陸養殖されたものと海面養殖さ

れたものがあり おもに内陸養殖はそのままニジマスと呼ばれ 海面養殖はトラウトサーモンもしくはサ

ーモントラウトと呼ばれる。本実験で用いた供試魚は リバレンススチールヘッドトラウトと呼ばれており  
アメリカのアイダホ州にあるリバレンス社と言う会社が養殖生産するスチールヘッドのことである。リバ

レンスは全雌 倍体 アメリカから輸入した卵から育てた１歳魚を 福井県水産試験場より譲受 給餌

率の違いによる成長等の比較を行った。このように福井サーモンに使用されているのは アメリカから

輸入した発眼卵から育てた最強の系統を持つスチールヘッドである。

本試験は 年 月 日から 月 日までの 日間 本校海洋キャンパス 栽培漁業実習

室において実施した。飼育開始時のサイズは試験区 体長 ± ㎝ 平均体長±標準偏

差 体重 ± 平均体重±標準偏差 肥満度 ± 肥満度±標準偏差 試

験区 体長 ± ㎝ 平均体長±標準偏差 体重 ± 平均体重±標準偏

差 肥満度 ± 肥満度±標準偏差 試験区 体長 ± ㎝ 平均体長±標準

偏差 体重 ± 平均体重±標準偏差 肥満度 ± 肥満度±標準偏差 で

給餌率 ％ ％ ％の異なる試験区を設定した 表 。なお 試験区 は飽食量に近いと考え

た。飽食状態とは 通常と比較して飼育魚の摂餌行動が極端に穏やかになり 水槽底面に落ちた飼

料を食べるまでの時間が長く 一度口にした飼料を吐き出す回数が増えるといった状態であることと

定義した。また 給餌前には底面掃除を行い 前日の残餌 糞を取り除いたのち設定の給餌率通り

給餌を行った。飼育は注水温度 ℃から ℃の範囲の地下水を でかけ流した パ

ンライト水槽 有効水量 ℓ において 日間行い 収容魚に対して週 回 日 回 時

分に給餌を行った。試験には市販のマス類用配合飼料 フィード・ワン サーモン 日本海 を

与えた 表 。毎週月曜日 日間毎に飼育魚の測定を行い 平均値を元に給餌量の修正を行っ

た。測定項目は被鱗体長 図 体重とし、被鱗体長と体重より肥満度を算出した。なお 測定時に

は ， に希釈したエチレングリコールモノフェニールエーテル ナカライテスク株式会社 溶液に

て麻酔をかけた魚に対して実施した。試験終了時の総給餌量から飼料効率を 試験結果の解析に

用いた各指標値は次の式により算出した 表 。

図 測定部位
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図 試験期間を通じた体長の変化

全個体の体長を測定し 平均値と標準偏差を示した。
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図 試験期間を通じた体重の変化

全個体の体重を測定し 平均値と標準偏差を示した。
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図 試験期間を通じた体重の変化

全個体の体重を測定し 平均値と標準偏差を示した。
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図 試験期間を通じた肥満度の変化

全個体の体長と体重を測定し算出 肥満度の平均値と標準偏差を示した。
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４４．．  結結果果
成長は給餌率 の順で早く と では取揚時平均体重で 差に開いた。また

期間中の総給餌量及び増重量も同様の順番で 区と 区では総給餌量で５倍 増重量で２倍

の値を示した。期間を通じた飼料効率は給餌率１ 区 区 区の順となり最も低い３ 区との

差は と低い値を示した 表 表 。

試験期間中の体長 体重と肥満度を図 から に示した。体長はどの試験区も成長が見られた

が 試験開始 日目と３５日目に体重が低下した。また 比較できる範囲で体重に関わらず給餌率

区が増重量 増肉係数に顕著に高い値を示す事が多かった。

５５．．  考考察察
本研究での飼育期間を通じた成長 飼料効率等の飼育成績を表した 表 。

日間にわたる飼育期間の結果 成長は給餌量が多い試験区ほど早く成長の段階に関わらず

給餌量が多い試験区ほど日間成長率が高かった 表 。このことは 成長促進という観点から摂餌

させる飼料の量を増やす事が重要である事を意味している。しかし 成長を早めるために多くの給餌

を行った場合に飼料効率の低下が懸念される 表 。さらに 給餌に時間がかかる欠点も明らかに

なった。その一方で 給餌率 区では瞬間摂餌量があまり変わらなかったため ある段階までは給

餌量を増やしても瞬間摂餌に大きな影響を与えないと考えられた。 区でははじめは瞬間摂餌量

があまり変わらなかったが 給餌量が増えるにつれ摂餌は鈍くなっていった。このため 成長と作業時

間の両面から考えた場合 瞬間摂餌量が低下しない範囲での最大の量が理想的な給餌量と言え

るのかもしれない。マス類養殖における生産コストのうち飼料コストは と大きな比率を占める 。

良好な飼料効率を維持し増肉係数を下げることにもつながる。本研究において 飽食量の給餌が

飼料効率に明確なマイナスの影響を与えたことから 適切な量の給餌を行うことで出荷サイズに至

るまでの飼育期間の短縮と飼料代の軽減を図ることが出来ると考えられた。飼料効率や成長率は

成長段階や淡水と海水飼育でも変化すると思われるため 海水で給餌率を変えた実験を行う必要

がある。最後に 今回の試験は週 日間 日 回 手まきの給餌で実施したが 給餌作業日数の削

減という観点から自動給餌器の導入した場合の給餌日数と飽食給餌量の関係並びに飼料効率等

へ影響については今後調べるべきであろう。
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４４．．  結結果果
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試験期間中の体長 体重と肥満度を図 から に示した。体長はどの試験区も成長が見られた

が 試験開始 日目と３５日目に体重が低下した。また 比較できる範囲で体重に関わらず給餌率

区が増重量 増肉係数に顕著に高い値を示す事が多かった。
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成長段階や淡水と海水飼育でも変化すると思われるため 海水で給餌率を変えた実験を行う必要

がある。最後に 今回の試験は週 日間 日 回 手まきの給餌で実施したが 給餌作業日数の削

減という観点から自動給餌器の導入した場合の給餌日数と飽食給餌量の関係並びに飼料効率等

へ影響については今後調べるべきであろう。
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養鱒技術協議会養殖技術部会活動報告 平成２２年度～令和元年度 取りまとめ

）石原 学・森 竜也 令和元年度ニジマスにおける飼育密度と飼料効率の関係

３ 三浦正之・青柳俊博 令和３年度全国養鱒技術協議会養殖技術部会 ニジマスにおける適正

給餌率の検討

４ 北島 力・佐藤正明 ニジマスの海水養殖に関する研究－Ⅱ 海面生簀による養成について

広島県水産試験場

５）宮台俊明：ふくい産業支援センターオープンイノベーション推進部 編

ふくい産業

おおわわりりにに

持続可能な養殖業を実現するために 育種研究 人工種苗の利用促進 の活用等を推進 栽

培漁業の技術は日進月歩で新しいものが導入されています。それらの新しい技術を素早く吸収し

生徒に伝えていくことが魅力ある授業にもなり 学生時の恩師からの教えに「水産学は実学や ええ

もん作れば売れる 儲かる 儲けなあん 」との教えを伝えていくことで 地元水産業への担い手として

繋がっていくと思います。また これからの時代に遅れないよう研鑽を積み 修業時代にご指導頂いた

諸先輩方のように 栽培漁業にかける情熱を忘れないようにしたい。

短時間でまとめたため 多少読みにくいところがあったかと思いますがお許しください。
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哲学対話の教育学的可能性～対話の談話分析と生徒の振り返りを通じて～
福井県立若狭高等学校 松村一太朗

１．はじめに
本論考では、今年度取り組んできた哲学対話（ ）の実践について紹介し、その実践に

おける談話記録と生徒の振り返り記述の分析を通じて、哲学対話の教育学的な可能性につ
いて論じる。
本校では３年前からハワイ式哲学対話（ ）が取り入れられ、生徒会行事が対話集会に

変わったり、日頃の授業でも を実践する教員が増えたりと徐々に対話の手法が浸透し
つつある。また社会的にも「対話」という言葉をよく目にするようになってきている。し
かし、哲学対話については多種多様な方法や目的が存在し、それゆえに「これが対話だ」
と断定することが難しい状況にある。かつて「主体性」という言葉が独り歩きしてしまっ
たように、この「対話」という言葉もまた社会的な「空語」になりつつあるのではないか
と懸念している。例えば、生徒同士が何かを話し合っていれば「対話」と言えるのだろう
か？「会話」と「対話」の違いとは何か？このような対話に関する疑問は生徒の様子から
もうかがえる。実際に今年の対話行事の後の生徒の感想を読むと「対話って何だろうと思
いました。」、「これって対話って言っていいのだろうかと思いました。」などこれまで経験
してきた「対話」の実践と比較して、その定義が揺らいでいる様子がうかがえた。それは
教員間でも同じだと思われる。実際、私自身も本校に取り入れられた当初は「対話」とい
う言葉の胡散臭さにその教育的効果に対して懐疑的であった。また対話のファシリテータ
ーを務める教師の技が個人技のように見えてややハードルが高いように見えたこともあっ
た。しかし、私自身、哲学対話の本場であるハワイでの実践やその後の国内先進校での実
践の見学およびその後の自身の実践経験を重ねていく中で、少しずつではあるがこの教育
手法の意味や可能性が見えてきた。そして現在はこの手法の教育的な可能性をさらに追究
していきたいと考えている。以上のような経緯や問題意識から、現在私が感じているこの
哲学対話の可能性を実際の具体的な実践や生徒の記述などを通して紹介していきたいと考
えた。

２．ｐ４ｃとは何か？
具体的な実践を紹介する前に、 とは何かについて簡単な説明をしておきたい。 と

は「 」の略語であり、日本では「子どもの哲学」などと紹介されて
いる。この手法はアメリカの哲学者マシュー・リップマンによって１９７０年代に開発さ
れた。大学教授を務めていたリップマンは自分で考えようとせず、正解を待っている当時
の大学生の姿を見て、高校教育までの段階で考える力の育成が十分にできていないのでは
ないかという課題意識をもった。また大学で教授される哲学は偉大な思想家たちの思想を
読み解くことが中心であり、日常の思考とは乖離していることにも問題関心をもっていた。
そうしたなかで日常の「 ＝不思議に思う気持ち」を大切にして、そこから物事の本
質を考えていく の形が作られていった。 の「ｐ」が小文字であるのは、大学で教
授される哲学を大文字の に対して、日常で私たちが考えるような身近さという意味をも
っている。その後、ハワイ大学のトーマス・ジャクソン教授がこの をハワイの学校に
広めていく中でさらに洗練させ、現在に至っている。ハワイでこうした手法が根付いたの
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哲学対話の教育学的可能性～対話の談話分析と生徒の振り返りを通じて～
福井県立若狭高等学校 松村一太朗

１．はじめに
本論考では、今年度取り組んできた哲学対話（ ）の実践について紹介し、その実践に

おける談話記録と生徒の振り返り記述の分析を通じて、哲学対話の教育学的な可能性につ
いて論じる。
本校では３年前からハワイ式哲学対話（ ）が取り入れられ、生徒会行事が対話集会に

変わったり、日頃の授業でも を実践する教員が増えたりと徐々に対話の手法が浸透し
つつある。また社会的にも「対話」という言葉をよく目にするようになってきている。し
かし、哲学対話については多種多様な方法や目的が存在し、それゆえに「これが対話だ」
と断定することが難しい状況にある。かつて「主体性」という言葉が独り歩きしてしまっ
たように、この「対話」という言葉もまた社会的な「空語」になりつつあるのではないか
と懸念している。例えば、生徒同士が何かを話し合っていれば「対話」と言えるのだろう
か？「会話」と「対話」の違いとは何か？このような対話に関する疑問は生徒の様子から
もうかがえる。実際に今年の対話行事の後の生徒の感想を読むと「対話って何だろうと思
いました。」、「これって対話って言っていいのだろうかと思いました。」などこれまで経験
してきた「対話」の実践と比較して、その定義が揺らいでいる様子がうかがえた。それは
教員間でも同じだと思われる。実際、私自身も本校に取り入れられた当初は「対話」とい
う言葉の胡散臭さにその教育的効果に対して懐疑的であった。また対話のファシリテータ
ーを務める教師の技が個人技のように見えてややハードルが高いように見えたこともあっ
た。しかし、私自身、哲学対話の本場であるハワイでの実践やその後の国内先進校での実
践の見学およびその後の自身の実践経験を重ねていく中で、少しずつではあるがこの教育
手法の意味や可能性が見えてきた。そして現在はこの手法の教育的な可能性をさらに追究
していきたいと考えている。以上のような経緯や問題意識から、現在私が感じているこの
哲学対話の可能性を実際の具体的な実践や生徒の記述などを通して紹介していきたいと考
えた。

２．ｐ４ｃとは何か？
具体的な実践を紹介する前に、 とは何かについて簡単な説明をしておきたい。 と

は「 」の略語であり、日本では「子どもの哲学」などと紹介されて
いる。この手法はアメリカの哲学者マシュー・リップマンによって１９７０年代に開発さ
れた。大学教授を務めていたリップマンは自分で考えようとせず、正解を待っている当時
の大学生の姿を見て、高校教育までの段階で考える力の育成が十分にできていないのでは
ないかという課題意識をもった。また大学で教授される哲学は偉大な思想家たちの思想を
読み解くことが中心であり、日常の思考とは乖離していることにも問題関心をもっていた。
そうしたなかで日常の「 ＝不思議に思う気持ち」を大切にして、そこから物事の本
質を考えていく の形が作られていった。 の「ｐ」が小文字であるのは、大学で教
授される哲学を大文字の に対して、日常で私たちが考えるような身近さという意味をも
っている。その後、ハワイ大学のトーマス・ジャクソン教授がこの をハワイの学校に
広めていく中でさらに洗練させ、現在に至っている。ハワイでこうした手法が根付いたの

は思考力の育成という目的も当然あるが、人種や出自が多様な社会的背景の中で実際にそ
うした多様性を踏まえた上での対話が必要であるという現地の状況もあった。そのため、
ハワイで発展した は思考力だけでなく、対話を通じて知的安全性（＝ ）が保た
れたコミュニティを形成することにも力点が置かれていることが特徴である。例えば、発
言権をもった人物を可視化する「コミュニティボール」というツールがあったり、参加者
全員で１つの円になって対話を実践するのもお互いの声を傾聴し合うことを大切にしてコ
ミュニティを醸成しようとする狙いがあるためである。
では日本ではこの の手法はどのように浸透しているのだろうか。調べたところ、日

本では東日本大震災をきっかけに東北地方、特に宮城県で浸透し始めたという。大震災を
経験してまさに自らの生のあり方を根本から見つめ直す必要性があったからだと考えられ
る。他にも私が知りうる限りでは、岐阜大学附属小中学校の社会科を中心としたコミュニ
ティや道徳教育の分野で小中学校を中心として取り入れられている。しかし、教科の専門
性と内容の密度が増す高校での実践はまだまだ少ないのではないかと考えている。

３．筆者が に注目した理由
先述したように、私自身この手法が本校に取り入れられ始めたころはその効果に対して

懐疑的であった。一方で実践者として悩みを抱えていたこともまた事実であった。具体的
には、苦労して集めた資料を使って授業をしてもなかなかこちらが想定していたところま
で深まらないこと、生徒同士の意見交換は積極的に行っていたがそこからお互いの違いを
踏まえて話を深めていくということができないこと、そうしてお互いの違いに気づいても
「みんな違ってみんないいよね！」という安易な相対主義あるいは思考放棄になってしま
っていないか、といったような課題意識があった。そのようななかで、幸運にも実際にハ
ワイに行って現地の実践を目にする機会に恵まれた。実際に現地の実践を見て分かったこ
ととして、 と一口にいっても本当に多種多様な方法があること、 を深めるには教
師の役割が重要になること、教師は必要なタイミングで本質的な話に深まるような問を投
げかけること、などといったことが挙げられる。しかし、何よりも衝撃だったのは生徒が
自らの内から湧き上がってくる疑問を素直に表出し、問に対してお互いの声を重ね合わせ
ている姿を見たことであった。日本では学校段階が上がっていくにつれて失われていって
いるような「子ども本来の姿」がそこにあったように私には思えた。その後、国内の先進
校の実践の見学も重ねた。岐阜大学附属小中学校の社会科の実践では教師がファシリテー
ターになって社会科として深めたい本質にどんどんと迫っていく授業、佐渡の小学校の実
践では子どもと一緒に を掘り深めていく授業、新潟附属中学校の実践では生徒が
ゼロから対話を作り上げて７０人全員で対話をする授業など素敵な実践を見学することが
できた。そうしたなかで私自身もこの の手法を自らの実践に取り入れることで先述し
た課題を乗り越えていけるのではないかと思うようになった。
そして、昨年度１年生の「歴史総合」の授業の中で の実践を重ねた。はじめは４人

程度の小グループと教師のやりとりを往還する岐阜大附属をモデルとした から始めた。
「責任とは何か？」、「自由とは何か？」、「平和とは何か？」といった本質的な問いについ
て生徒と一緒に考えることができた。そうしたなかで私が感じたこの手法の意義は大きく
３点であった。１点目はなによりも物事の本質について生徒が思考できることである。日
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頃の生活では深く考えることもないような物事の根源について、じっくりと考えることが
できるのはやはりこの ならではであると感じた。２点目は生徒の変化である。 を
始めてから、生徒が自ら問をもって授業に臨んだり、レポート課題などもより探究的なテ
ーマで取り組めるようになったと感じた。生徒の問いを大切にし、問を表出させることを
繰り返す中で生徒が本来の姿を取り戻しつつあったように見えた。また をすることで
自然と多面的・多角的な思考ができることも魅力であると感じた。お互いの声を傾聴する
中で自然と自分とは全く異なる存在に気づくことができることができるためだと考えた。
３点目は教師にとっての意味である。以上のような生徒の変容を見ることで私自身も生徒
の見方が変わったのである。「この生徒はこんなことを考えていたんだな」、「こんな面白い
問いをもっていたのか」といったように普通の授業をしていただけでは見えなかったであ
ろう生徒の姿を多々見ることができた。以上のような魅力を感じつつ、今年度は２年生の
「公共」の授業を中心に実践を重ねてきた。

４－１．事例紹介
ここからは今年度実践した内容を紹介する。紹介する実践は２年生「公共」の授業であ

る。経済分野の単元の中で実施した。単元の流れは以下の通りである。
①経済分野の基礎事項を学習（経済思想史→市場経済の仕組み→家計・政府・企業の働き）
②資料文の提示（猪木武徳「自由と秩序 競争社会の２つの顔」）
③ を実施（２時間活用）
②について簡単に説明すると、筆者は資本主義経済の下では自由が大事になるがそれゆ

えの問題点もあることを指摘した文章である。問題点として挙げられていたのが「過度な
競争による不正の発生」と「競争の自己目的化」の２点である。私の狙いとしては、ここ
まで資本主義経済下の仕組みを学習してきたが、果たしてその資本主義には問題はないの
だろうか、ということを一度立ち止まって考えてほしいということであった。
③ではまず資料文を踏まえて、生徒に１人１つ問を挙げてもらった。その後、そのクラ

スの生徒が で考えてみたい問いを挙手（何度でも可）し、最も得票した問を始まりの
問いとして設定した。選ばれた問いは「受験や勉強の面において自己目的化した競争はだ
めなのか」であった。資料文では資本主義の問題点として競争することが目的化してしま
って過激化したり、本来の目的を見失ってしまうという指摘があったが、それを生徒は日
常の文脈にひきつけて今まさに関心が高まっている受験や勉強においてその競争を競争す
ることを目的として頑張ることはダメなのか、という問いとして表出したと考えられる。

４－２ 時間目の の概要
では、実際 はどのように展開したのか、について以下では紹介する。１時間目につ

いては グループにわけて実施したため対話の概要を示す。
①グループ の展開
グループ については問が多く出たため、様々な話題に話が展開した。
・競争はモチベーションアップと成長につながるため必要
・競争を目的とするのはよくないが、方法としては良いのではないか
・そもそも「受験」と「勉強」は意味が違うのではないか
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頃の生活では深く考えることもないような物事の根源について、じっくりと考えることが
できるのはやはりこの ならではであると感じた。２点目は生徒の変化である。 を
始めてから、生徒が自ら問をもって授業に臨んだり、レポート課題などもより探究的なテ
ーマで取り組めるようになったと感じた。生徒の問いを大切にし、問を表出させることを
繰り返す中で生徒が本来の姿を取り戻しつつあったように見えた。また をすることで
自然と多面的・多角的な思考ができることも魅力であると感じた。お互いの声を傾聴する
中で自然と自分とは全く異なる存在に気づくことができることができるためだと考えた。
３点目は教師にとっての意味である。以上のような生徒の変容を見ることで私自身も生徒
の見方が変わったのである。「この生徒はこんなことを考えていたんだな」、「こんな面白い
問いをもっていたのか」といったように普通の授業をしていただけでは見えなかったであ
ろう生徒の姿を多々見ることができた。以上のような魅力を感じつつ、今年度は２年生の
「公共」の授業を中心に実践を重ねてきた。

４－１．事例紹介
ここからは今年度実践した内容を紹介する。紹介する実践は２年生「公共」の授業であ

る。経済分野の単元の中で実施した。単元の流れは以下の通りである。
①経済分野の基礎事項を学習（経済思想史→市場経済の仕組み→家計・政府・企業の働き）
②資料文の提示（猪木武徳「自由と秩序 競争社会の２つの顔」）
③ を実施（２時間活用）
②について簡単に説明すると、筆者は資本主義経済の下では自由が大事になるがそれゆ

えの問題点もあることを指摘した文章である。問題点として挙げられていたのが「過度な
競争による不正の発生」と「競争の自己目的化」の２点である。私の狙いとしては、ここ
まで資本主義経済下の仕組みを学習してきたが、果たしてその資本主義には問題はないの
だろうか、ということを一度立ち止まって考えてほしいということであった。
③ではまず資料文を踏まえて、生徒に１人１つ問を挙げてもらった。その後、そのクラ

スの生徒が で考えてみたい問いを挙手（何度でも可）し、最も得票した問を始まりの
問いとして設定した。選ばれた問いは「受験や勉強の面において自己目的化した競争はだ
めなのか」であった。資料文では資本主義の問題点として競争することが目的化してしま
って過激化したり、本来の目的を見失ってしまうという指摘があったが、それを生徒は日
常の文脈にひきつけて今まさに関心が高まっている受験や勉強においてその競争を競争す
ることを目的として頑張ることはダメなのか、という問いとして表出したと考えられる。

４－２ 時間目の の概要
では、実際 はどのように展開したのか、について以下では紹介する。１時間目につ

いては グループにわけて実施したため対話の概要を示す。
①グループ の展開
グループ については問が多く出たため、様々な話題に話が展開した。
・競争はモチベーションアップと成長につながるため必要
・競争を目的とするのはよくないが、方法としては良いのではないか
・そもそも「受験」と「勉強」は意味が違うのではないか

→受験は点数を取るため、勉強は学びを深めるため
競争は本当に必要なのか？競争することで嫌な思いをする人が出るのではないか

→でもその負ける経験が次の成長につながるのではないか
そもそもテストの順位がついて成績が返ってくるから競争意識が高まるのでは？

→でも、順位が出ないと頑張った努力に対する報酬がない気がして寂しい
→ということは、私たちは本能的に競争を必要としているのではないか
平均点や中央値を出す意味って何だろう？

→私たちは学校のシステムの中で競争に追い込まれているとも言えるのでは
②グループ の展開
グループ についてはややディベートのように肯定派・否定派にわかれて話が展開した。
【競争肯定派の意見】
・なんだかんだ自分の力になる
・競争があることで頑張る人がいる
・今の社会システムがそうなっているからそこで勝ち上がるためにはそのなかで頑張る
しかない

・受験において社会のためになんて考えることはできない
【競争反対派の意見】
・競争を目的とすると終わった後に目的を失ってしまう
・学歴主義を強化してしまっているのではないか
・競争したくない人も巻き込んでしまっているのではないか
・勉強はもっと社会的意義を意識して取り組むべきだ

４－３． 時間目の の概要
時間目については前回の対話を踏まえて改めて問い出しから始まった。 回目と同様

の方法で問を出したところ、 回目の始まりの問いとして「なぜわたしたちは競争したり、
他と比べたがるのか」という問いが選ばれた。なお 回目については１つの輪になって対
話したため、発話記録を提示する。

〈始まりの問い：なぜ私たちは競争したり、他と比べたがるのか〉
＊数字は発話番号を示す。 ＊ は教師を示す。

１：人間が競争を好むのは生存本能以外の心理があるのではないか、と昨日の話を聞いて
思った。

２：優越感で得られる幸福がある。自分の地位を確立して幸福を得ている。
３：人と比べて自分が高ければ安心するし、低ければ頑張ろうと思える。その点で比較す
ることは大切。

戦争とか起きているが、それはたんに自分たちがしたいからしているのではないか
４：自信がない人は自分よりできていない人を見て、安心とかしたくなってしまうのでは

ないか
５：周りが競争しているから自分もそれに入って楽しめるかなと思って競争している。社

会のシステムがそうできているから自分もそうなっているのかなと思う。
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６：あんまりイメージできていないけど、僕自身は勉強の競争は面白いと思っている。そ
こで勝って上に上がっていくことが楽しいと思っている。競争以外の心理で勉強して
いるところもある。例えば、数学は自分の中の解法を増やす、自分のできることが増
えるという楽しさがあってやっていることろもある。

７：競争の結果を考えると勝負することで相手に勝とうとさせるという点で成長させるこ
とにつながる。

８：ひとはもともと不安がりやすい動物。そのおかげで考えてきたからこそ成長してきた。
そのなかで他人と比較するという方法が生まれてきた。

９：今の社会のシステムでは競争に勝った方を採用するという制度があって、それが今の
自分たちにもしみこんでいる。だから競争してしまう。

：やりたいからやるという理由。多くの人が勝って楽しいと思えるようになったから今
の制度がそうなっているのではないか。

：システムに競争させられている部分もあるが、心理の部分で言うと昔は身分の高低差
があった。自分は上に行きたいというより、下にいきたくない。下から逃げていると
いう心理で競争に参加している。

：生物学的に見て、動物は種の繁栄のために競争しているが、今の種の繁栄という目的
が薄れてきて、自分の存在の証明のために競争するようになってきている。

：自分を確立させることが競争に勝つことしかないのか？競争するということは絶対に
負ける人がいる。それは悲しいことではないか。そうしなくてもよくて、一人一人が
自分に誇りに持てる社会にするにはどうしたらいいか？

：なぜ優越感、自分より低い人がいると思うと安心するのか。もう一つなぜ競争させる
システムが成り立っているのか。全員が競争せずに幸せになるにはどうしたらいい
か？実際の社会に持ち込んでくると難しいと思うが、全員の席があればよいと思う。
今の社会は椅子取りゲームのようになっているから競争が生まれているのではないか。

→ここでいったんブレイク（隣同士ここまでの感想や疑問を共有）
：多くの人が競争が楽しいから成り立っているといったが、そうは思わない。負けそう
な人は競争したくないと思う。競争したい人と競争したくない人がいるはず。現時点
で社会的に力を持ちやすい人がそれを維持するために社会制度を維持している。資本
主義を作り出したのは、労働者ではなかった。現時点で力を持っている人がなぜ自分
が力を持っているのかを正当化するために今は競争システムが残っているのではない
か。

：例えば？もう少し説明してほしい。
：学力って平等ではないと思っていて、東京とかは受験戦争がある、幼稚園・小学校・
中学校での受験があってかかるお金が違う。旧帝大に入れる人はそうやってお金をか
けることが出来た人たち。今もいい大学を出て、高い社会的地位についている人は小
さい時から課金してきた人たち。これって本当に学力っていう公正な競争の結果なの
かというとそうではないと思っている。彼らはそうは言わない。そういったら自分の
すごさ、正当性がなくなる。だからこそそれを隠すための別の正当性を持たせるシス
テムを作っている。

：的外れかもしれないが、今の話を聞いて理論的にはわかったが、日本もまた世界的に
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６：あんまりイメージできていないけど、僕自身は勉強の競争は面白いと思っている。そ
こで勝って上に上がっていくことが楽しいと思っている。競争以外の心理で勉強して
いるところもある。例えば、数学は自分の中の解法を増やす、自分のできることが増
えるという楽しさがあってやっていることろもある。

７：競争の結果を考えると勝負することで相手に勝とうとさせるという点で成長させるこ
とにつながる。

８：ひとはもともと不安がりやすい動物。そのおかげで考えてきたからこそ成長してきた。
そのなかで他人と比較するという方法が生まれてきた。

９：今の社会のシステムでは競争に勝った方を採用するという制度があって、それが今の
自分たちにもしみこんでいる。だから競争してしまう。

：やりたいからやるという理由。多くの人が勝って楽しいと思えるようになったから今
の制度がそうなっているのではないか。

：システムに競争させられている部分もあるが、心理の部分で言うと昔は身分の高低差
があった。自分は上に行きたいというより、下にいきたくない。下から逃げていると
いう心理で競争に参加している。

：生物学的に見て、動物は種の繁栄のために競争しているが、今の種の繁栄という目的
が薄れてきて、自分の存在の証明のために競争するようになってきている。

：自分を確立させることが競争に勝つことしかないのか？競争するということは絶対に
負ける人がいる。それは悲しいことではないか。そうしなくてもよくて、一人一人が
自分に誇りに持てる社会にするにはどうしたらいいか？

：なぜ優越感、自分より低い人がいると思うと安心するのか。もう一つなぜ競争させる
システムが成り立っているのか。全員が競争せずに幸せになるにはどうしたらいい
か？実際の社会に持ち込んでくると難しいと思うが、全員の席があればよいと思う。
今の社会は椅子取りゲームのようになっているから競争が生まれているのではないか。

→ここでいったんブレイク（隣同士ここまでの感想や疑問を共有）
：多くの人が競争が楽しいから成り立っているといったが、そうは思わない。負けそう
な人は競争したくないと思う。競争したい人と競争したくない人がいるはず。現時点
で社会的に力を持ちやすい人がそれを維持するために社会制度を維持している。資本
主義を作り出したのは、労働者ではなかった。現時点で力を持っている人がなぜ自分
が力を持っているのかを正当化するために今は競争システムが残っているのではない
か。

：例えば？もう少し説明してほしい。
：学力って平等ではないと思っていて、東京とかは受験戦争がある、幼稚園・小学校・
中学校での受験があってかかるお金が違う。旧帝大に入れる人はそうやってお金をか
けることが出来た人たち。今もいい大学を出て、高い社会的地位についている人は小
さい時から課金してきた人たち。これって本当に学力っていう公正な競争の結果なの
かというとそうではないと思っている。彼らはそうは言わない。そういったら自分の
すごさ、正当性がなくなる。だからこそそれを隠すための別の正当性を持たせるシス
テムを作っている。

：的外れかもしれないが、今の話を聞いて理論的にはわかったが、日本もまた世界的に

見たら「勝ち組」といわれるかもしれない。でも私たちはそれを選択できない。まず
根本の地の部分を選択できない。だからこの指摘をされると自分の足元を崩されたよ
うに動揺するのではないか、自分が選択できないからどうしようもない。自分たちが
選べない部分で指摘されてもどうしようもない、それを自覚したうえで私たちはこう
いう場で生まれたのだから「何ができるのか」と前向きに考えていったらいいのでは
ないか。それが社会的な責任なんじゃないか。

：だから私は競争の目的化は良くないと思っていた。競争は「価値を一元化する」とい
う作用がある。それが問題。多元的な価値を競争は否定してしまう。一元化されるの
は現時点で優位な立場にある人の価値になってしまうのではないか。自分たちが常に
多数派の立場ではない。

：教育の面では競争は見かけかもしれないけれど、競争せざるを得ない状況ではある。
例えば、戦争とかはただやりたいという理由が本音で、「○○を救うため」というよう
な見せかけの理由を作っているだけではないか。人道支援だって自分たちが恵まれて
いるという優越感を感じるための行為なのかもしれないと思うと、怖いと思った。た
だ私たちが立場が優越であることを示すために努力しているのか。それが怖いと思っ
た。

：先生としては今日の話を今１７歳の君たちに聞かせてよかったのか、少しためらいと
いうか不安がある。でも君たちが人生のどこかの段階で今日のような話に出会うこと
に大きな意味があると思っている。現段階では腑に落ちない人や理解できなかった人
がいるかもしれないが、今君たちが頑張って取り組んでいる「競争」について問い直し
ができたことは大きな意味があったと思う。今のモヤモヤや考えたこと、さらに湧いて
きた疑問をしっかりと振り返りに書いてほしい。

５－１．分析：生徒の発話記録より
以下では、主に 時間目の発話記録をもとにして談話の構造分析をしたい。下図のよう

に全体の展開をまとめた。まず展開１として発話番号１～１２に見られるように、各自が
考える競争の理由が述べられていった。生徒の話からは「優越感」、「起爆材料」、「安心を
得るため」、「社会のシステムがそうなっているから」、「自分の存在証明のため」といった
理由が挙げられた。次に展開２として生徒が問を表出した。発話番号１３・１４に見られ
るようにここまでの対話を踏まえた上で疑問に思ったことを挙げてくれた。「自分を確立
させることが競争に勝つことしかないのか？」、「一人一人が自分に誇りに持てる社会にす
るにはどうしたらいいか？」、「なぜ自分より低い人がいると思うと安心するのか？」、「な
ぜ競争させるシステムが成り立っているのか？」、「全員が競争せずに幸せになるのはどう
したらいいか？」といった問が挙がった。ここで私は生徒の様子を見て、いったん考える
時間を確保しようと思い、ミニブレイクの時間を設けた。生徒は自然と隣同士で気になる
ことを話していた。続いて、「なぜ競争させるシステムが成り立っているのか」という問い
に対する回答として１５番のような考えを提示してくれる生徒が現れた。この発言は非常
に鋭く、競争のシステムは現時点で力を持っている人がその正当性を示すために維持して
いるのではないか、という指摘であった。この指摘はやや生徒にはわかりにくいのではな
いかと考えた私はその生徒にもう少し具体的に説明するように促した。そこで説明してく
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れたのが１６番の発話である。この生徒はいわゆる学力の格差は家庭の文化資本や経済力
といった本人の努力以外の要素もあることを指摘し、それは「公正な競争」ではないと主
張する。だからこそ、実際は不公平なその競争を正当化するために学力においては「努力
の差」によって生まれると思わせるようなシステムを維持している、と指摘している。こ
の指摘を受けて、クラスには「そうだとしてもどうしたらいいのか？」、「そんなこと言わ
れても」といったやや困惑の空気が流れた。そこで口を開いたのが１７番の生徒だった。
この生徒は理論的にはそうだとしても「私たちはそれを選択できない」だから「どうしよ
うもない」という真っ当な返答をする。だからこそ、そうした事実を自覚したうえで未来
志向で「何ができるか」を前向きに考えることが私たちに課せられた「社会的な責任」な
のでは？と提起した。この発言を受けてクラスの空気もやや前向きになった。この話に続
けて先ほど１５・１６番の発話をした生徒が１７番で「競争は価値を一元化する」という
本質的な問題点を指摘した。周囲の生徒はここまでの話を踏まえて競争システムが抱える
本質的な問題点に気づいた様子だった。そして最後に私は今回の始まりの問いを出した生
徒に感想を求めた。その生徒の回答が１９番の発話である。この生徒の発言に「怖い」と
いう言葉が表出するように、今回の対話を受けて自分たちが善意と思ってやっていたこと
も実は優越感を感じるためのような無自覚の悪意があるのではないか、そう思うと「怖い」
という主旨の発言であると理解できる。最後に私は今回の対話の意義を伝える必要がある
と思い、フォローを入れてこの時間は終了した。

図１：２時間の の展開図
５－２．分析：生徒の振り返りより
生徒は今回の対話をどのように受け止めたのだろうか。まず考えの深まりについては図

２のように概ねほとんどの生徒が「深まった」と自己評価していることがわかる。一方で
セイフティについては話がかなり本質的で難しい内容になったこともあるためか、５段階
中２と３と評価する生徒が９名ほどいたことがわかる。記述について分析すると、「競争が
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れたのが１６番の発話である。この生徒はいわゆる学力の格差は家庭の文化資本や経済力
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けて先ほど１５・１６番の発話をした生徒が１７番で「競争は価値を一元化する」という
本質的な問題点を指摘した。周囲の生徒はここまでの話を踏まえて競争システムが抱える
本質的な問題点に気づいた様子だった。そして最後に私は今回の始まりの問いを出した生
徒に感想を求めた。その生徒の回答が１９番の発話である。この生徒の発言に「怖い」と
いう言葉が表出するように、今回の対話を受けて自分たちが善意と思ってやっていたこと
も実は優越感を感じるためのような無自覚の悪意があるのではないか、そう思うと「怖い」
という主旨の発言であると理解できる。最後に私は今回の対話の意義を伝える必要がある
と思い、フォローを入れてこの時間は終了した。

図１：２時間の の展開図
５－２．分析：生徒の振り返りより
生徒は今回の対話をどのように受け止めたのだろうか。まず考えの深まりについては図

２のように概ねほとんどの生徒が「深まった」と自己評価していることがわかる。一方で
セイフティについては話がかなり本質的で難しい内容になったこともあるためか、５段階
中２と３と評価する生徒が９名ほどいたことがわかる。記述について分析すると、「競争が

存在する理由が本能的にこうだからだけで終わらずに、話が広がっていて面白かったです。
勉強についてはいままで当たり前のように順位がでて競い合っていたのでハッとさせられ
る話が多かったです。これからの受験勉強にも繋げられそうな対話だったのでとても面白
かったです。」といった声や、「自分のことは自分で選択していると考えていたけれど、今
日の話を聞いて社会の枠組みに囚われている部分が少なからずあるんだろうなと考えた。
また、自分はやりたいことをできる家庭に生まれたから資本主義を受け入れられているし、
その世界で生きているけど、もし生まれる環境が違ったらどうなのか考えるべきだなと思
った。そのうえでどのようにして社会に還元していくかが大切だなと考えた。」といった声
のように対話を通じて自分の理解や認識の問い直しができている生徒の様子が見られた。
一方で「私達は、置かれた環境を最大限活用して社会に還元する。そのとおりだけど、あ
まりに綺麗事すぎるとも思います。私は、社会に還元することを目的とした学びじゃなく
て、自分の興味関心を追求する学びを大学でしたいと思っているし、それはだめなことだ
とは思っていないです。難しくてよくわからなかったです。」といった声や「自分の考え
としては勉強や受験を自己目的化することは反対だが今の社会では必ず誰かと競わなけれ
ばいけないときがあるのでそこを割り切るべきだと思う。」といった声もあり、対話を踏ま
えて自分の当初の意見が強化されたり、再認識された様子もあった。つまり、対話をして
全員が内容を素直に受け取って変容するわけではないことがうかがえる。また「今の日本
は資本主義経済なので自分の将来の夢やのぞみを叶えるためには誰かを蹴落とす必要があ
る、もし競争がなく国民全員ができることを自分がして誇りややりがいを感じるだろう
か？この対話では競争の善悪の線引がどこなのか疑問に思った。」や「私達は自分が幸せか
どうかを自分で決めることができているだろうか？結局は他人が決めた幸せの基準を満た
そうと必死になっているだけではないのか？絶対的 主観的 な幸せは存在するのか？」と
いったより本質的な問をあげて考えを深めようとしている生徒の姿も見られた。このよう
に対話は時間で区切ったとしても生徒のなかには問が残り続け、そうした疑問を抱えて今
後も生きていくといえる。

←図２：考えの深まり（自己評価）

図３：セイフティ（自己評価）→
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６．考察
以上の事例をもとに考えたことを述べる。まず対話の構造分析から見えたこととしては

大きく２点である。１つ目はやはり対話は「問い」によって深まるということである。発
話記録にもあったように問いが出ることで話題は転換し、縦に深くなっていく。しかし、
はじめから問いばかりあげていても深まることはないだろう。そこまでの発話（思考）の
蓄積があるからこそより本質的な問いが立ち上がるのだろう。今回の事例は問いによって
話が深まった非常にわかりやすい好例だったと考える。２つ目は対話とは生徒同士の思考
と言葉のリレーであるということである。当然のことのように思えるが、対話は生徒の発
話の積み重ねによって展開していく 回性のものである。誰が・どのタイミングで・何を
話すか、によって対話は毎回異なってくる。その意味で１回１回の対話の場は貴重なもの
であり、そこに参加した人たちでしか作ることができないものであるといえる。お互いの
声を傾聴し合い、言葉と思考を重ねていくからこそ自然と多面的・多角的なものの見方が
できていくのだろうと改めて考えた。
次に生徒の振り返りから見えたこととして２点挙げたい。１つ目は話の深まりとセイフ

ティの関係性である。今回の対話は数値が示しているように全員にとってセイフティが保
たれたものではなかったと言える。生徒が振り返りでも書いていたように話が深まってい
くことで何を話していいのか、自分がこれから発言することは話題に沿っているのかとい
うことを考えてしまいセイフティが下がってしまうと考えられる。話の深まりとセイフテ
ィを両立させていける対話コミュニティのあり方を今後検討していきたい。２つ目は、発
言をしなくても生徒の思考は深まっているということである。「対話」というとみんなが話
をする必要があると思ってしまいがちである。実際、私が担当するクラスでも「なかなか
話ができなくて・・」と悩む生徒がいたが、「対話」と言ってしまうと無前提に話をしない
といけない、という気持ちが参加者の中で生まれてしまうのではないかと考えた。しかし、
対話で大事なことは他者の考えを傾聴し、自分の見方を問い直すことであると考えるなら
ば、必ずしも発言は必要ないと言えるだろう。実際に振り返りを見ると一度も発話しなか
った生徒であっても非常によく考えたことがわかる記述をしている。「対話」では無理に話
さなくてもよい自由もある、ということを教師も生徒も認識することが大切であると考え
た。

７．おわりに
最後に対話の教育学的な可能性について言及したい。これまで約２年ほど哲学対話に取

り組む中で、私はこの実践を現代の教育の潮流とは別の次元で捉えるべきものだと考える
ようになった。すなわち、現代の「指導と評価の一体化」の枠の中でこの実践を考えるべ
きではないということである。私たちの学校現場では学習指導要領における目標―指導―
評価の一体化を図る実践と評価が浸透しているが、この教育方法は歴史的に見れば決して
唯一の道ではない。たしかにこの教育手法は教師が目標をもち、その目標が達成されるプ
ロセス（方法）を検討し、どの程度達成できているか、課題はないかを途中で把握し（形
成的評価）、最終的にその目標が達成されたのかを確認する（総括的評価）という点で教師
に自身の実践に対する責任意識をもたせるということやそもそも目標も評価もなく実践さ
れている授業を問い直すという意味をもっており、私自身はとても意義があることだと考
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６．考察
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話記録にもあったように問いが出ることで話題は転換し、縦に深くなっていく。しかし、
はじめから問いばかりあげていても深まることはないだろう。そこまでの発話（思考）の
蓄積があるからこそより本質的な問いが立ち上がるのだろう。今回の事例は問いによって
話が深まった非常にわかりやすい好例だったと考える。２つ目は対話とは生徒同士の思考
と言葉のリレーであるということである。当然のことのように思えるが、対話は生徒の発
話の積み重ねによって展開していく 回性のものである。誰が・どのタイミングで・何を
話すか、によって対話は毎回異なってくる。その意味で１回１回の対話の場は貴重なもの
であり、そこに参加した人たちでしか作ることができないものであるといえる。お互いの
声を傾聴し合い、言葉と思考を重ねていくからこそ自然と多面的・多角的なものの見方が
できていくのだろうと改めて考えた。
次に生徒の振り返りから見えたこととして２点挙げたい。１つ目は話の深まりとセイフ

ティの関係性である。今回の対話は数値が示しているように全員にとってセイフティが保
たれたものではなかったと言える。生徒が振り返りでも書いていたように話が深まってい
くことで何を話していいのか、自分がこれから発言することは話題に沿っているのかとい
うことを考えてしまいセイフティが下がってしまうと考えられる。話の深まりとセイフテ
ィを両立させていける対話コミュニティのあり方を今後検討していきたい。２つ目は、発
言をしなくても生徒の思考は深まっているということである。「対話」というとみんなが話
をする必要があると思ってしまいがちである。実際、私が担当するクラスでも「なかなか
話ができなくて・・」と悩む生徒がいたが、「対話」と言ってしまうと無前提に話をしない
といけない、という気持ちが参加者の中で生まれてしまうのではないかと考えた。しかし、
対話で大事なことは他者の考えを傾聴し、自分の見方を問い直すことであると考えるなら
ば、必ずしも発言は必要ないと言えるだろう。実際に振り返りを見ると一度も発話しなか
った生徒であっても非常によく考えたことがわかる記述をしている。「対話」では無理に話
さなくてもよい自由もある、ということを教師も生徒も認識することが大切であると考え
た。

７．おわりに
最後に対話の教育学的な可能性について言及したい。これまで約２年ほど哲学対話に取

り組む中で、私はこの実践を現代の教育の潮流とは別の次元で捉えるべきものだと考える
ようになった。すなわち、現代の「指導と評価の一体化」の枠の中でこの実践を考えるべ
きではないということである。私たちの学校現場では学習指導要領における目標―指導―
評価の一体化を図る実践と評価が浸透しているが、この教育方法は歴史的に見れば決して
唯一の道ではない。たしかにこの教育手法は教師が目標をもち、その目標が達成されるプ
ロセス（方法）を検討し、どの程度達成できているか、課題はないかを途中で把握し（形
成的評価）、最終的にその目標が達成されたのかを確認する（総括的評価）という点で教師
に自身の実践に対する責任意識をもたせるということやそもそも目標も評価もなく実践さ
れている授業を問い直すという意味をもっており、私自身はとても意義があることだと考

えている。一方で、こうした教育手法の根底には、まるでロボットのパーツを組み立てて
完成させていくような工学的な発想があるといえ、有識者も指摘しているところである。
また教育社会学者の中村教授によれば結局のところ近代以降の能力主義社会（メリトクラ
シー）では目標とする題目が点々と変わっているだけであり、本質は変わっていないと指
摘している。つまり、現代は「資質能力」という言葉がそのお題目になっているだけだと
いう。また教育方法学の世界では「ヒドゥン・カリキュラム」という言葉があるように子
どもたちは授業を通して教師が設定した目標以外のことも学んでいるという。自分自身の
被教育経験を思い出せば、むしろ授業の内容以外のほうから学んだことも多かったように
も思う。教育方法学者の佐藤教授は先述したような教育工学的な教育方法に否定的であり、
そうした手法はむしろ子どもの学びの豊かさを奪ってしまうと警鐘を鳴らしている。
以上のような教育方法をめぐる議論を踏まえつつ、改めて哲学対話の実践をとらえなお

すと、もちろん「深く考える力」や「本質的に考える力」、「他者の声を傾聴する姿勢」な
ど育てたい資質能力はあるわけだが、それがいかに育まれ達成されたかを評価するのは避
けたほうが良いのではないか、というのが私個人の見解である。このような資質能力を育
てるために哲学対話をしています、と伝えた途端にこの実践は急に陳腐なものになってし
まうのではないかと考えるためである。この対話の場と時間こそが大切なのであり、この
実践を何かを達成するための手段として扱うべきではない、とこれまでの対話の場を見て
感じるようになった。参加している生徒たちがお互いの意見や声を傾聴し、自分の考えを
問い直す対話の場はある種「神聖」なものであり、外部の人間がその善し悪しを評価する
ものではないと考える。むしろ対話の評価は参加者たちの自己評価を大切にすべきである。
そのコミュニティに参加した一員として今回の対話はどうであったのか、次に向けてどう
するとよいのかをまた「対話」してより良くしていくとよいのではないか。
これまで述べてきたように「指導と評価の一体化」の考え方がもはや現場を支配してい

ると言っても過言ではない現代において、哲学対話はその教育効果もさることながら凝り
固まってしまった私たち教師に改めて教育と生徒の様々な可能性に気づかせてくれる貴重
な教育実践だといえるのではないか。私自身、実践を始めてからの日が浅くまだまだその
魅力に気づいていないところがある。本実践報告を通じて、哲学対話に関心を持ち、取り
組んでくださる「仲間」が増えればと期待しているところである。来年度以降もさらに実
践と研究を重ねていきたい。
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的教育論の探究 子どもの哲学が描く民主的な
社会』 東京大学出版会
佐藤 学『教育方法学』岩波書店
田中耕二『教育評価』岩波書店



60

美術におけるタブレットの活用とＤＸ

福井県立若狭高等学校 教諭 橘 慶成

１ はじめに

一人一台タブレットが導入されたことにより、これまでコンピューター室に限定されていたＰ

Ｃを使った課題が美術室で可能となった。デザインや映像表現などの課題以外にも、 スラ

イドによるポートフォリオ作成や ドキュメントによるレポート作成や ボードを使っ

たアイディアや発表等、様々な活用ができるようになり授業の幅が広がった。作品提出と採点も

職員室でできるようになり、労力と時間が格段に削減されたことなどの実践を報告する。

２ 実践内容

（１）アンケート分析

① 美術部会で実施したアンケートの分析を行った。

② グラフ化して見やすくすると同時に、学校毎にアンケート結果が見られるように整えた。
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分析をしてみると、生徒たちとの向き合い方も変わってくる。この結果を中学校の先生方と

共有することで、更なる進展が期待できると感じた。このアンケートは美術の授業が社会的文

化的に必要なものであり、その事を生徒たちに理解してもらえるようにと始まった経緯がある。

これは、次に示す「ユニット」が始まった経緯とも似ている面がある。我々の授業がより良い

授業になるには、生徒との授業作りが欠かせない事を念頭に、今後もアンケートを読み解いて

いきたい。

（２）授業実践

＜レポートやポートフォリオの作成＞

① 紙に印刷したワークシートを、タブレットを使って書かせるようになった。

② 授業終了時に作品を撮影し、ポートフォリオとしてまとめるように働きかけている。

③ 映像表現の素材となるように作品制作の途中段階を随時写真に撮るよう指導にした。

＜絵具から へ、デザイン課題のＤＸ＞

① タブレットを使ってパッケージデザインの課題に取り組んだ。

② 牛乳パックのテンプレートに、架空の商品パッケージをデザインさせて で回収した。

③ 回収後は印刷をして組み立て、写真を撮ってレポートを作成させた。
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（３）課題提出や採点への取り組み

① 授業の振り返りレポートを写真と共にＣｌａｓｓｒｏｏｍにて提出させた。

② 職員室でレポートや作品の写真を見ながら採点を行うようにした。

授業用ワークシートは、ほぼＣｌａｓｓｒｏｏｍでひな形を配布して回収しています。これに

よって、時間・場所の制約を受けること無く採点を行えるようになりました。また、スケッチブ

ックなどを広げて採点するという手間と時間が省け、ＤＸならではの時間と労力の削減に繋がっ

ています。

３ まとめ

研究部長として４月に取り組んだアンケート結果では、中学校での様子や生徒の美術に期待

する授業内容が見て取れた。カリキュラムマネジメントを実践する為にも生徒の状況を把握し、

学校目標に応じたカリキュラムを考える資料となるよう今後の活用を推進したい。

美術教員として、発想力と創造力、主体性（内発的動機）の育成を念頭に授業を行ってきた。

タブレットの導入により、授業実践や採点時方法が劇的に変化した。社会や教育界の が推進

される中でも、アナログ的な思考や手法も大切な手段の一つである。双方共に重要であり、生

徒一人ひとりの特性や関心に応じてツールとしての広がりを活かしていくことが美術の資質・

能力の育成につながる。その為にも、新しい手法を取り入れつつ、これからの社会を担う生徒

たちの育成を念頭につとめていきたい。
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